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  shutdown
shutdown
インターフェイスをディセーブルにするには、 shutdown インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用します。 ディセーブルされたインターフェイスを再起動するには、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

shutdown

no shutdown

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト ポー トはイネーブルです （シャ ッ ト ダウンしません）。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン shutdown コマン ドを入力する と、 ポー トは転送を停止します。 ポー ト をイネーブルにするに
は、 no shutdown コマン ドを使用します。

削除、 中断、 またはシャ ッ ト ダウンされた VLAN に割り当てられているスタテ ィ ッ ク  アクセ
ス  ポー ト に no shutdown コマン ドを使用しても、 無効です。 ポー ト を再びイネーブルにするに
は、 まずポー ト をアクテ ィブ VLAN のメ ンバにする必要があ り ます。

shutdown コマン ドは指定のインターフェイス上のすべての機能をディセーブルにします。

また、 このコマン ドはインターフェイスが使用不可である こ と をマーク付けします。 インター
フェイスがディセーブルかど うかを確認するには、 show interfaces 特権 EXEC コマン ドを使用
します。 シャ ッ ト ダウンされたインターフェイスは、 管理上のダウン と して画面に表示されま
す。

例 次の例では、 ポー ト をディセーブルにしてから、 再びイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# shutdown

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# no shutdown

設定を確認するには、 show interfaces 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show interfaces すべてのインターフェイスまたは特定のインターフェイスに対する統
計情報を表示します。
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shutdown vlan
指定の VLAN のローカル ト ラフ ィ ッ クをシャ ッ ト ダウン （中断） するには、 shutdown vlan グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 VLAN のローカル ト ラフ ィ ッ クを
再開するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

shutdown vlan vlan-id

no shutdown vlan vlan-id

構文の説明

デフォルト デフォル トは定義されていません。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン shutdown vlan コマン ドは、 VTP データベース内の VLAN 情報を変更しません。 このコマン ド
はローカル ト ラフ ィ ッ クをシャ ッ ト ダウンしますが、 スイ ッチは VTP 情報をアドバタ イズし
続けます。

例 次の例では、 VLAN 2 の ト ラフ ィ ッ クをシャ ッ ト ダウンする方法を示します。

Switch(config)# shutdown vlan 2

設定を確認するには、 show vlan 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

vlan-id ローカルにシャ ッ ト ダウンする  VLAN の ID です。 指定できる範囲は 2 ～ 
1001 です。 VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル）
環境のデフォル ト  VLAN と して定義された VLAN、 および拡張範囲 VLAN
（ID が 1005 を超える  VLAN） は、 シャ ッ ト ダウンできません。デフォル ト の 
VLAN は 1 および 1002 ～ 1005 です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

shutdown （VLAN 
コンフ ィギュレー
シ ョ ン  モード）

VLAN コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード （vlan vlan-id グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドで開始） の場合に、 VLAN のローカル ト ラ
フ ィ ッ クをシャ ッ ト ダウンします。
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small-frame violation rate 
インターフェイスで受信する  VLAN タグ付きパケッ ト のフレームが小さ く （67 バイ ト以下）、
指定された伝送速度である場合に、 インターフェイスが errdisable となる伝送速度 （し きい値）
を設定するには、 small-frame violation rate pps インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コ
マン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

small-frame violation rate pps 

no small-frame violation rate pps

構文の説明

デフォルト この機能はディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 ポー ト が小さいフレームを受信する と  errdisable となる伝送速度 （し きい値）
をイネーブルにします。 67 フレーム以下のパケッ ト が小さいフレーム と見なされます。

各ポー ト で小さいフレームと見なすしきい値をグローバルにイネーブルにするには、
errdisable detect cause small-frame グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用しま
す。

ポー ト が自動的に再びイネーブルになるよ うに設定するには、 errdisable recovery cause 
small-frame グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 回復時間を設定する
には、 errdisable recovery interval interval グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用
します。

例 次の例では、小さい着信フレームが 10,000 pps で到達した場合にポー ト が errdisable となるよ う
にする小さいフレームの着信速度の機能をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# small-frame violation rate 10000

設定を確認するには、 show interfaces 特権 EXEC コマン ドを入力します。

pps 小さいフレームを受信するインターフェイスが errdisable となる しき
い値を指定します。 指定できる範囲は、 1 ～ 10,000 pps （パケッ ト /
秒） です。

リ リース 変更箇所

12.2(44)SE このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

errdisable detect cause small-frame 着信フレームが最小サイズよ り小さ く、 指定した伝送
速度 （し きい値） で到着したスイ ッチ ポー ト があれば、
そのポー ト を  errdisable 状態にします。

errdisable recovery cause 
small-frame

回復タイマーをイネーブルにします。

show interfaces 入出力フロー制御を含むスイ ッチのインターフェイス
設定を表示します。
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snmp-server enable traps
スイ ッチで、 さまざまな ト ラ ップの Simple Network Management Protocol （SNMP; 簡易ネッ ト
ワーク管理プロ ト コル） 通知の送信、 または Network Management System （NMS; ネッ ト ワーク
管理システム） への要求の通知をイネーブルにするには、 snmp-server enable traps グローバル 
コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの 
no 形式を使用します。

snmp-server enable traps [bridge [newroot] [topologychange] | cluster | config | copy-config | 
cpu threshold  | entity | envmon [fan | shutdown | status | supply | temperature] | errdisable 
[notification-rate value] | flash [insertion | removal] | fru-ctrl | ipmulticast | 
mac-notification [change] [move] [threshold] | msdp | ospf [cisco-specific | errors | lsa | 
rate-limit | retransmit | state-change] | pim [invalid-pim-message | neighbor-change | 
rp-mapping-change] | port-security [trap-rate value] | power-ethernet {group name | 
police} | rtr | snmp [authentication | coldstart | linkdown | linkup | warmstart] | stackwise 
| storm-control trap-rate value | stpx [inconsistency] [root-inconsistency] 
[loop-inconsistency] | syslog | tty | vlan-membership | vlancreate | vlandelete | vtp]

no snmp-server enable traps [bridge [newroot] [topologychange] | cluster | config | copy-config 
| cpu threshold  | entity | envmon [fan | shutdown | status | supply | temperature] | errdisable 
[notification-rate] | flash [insertion | removal] | fru-ctrl | ipmulticast | mac-notification 
[change] [move] [threshold] | msdp | ospf [cisco-specific | errors | lsa | rate-limit | retransmit 
| state-change] | pim [invalid-pim-message | neighbor-change | rp-mapping-change] | 
port-security [trap-rate] | power-ethernet {group name | police} | rtr | snmp 
[authentication | coldstart | linkdown | linkup | warmstart] | stackwise | storm-control 
trap-rate | stpx [inconsistency] [root-inconsistency] [loop-inconsistency] | syslog | tty | 
vlan-membership | vlancreate | vlandelete | vtp]

構文の説明 bridge [newroot] 
[topologychange]

（任意） STP ブ リ ッジ MIB ト ラ ップを生成します。 キーワードの意味
は次のとおりです。

• newroot ： （任意） SNMP STP ブ リ ッジ MIB の新しいルー ト  ト ラ ッ
プをイネーブルにします。

• topologychange ： （任意） SNMP STP ブ リ ッジ MIB の ト ポロジ変
更 ト ラ ップをイネーブルにします。

cluster （任意） ク ラスタ  ト ラ ップをイネーブルにします。

config （任意） SNMP 設定 ト ラ ップをイネーブルにします。

copy-config （任意） SNMP コピー設定 ト ラ ップをイネーブルにします。

cpu threshold （任意） CPU 関連 ト ラ ップを許可します。

このキーワードを使用できるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが
実行されている場合だけです。

entity （任意） SNMP エンテ ィテ ィ  ト ラ ップをイネーブルにします。
2-671
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  snmp-server enable traps
envmon [fan | 
shutdown | status | 
supply | temperature]

（任意） SNMP 環境 ト ラ ップをイネーブルにします。 キーワードの意
味は次のとおりです。

• fan ： （任意） フ ァン  ト ラ ップをイネーブルにします。

• shutdown ： （任意） 環境モニタ  シャ ッ ト ダウン  ト ラ ップをイネー
ブルにします。

• status ： （任意） SNMP 環境ステータス変更 ト ラ ップをイネーブル
にします。

• supply ： （任意） 環境モニタ電源 ト ラ ップをイネーブルにします。

• temperature ： （任意） 環境モニタ温度 ト ラ ップをイネーブルにし
ます。

errdisable 
[notification-rate 
value]

（任意） errdisable ト ラ ップをイネーブルにします。 notification-rate 
キーワードを使用して、 分単位で送信される  errdisable ト ラ ップの最
大値を設定します。 指定できる範囲は 0 ～ 10000 です。 デフォル ト値
は 0 です （制限はな く、 ト ラ ップは発生するたびに送信されます）。

flash [insertion | 
removal]

（任意） SNMP FLASH 通知をイネーブルにします。 キーワードは、
LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチのみでサ
ポー ト され、 次の意味を持ちます。

insertion ： （任意） スイ ッチ （フラ ッシュ） がスタ ッ クに挿入される
と （物理的に、 または電源の再投入やリ ロードによ り ）、 ト ラ ップを
生成します。

removal ： （任意） スイ ッチ （フラ ッシュ） がスタ ッ クから取り外され
る と （物理的に、 または電源の再投入やリ ロードによ り ）、 ト ラ ップ
を生成します。

fru-ctrl （任意） エンテ ィテ ィ  Field-Replaceable Unit （FRU） 制御 ト ラ ップを生
成します。 スタ ッ クでは、 この ト ラ ップはスタ ッ クにおけるスイ ッチ
の挿入 / 取り外しを意味します。

このキーワードは、LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチのみでサポー ト されています。

ipmulticast （任意） IP マルチキャス ト  ルーテ ィ ング  ト ラ ップをイネーブルにしま
す。

mac-notification （任意） MAC アド レス通知 ト ラ ップをイネーブルにします。

change （任意） MAC アド レス変更通知ト ラ ップをイネーブルにします。

move （任意） MAC アド レス移動通知ト ラ ップをイネーブルにします。

threshold （任意） MAC アド レス  テーブルしきい値 ト ラ ップをイネーブルにしま
す。

msdp （任意） Multicast Source Discovery Protocol （MSDP） ト ラ ップをイネー
ブルにします。
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ospf [cisco-specific | 
errors | lsa | rate-limit | 
retransmit | 
state-change]

（任意） Open Shortest Path First （OSPF） ト ラ ップをイネーブルにしま
す。 キーワードの意味は次のとおりです。

• cisco-specific ： （任意） シスコ固有の ト ラ ップをイネーブルにしま
す。

• errors ： （任意） エラー ト ラ ップをイネーブルにします。

• lsa ： （任意） リ ンク ステー ト  アドバタ イズ メ ン ト （LSA） ト ラ ッ
プをイネーブルにします。

• rate-limit ： （任意） 速度制限 ト ラ ップをイネーブルにします。

• retransmit ： （任意） パケッ ト再送信 ト ラ ップをイネーブルにしま
す。

• state-change ： （任意） ステー ト変更 ト ラ ップをイネーブルにしま
す。

pim 
[invalid-pim-message | 
neighbor-change | 
rp-mapping-change]

（任意） プロ ト コル独立型マルチキャス ト （PIM） ト ラ ップをイネー
ブルにします。 キーワードの意味は次のとおりです。

• invalid-pim-message ： （任意） 無効な PIM メ ッセージ ト ラ ップを
イネーブルにします。

• neighbor-change ： （任意） PIM ネイバー変更 ト ラ ップをイネーブ
ルにします。

• rp-mapping-change ： （任意） Rendezvous Point （RP; ランデブー ポ
イン ト ） マッピング変更 ト ラ ップをイネーブルにします。

port-security
[trap-rate value]

（任意） ポー ト  セキュ リ テ ィ  ト ラ ップをイネーブルにします。 1 秒間
に送信するポー ト  セキュ リ テ ィ  ト ラ ップの最大数を設定するには、
trap-rate キーワードを使用します。指定できる範囲は 0 ～ 1000 です。
デフォル トは 0 です （制限はな く、 ト ラ ップは発生するたびに送信さ
れます）。

power-ethernet {group 
name | police} 

（任意） Power-over-Ethernet ト ラ ップをイネーブルにします。 キーワー
ドの意味は次のとおりです。

• group name ： 指定されたグループ番号または リ ス ト のインラ イン  
パワー グループ ベースの ト ラ ップをイネーブルにします。

• police ： インラ イン  パワー ポ リ シング ト ラ ップをイネーブルにし
ます。

rtr （任意） SNMP Response Time Reporter ト ラ ップをイネーブルにします。

このキーワードを使用できるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが
実行されている場合だけです。

snmp [authentication | 
coldstart | linkdown | 
linkup | warmstart]

（任意） SNMP ト ラ ップをイネーブルにします。 キーワードの意味は
次のとおりです。

• authentication ： （任意） 認証 ト ラ ップをイネーブルにします。

• coldstart ： （任意） コールド  スター ト  ト ラ ップをイネーブルにし
ます。

• linkdown ： （任意） リ ンクダウン  ト ラ ップをイネーブルにします。

• linkup ： （任意） リ ンクアップ ト ラ ップをイネーブルにします。

• warmstart ： （任意） ウォーム  スター ト  ト ラ ップをイネーブルに
します。
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（注） hsrp キーワードは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されますが、 サポー ト され
ていません。 snmp-server enable informs グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドは、 サ
ポー ト されていません。 SNMP 情報通知の送信をイネーブルにするには、 snmp-server enable 
traps グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド と  snmp-server host host-addr informs グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを組み合わせて使用します。 

デフォルト SNMP ト ラ ップの送信をディセーブルにします。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

stackwise （任意） SNMP StackWise ト ラ ップをイネーブルにします。

このキーワードは、LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチのみでサポー ト されています。

storm-control 
trap-rate value

（任意） ス トーム制御 ト ラ ップをイネーブルにします。 分単位で送信
されるス トーム制御 ト ラ ップの最大数を設定するには、 trap-rate キー
ワードを使用します。 指定できる範囲は 0 ～ 1000 です。 デフォル ト
値は 0 です （制限はな く、 ト ラ ップは発生するたびに送信されます）。

stpx （任意） SNMP STPX MIB ト ラ ップをイネーブルにします。 キーワード
の意味は次のとおりです。

• inconsistency ： （任意） SNMP STPX MIB の矛盾更新 ト ラ ップをイ
ネーブルにします。

• root-inconsistency ： （任意） SNMP STPX MIB のルー ト矛盾更新 ト
ラ ップをイネーブルにします。

• loop-inconsistency ： （任意） SNMP STPX MIB のループ矛盾更新 ト
ラ ップをイネーブルにします。

syslog （任意） SNMP syslog ト ラ ップをイネーブルにします。

tty （任意） TCP 接続 ト ラ ップを送信します。 デフォル ト でイネーブルに
なっています。

vlan-membership （任意） SNMP VLAN メ ンバーシップ ト ラ ップをイネーブルにします。

vlancreate （任意） SNMP VLAN 作成ト ラ ップをイネーブルにします。

vlandelete （任意） SNMP VLAN 削除ト ラ ップをイネーブルにします。

vtp （任意） VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コ
ル） ト ラ ップをイネーブルにします。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(37)SE errdisable notification-rate value キーワードが追加されました。

12.2(40)SE change、 move、 および threshold キーワードが mac-notification オプ
シ ョ ンに追加されました。

12.2(44)SE power-ethernet {group name | police} キーワードが追加されました。
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使用上のガイドライン snmp-server host グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 ト ラ ップを受信す
るホス ト （NMS） を指定します。 ト ラ ップ タ イプを指定しない場合は、 すべてのタイプが送
信されます。

snmp-server enable traps コマン ドは、 ト ラ ップまたは情報がサポー ト されている場合に、 これ
らの送信をイネーブルにします。

（注） SNMPv1 では、 情報はサポー ト されていません。

複数の ト ラ ップ タ イプをイネーブルにするには、 ト ラ ップ タ イプごとに snmp-server enable 
traps コマン ドを個別に入力する必要があ り ます。

CPU し きい値通知のタイプおよび値を設定するには、 process cpu threshold type グローバル コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。

例 次の例では、 NMS に VTP ト ラ ップを送信する方法を示します。

Switch(config)# snmp-server enable traps vtp

設定を確認するには、 show vtp status 特権 EXEC コマン ド、 または show running-config 特権 
EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

12.2(50)SE cpu threshold キーワードが追加されました。

12.2(53)SE1 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチで、 flash 
[insertion | removal]、 fru-ctrl、 および stackwise キーワードが追加さ
れました。

リ リース 変更箇所

コマンド 説明

show running-config スイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを表示します。

snmp-server host SNMP ト ラ ップを受信するホス ト を指定します。
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snmp-server host 
Simple Network Management Protocol （SNMP; 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） 通知処理の受
信側 （ホス ト ） を指定するには、 snmp-server host グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドを使用します。 指定されたホス ト を削除するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

snmp-server host host-addr [informs | traps] [version {1 | 2c | 3 {auth | noauth| priv}] [vrf 
vrf-instance] {community-string [notification-type]}

no snmp-server host host-addr [informs | traps] [version {1 | 2c | 3 {auth | noauth | priv}] [vrf 
vrf-instance] community-string 

構文の説明 host-addr ホス ト （ターゲッ ト となる受信側） の名前またはインターネッ ト  アド レス
です。

udp-port port （任意） ト ラ ップを受信するホス ト のユーザ データグラム  プロ ト コル
（UDP） ポー ト番号を設定します。 有効な範囲は 0 ～ 65535 です

informs | traps （任意） このホス ト に SNMP ト ラ ップまたは情報を送信します。

version 1 | 2c | 3 （任意） ト ラ ップの送信に使用する  SNMP のバージ ョ ンです。

次のキーワードがサポー ト されています。

1 ： SNMPv1。 情報の場合は、 このオプシ ョ ンを使用できません。

2c ： SNMPv2C

3 ： SNMPv3。 バージ ョ ン  3 キーワードの後に、 次に示すオプシ ョ ン  キー
ワードを指定できます。

• auth （任意） ： Message Digest 5 （MD5） および Secure Hash Algorithm
（SHA） によ るパケッ ト認証をイネーブルにします。

• noauth （デフォル ト ） ： noAuthNoPriv セキュ リ テ ィ  レベルです。 [auth | 
noauth | priv] キーワードが指定されていない場合は、 これがデフォル
ト です。

• priv （任意） ： Data Encryption Standard （DES; データ暗号化規格） によ
るパケッ ト暗号化 （プラ イバシーと もい う ） をイネーブルにします。

（注） priv キーワードは、 暗号化ソフ ト ウェア イ メージがインス トールさ
れている場合にだけ利用できます。

vrf vrf-instance （任意） Virtual Private Network （VPN; 仮想プラ イベー ト  ネッ ト ワーク）
ルーテ ィ ング  インスタンス とホス ト名です。

community-string 通知処理にと もなって送信される、 パスワード と類似したコ ミ ュニテ ィ  ス
ト リ ングです。 snmp-server host コマン ドを使用してこのス ト リ ングを設
定できますが、 このス ト リ ングを定義するには、 snmp-server community 
グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用してから、
snmp-server host コマン ドを使用する こ と を推奨します。

（注） コンテキス ト情報を区切るには @ 記号を使用します。 このコマン ド
の設定時に SNMP コ ミ ュニテ ィ  ス ト リ ングの一部と して @ 記号を
使用しないでください。
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notification-type （任意） ホス ト に送信される通知のタイプです。 タ イプが指定されていない
場合、 すべての通知が送信されます。 通知タイプには、 次のキーワードの 
1 つまたは複数を指定できます。

• bridge ： SNMP Spanning-Tree Protocol （STP; スパニング  ツ リー プロ ト
コル） ブ リ ッジ MIB ト ラ ップを送信します。

• cluster ： ク ラ スタ  メ ンバ ステータス  ト ラ ップを送信します。

• config ： SNMP 設定 ト ラ ップを送信します。

• copy-config ： SNMP コピー設定 ト ラ ップを送信します。

• cpu threshold ： CPU 関連 ト ラ ップを許可します。 このキーワードを使
用できるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが実行されている場合だ
けです。

• entity ： SNMP エンテ ィテ ィ  ト ラ ップを送信します。

• envmon ： 環境モニタ  ト ラ ップを送信します。

• errdisable ： SNMP errdisable 通知を送信します。

• flash ： SNMP FLASH 通知を送信します。

• fru-ctrl ： エンテ ィテ ィ  FRU 制御 ト ラ ップを送信します。 スイ ッチ ス
タ ッ クでは、 この ト ラ ップはスタ ッ クにおけるスイ ッチの挿入 / 取り外
しを意味します。

• hsrp ： SNMP Hot Standby Router Protocol （HSRP; ホッ ト スタンバイ  
ルータ  プロ ト コル） ト ラ ップを送信します。

• ipmulticast ： SNMP IP マルチキャス ト  ルーティ ング  ト ラ ップを送信し
ます。

• mac-notification ： SNMP MAC 通知 ト ラ ップを送信します。

• msdp ： SNMP Multicast Source Discovery Protocol （MSDP） ト ラ ップを
送信します。

• ospf ： Open Shortest Path First （OSPF） ト ラ ップを送信します。

• pim ： SNMP プロ ト コル独立型マルチキャス ト （PIM） ト ラ ップを送信
します。

• port-security ： SNMP ポー ト セキュ リ テ ィ  ト ラ ップを送信します。

• rtr ： SNMP Response Time Reporter ト ラ ップを送信します。

• snmp ： SNMP タ イプ ト ラ ップを送信します。

• storm-control ： SNMP ス トーム制御 ト ラ ップを送信します。

• stpx ： SNMP STP 拡張 MIB ト ラ ップを送信します。

• syslog ： SNMP syslog ト ラ ップを送信します。

• tty ： TCP 接続 ト ラ ップを送信します。

• udp-port port ： ト ラ ップを受信するホス ト の User Datagram Protocol
（UDP） ポー ト番号を設定します。 範囲は 0 ～ 65535 です。

• vlan-membership ： SNMP VLAN メ ンバーシップ ト ラ ップを送信しま
す。

• vlancreate ： SNMP VLAN 作成 ト ラ ップを送信します。

• vlandelete ： SNMP VLAN 削除ト ラ ップを送信します。

• vtp ： SNMP VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト
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デフォルト このコマン ドは、 デフォル ト でディセーブルです。 通知は送信されません。

キーワードを指定しないでこのコマン ドを入力した場合は、 デフォル ト で、 すべての ト ラ ップ 
タ イプがホス ト に送信されます。 情報はこのホス ト に送信されません。

version キーワードがない場合、 デフォル トはバージ ョ ン  1 にな り ます。

バージ ョ ン  3 を選択し、 認証キーワードを入力しなかった場合は、 デフォル ト で、 noauth
（noAuthNoPriv） セキュ リ テ ィ  レベルにな り ます。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン SNMP 通知は、 ト ラ ップまたは情報要求と して送信できます。 ト ラ ップを受信しても受信側は
確認応答を送信しないため、 ト ラ ップは信頼できません。 送信側では、 ト ラ ップが受信された
かど うかを判別できません。 ただし、 情報要求を受信した SNMP エンテ ィテ ィは、 SNMP 応答 
PDU を使用して メ ッセージに確認応答します。 送信側が応答を受信しなかった場合は、 再び情
報要求を送信できます。 したがって、 情報が目的の宛先に到達する可能性が高ま り ます。

ただし、 情報はエージェン トおよびネッ ト ワークの リ ソースをよ り多く消費します。 送信と同
時にド ロ ップされる ト ラ ップと異な り、 情報要求は応答を受信するまで、 または要求がタイム
アウ ト になるまで、 メモ リ内に保持する必要があ り ます。 また、 ト ラ ップの送信は 1 回限りで
すが、 情報は数回にわたって再試行が可能です。 再試行によって ト ラフ ィ ッ クが増え、 ネッ ト
ワークのオーバーヘッ ドが大き く なる原因にな り ます。

snmp-server host コマン ドを入力しなかった場合は、 通知が送信されません。 SNMP 通知を送
信するよ うにスイ ッチを設定するには、 snmp-server host コマン ドを少な く と も  1 つ入力する
必要があ り ます。 キーワードを指定しないでこのコマン ドを入力した場合、 そのホス ト ではす
べての ト ラ ップ タ イプがイネーブルにな り ます。 複数のホス ト をイネーブルにするには、 ホス
ト ご とに snmp-server host コマン ドを個別に入力する必要があ り ます。 コマン ドには複数の通
知タイプをホス ト ご とに指定できます。

ローカル ユーザが リモー ト  ホス ト と関連付けられていない場合、 スイ ッチは auth
（authNoPriv） および priv （authPriv） の認証レベルの情報を送信しません。

同じホス トおよび同じ種類の通知 （ ト ラ ップまたは情報） に対して複数の snmp-server host コ
マン ドを指定した場合は、 後に入力されたコマン ドによって前のコマン ドが上書き されます。
最後の snmp-server host コマン ドだけが有効です。 たとえば、 ホス ト に snmp-server host 
inform を入力してから、 同じホス ト に別の snmp-server host inform コマン ドを入力した場合
は、 2 番めのコマン ドによって最初のコマン ドが置き換えられます。

snmp-server host コマン ドは、snmp-server enable traps グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コ
マン ド と組み合わせて使用します。 グローバルに送信される  SNMP 通知を指定するには、
snmp-server enable traps コマン ドを使用します。 1 つのホス ト でほとんどの通知を受信する場
合は、 このホス ト に対して、 少な く と も  1 つの snmp-server enable traps コマン ド と  

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(37)SE errdisable notification-rate value キーワードが追加されました。

12.2(50)SE cpu threshold キーワードが追加されました。

12.2(53)SE1 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチ上にのみ、
fru-ctrl キーワードが追加されました。
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snmp-server host コマン ドをイネーブルにする必要があ り ます。 一部の通知タイプは、
snmp-server enable traps コマン ドで制御できません。 たとえば、 ある通知タイプは常にイネー
ブルですが、 別の通知タイプはそれぞれ異なるコマン ドによってイネーブルにな り ます。

キーワードを指定しないで no snmp-server host コマン ドを使用する と、 ホス トへの ト ラ ップは
ディセーブルにな り ますが、 情報はディセーブルにな り ません。 情報をディセーブルにするに
は、 no snmp-server host informs コマン ドを使用して ください。

例 次の例では、 ト ラ ップに対して一意の SNMP コ ミ ュニテ ィ  ス ト リ ング  comaccess を設定し、 こ
のス ト リ ングによる、 アクセス リ ス ト  10 を介した SNMP ポーリ ング アクセスを禁止します。

Switch(config)# snmp-server community comaccess ro 10
Switch(config)# snmp-server host 172.20.2.160 comaccess
Switch(config)# access-list 10 deny any

次の例では、 名前 myhost.cisco.com で指定されたホス ト に SNMP ト ラ ップを送信する方法を示
します。 コ ミ ュニテ ィ  ス ト リ ングは、 comaccess と して定義されています。

Switch(config)# snmp-server enable traps
Switch(config)# snmp-server host myhost.cisco.com comaccess snmp 

次の例では、 コ ミ ュニテ ィ  ス ト リ ング  public を使用して、 すべての ト ラ ップをホス ト  
myhost.cisco.com に送信するよ うにスイ ッチをイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# snmp-server enable traps
Switch(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config スイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを表示します。

snmp-server enable traps 各種 ト ラ ップ タ イプまたは情報要求の SNMP 通知をイネーブルに
します。
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snmp trap mac-notification change
特定のレイヤ 2 のインターフェイスで、 Simple Network Management Protocol （SNMP; 簡易ネッ
ト ワーク管理プロ ト コル） MAC アド レス変更通知 ト ラ ップをイネーブルにするには、 snmp 
trap mac-notification change インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用しま
す。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

snmp trap mac-notification change {added | removed}

no snmp trap mac-notification change {added | removed}

構文の説明

デフォルト デフォル ト では、 アド レス追加および削除に対する ト ラ ップは両方と もディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン snmp trap mac-notification change コマン ドを使用して、特定のインターフェイスの通知 ト ラ ッ
プをイネーブルにできますが、 ト ラ ップが生成されるのは、 snmp-server enable traps 
mac-notification change および mac address-table notification change グローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドをイネーブルにした場合だけです。

例 次の例では、 MAC アド レスがポー ト に追加されたと きに MAC 通知ト ラ ップをイネーブルにす
る方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# snmp trap mac-notification change added

show mac address-table notification change interface 特権 EXEC コマン ドを入力すれば、設定を
確認する こ とができます。

added MAC アド レスがインターフェイスに追加される と、 MAC 通知 ト ラ ップをイ
ネーブルにします。

removed MAC アド レスがインターフェイスから削除される と、 MAC 通知 ト ラ ップを
イネーブルにします。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(40)SE change とい う言葉がコマン ドに追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

clear mac address-table notification MAC アド レス通知グローバル カウンタをク リ アしま
す。

mac address-table notification MAC アド レス通知機能をイネーブルにします。

show mac address-table notification interface キーワードが追加される と、 すべてのイン
ターフェイスまたは指定されたインターフェイスに対す
る  MAC アド レス通知設定を表示します。

snmp-server enable traps mac-notification キーワードが追加された場合に SNMP 
MAC 通知ト ラ ップを送信します。
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spanning-tree backbonefast
BackboneFast 機能をイネーブルにするには、 spanning-tree backbonefast グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻す場合は、 このコマン ドの no 形
式を使用します。

spanning-tree backbonefast

no spanning-tree backbonefast

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト BackboneFast はディセーブルです。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン BackboneFast 機能は、 Rapid PVST+ または Multiple Spanning-Tree （MST） モード用に設定でき
ますが、 スパニング  ツ リー モードを  PVST+ に変更するまでこの機能はディセーブル （非アク
テ ィブ） のままです。

スイ ッチのルー ト  ポー ト またはブロ ッ ク されたポー ト が、指定スイ ッチから不良 BPDU を受信
する と、 BackboneFast が開始します。 不良 BPDU は、 ルー ト  ブ リ ッジと指定スイ ッチの両方を
宣言しているスイ ッチを識別します。 スイ ッチが不良 BPDU を受信した場合、 そのスイ ッチが
直接接続されていない リ ンク （間接 リ ンク） で障害が発生したこ と を意味します （つま り、 指
定スイ ッチとルー ト  スイ ッチ間の接続が切断されています）。 ルー ト  スイ ッチへの代替パスが
ある場合に BackboneFast を使用する と、不良 BPDU を受信するインターフェイスの最大エージ
ング  タ イムが期限切れにな り、 ブロ ッ ク されたポー ト をただちに リ スニング  ステー ト に移行
できます。 その後、 BackboneFast はインターフェイスをフォワーディ ング ステー ト に移行させ
ます。 詳細については、 この リ リースに対応する ソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ
ドを参照して ください。 

間接リ ンク障害を検出し、 スパニング  ツ リーの再認識をよ り短時間で開始できるよ うにするに
は、 サポー トするすべてのスイ ッチで BackboneFast をイネーブルにします。

例 次の例では、 スイ ッチ上で BackboneFast をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree backbonefast

設定を確認するには、 show spanning-tree summary 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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コマンド 説明

show spanning-tree summary スパニング ツ リー インターフェイス  ステー ト のサマ リーを表
示します。
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spanning-tree bpdufilter 
インターフェイスでの Bridge Protocol Data Unit （BPDU; ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト ）
の送受信を禁止するには、 spanning-tree bpdufilter インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree bpdufilter {disable | enable}

no spanning-tree bpdufilter 

構文の説明

デフォルト BPDU フ ィルタ リ ングはディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 またはマル
チ スパニング  ツ リー （MST） モードで稼動している場合は、 BPDU フ ィルタ リ ング機能をイ
ネーブルにできます。

注意 BPDU フ ィルタ リ ングを特定のインターフェイス上でイネーブルにする こ とは、 そのインター
フェイス上でスパニング  ツ リーをディセーブルにする こ と と同じであ り、 スパニング  ツ リー 
ループが発生する こ とがあ り ます。

すべての PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ングをグローバルにイネーブル
にするには、 spanning-tree portfast bpdufilter default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドを使用します。

spanning-tree bpdufilter インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する と、
spanning-tree portfast bpdufilter default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を
上書きできます。

例 次の例では、 ポー ト上で BPDU フ ィルタ リ ング機能をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# spanning-tree bpdufilter enable

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

disable 指定されたインターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ングをディセーブ
ルにします。

enable 指定されたインターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ングをイネーブル
にします。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree portfast （グロー
バル コンフ ィギュレーシ ョ ン）

PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ング
機能または BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルに
するか、 またはすべての非 ト ランク  インターフェイスで 
PortFast 機能をイネーブルにします。

spanning-tree portfast （イン
ターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

特定のインターフェイスおよび対応するすべての VLAN 上
で、 PortFast 機能をイネーブルにします。
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spanning-tree bpduguard 
Bridge Protocol Data Unit （BPDU; ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト ） を受信したインター
フェイスを  errdisable ステー ト にするには、 spanning-tree bpduguard インターフェイス  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

spanning-tree bpduguard {disable | enable}

no spanning-tree bpduguard 

構文の説明

デフォルト BPDU ガードはディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン インターフェイスを手動で再び動作させなければならない場合、 無効な設定を防ぐには、
BPDU ガード機能が役に立ちます。 サービスプロバイダー ネッ ト ワーク内でインターフェイス
がスパニング  ツ リー ト ポロジに参加しないよ うにするには、 BPDU ガード機能を使用します。

スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 または 
Multiple Spanning-Tree （MST） モードで稼動している場合は、 BPDU ガード機能をイネーブル
にできます。

すべての PortFast 対応インターフェイス上で BPDU ガードをグローバルにイネーブルにするに
は、 spanning-tree portfast bpduguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
使用します。

spanning-tree bpduguard インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する と、
spanning-tree portfast bpduguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定
を上書きできます。

例 次の例では、 ポー ト で BPDU ガード機能をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# spanning-tree bpduguard enable

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

disable 指定されたインターフェイス上で BPDU ガードをディセーブルにしま
す。

enable 指定されたインターフェイス上で BPDU ガードをイネーブルにしま
す。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree portfast （グロー
バル コンフ ィギュレーシ ョ ン）

PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ング
機能または BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルに
するか、 またはすべての非 ト ランク  インターフェイスで 
PortFast 機能をイネーブルにします。

spanning-tree portfast （イン
ターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

特定のインターフェイスおよび対応するすべての VLAN 上
で、 PortFast 機能をイネーブルにします。
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spanning-tree cost
スパニング  ツ リー計算に使用するパス  コス ト を設定するには、 spanning-tree cost インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン コマン ドを使用します。 ループが発生した場合、 スパニン
グ ツ リーはパス  コス ト を使用して、 フォワーディ ング  ステー ト にするインターフェイスを選
択します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree [vlan vlan-id] cost cost

no spanning-tree [vlan vlan-id] cost

構文の説明

デフォルト デフォル ト  パス  コス トは、 インターフェイス帯域幅の設定から計算されます。 IEEE のデフォ
ル ト  パス  コス ト値は、 次のとおりです。

• 1000 Mb/s ： 4

• 100 Mb/s ： 19

• 10 Mb/s ： 100

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン コス ト を設定する場合は、 値が大きいほどコス ト が高く な り ます。

spanning-tree vlan vlan-id cost cost コマン ドおよび spanning-tree cost cost コマン ドの両方を使
用してインターフェイスを設定する場合、 spanning-tree vlan vlan-id cost cost コマン ドが有効に
な り ます。

例 次の例では、 ポー ト でパス  コス ト を  250 に設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# spanning-tree cost 250

次の例では、 VLAN 10、 12 ～ 15、 20 にパス  コス ト と して 300 を設定する方法を示します。

Switch(config-if)# spanning-tree vlan 10,12-15,20 cost 300

vlan vlan-id （任意） スパニング ツ リー インスタンスに関連付けられた VLAN 範囲です。
VLAN ID 番号で識別された 1 つの VLAN、 それぞれをハイフンで区切った 
VLAN 範囲、 またはカンマで区切った一連の VLAN を指定できます。 指定
できる範囲は 1 ～ 4094 です。

cost パス  コス ト 。 指定できる範囲は 1 ～ 200000000 です。 値が大きいほど、 コス
ト が高くな り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
2-688
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  spanning-tree cost
設定を確認するには、 show spanning-tree interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを入力しま
す。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree interface 
interface-id

指定したインターフェイスのスパニング ツ リー情報を表示し
ます。

spanning-tree port-priority インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。

spanning-tree vlan priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イオ
リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree etherchannel guard misconfig
スイ ッチが EtherChannel の設定に矛盾を検出した場合にエラー メ ッセージを表示するには、
spanning-tree etherchannel guard misconfig グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン コマン ドを使
用します。 この機能をディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree etherchannel guard misconfig

no spanning-tree etherchannel guard misconfig

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト EtherChannel ガードはスイ ッチ上でイネーブルです。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが EtherChannel の設定に矛盾を検出する と、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

PM-4-ERR_DISABLE: Channel-misconfig error detected on [chars], putting [chars] in 
err-disable state.

設定に矛盾を持つ EtherChannel にあるスイ ッチ ポー ト を表示するには、 show interfaces status 
err-disabled 特権 EXEC コマン ドを使用します。 リモー ト  デバイスの EtherChannel 設定を確認
するには、 リモー ト  デバイスで show etherchannel summary 特権 EXEC コマン ドを使用しま
す。

EtherChannel 設定の矛盾によ りポー ト が errdisable ステー ト の場合は、errdisable recovery cause 
channel-misconfig グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力してこのステー ト を解
除した り、 shutdown および no shut down インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を入力して、 手動で再びイネーブルにする こ とができます。

例 次の例では、 EtherChannel 設定矛盾のガード機能をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree etherchannel guard misconfig

設定を確認するには、 show spanning-tree summary 特権 EXEC コマン ドを入力します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

errdisable recovery cause 
channel-misconfig

EtherChannel 設定の矛盾による  errdisable ステー ト から回復す
るタ イマーをイネーブルにします。

show etherchannel summary チャネルの EtherChannel 情報を、 チャネルグループ単位で 1 
行のサマ リーと して表示します。

show interfaces status 
err-disabled

errdisable ステー ト のインターフェイスを表示します。
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spanning-tree extend system-id
拡張システム  ID 機能をイネーブルにするには、spanning-tree extend system-id グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 

spanning-tree extend system-id

（注） このコマン ドの no バージ ョ ンは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されますが、
サポー ト されていません。 拡張システム  ID 機能をディセーブルにする こ とはできません。

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト 拡張システム  ID はイネーブルです。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチは、 IEEE 802.1t スパニング ツ リー拡張をサポー ト します。 以前スイ ッチ プラ イオ リ
テ ィに使用されたビッ ト の一部を、 現在は拡張システム  ID （Per-VLAN Spanning-Tree Plus
（PVST+） と  Rapid PVST+ の VLAN 識別子、 またはマルチ スパニング  ツ リー （MST） のインス
タンス識別子） に使用しています。

スパニング  ツ リーは、 ブ リ ッジ ID が VLAN またはマルチ スパニング ツ リー インスタンスご
とに一意となるよ うに、 拡張システム  ID、 ス イ ッチ プラ イオ リ テ ィ、 および割り当てられた
スパニング  ツ リー MAC アド レスを使用しています。 スイ ッチ スタ ッ クは他のネッ ト ワークか
らは単一のスイ ッチと して認識されるため、 スタ ッ ク内のすべてのスイ ッチは、 指定のスパニ
ング  ツ リーに対して同一のブ リ ッジ ID を使用します。 スタ ッ ク  マスターに障害が発生した場
合、 スタ ッ ク  メ ンバは、 スタ ッ ク  マスターの新しい MAC アド レスに基づいて、 実行している
スパニング  ツ リーすべてのブ リ ッジ ID を再計算します。

拡張システム  ID のサポー ト によ り、 ルー ト  スイ ッチ、 セカンダ リ  ルー ト  スイ ッチ、 および 
VLAN のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィの手動での設定方法に影響が生じます。 詳細については、
°³spanning-tree mst root°¼ および °³spanning-tree vlan°¼ の項を参照して ください。

ネッ ト ワーク上に拡張システム  ID をサポー トするスイ ッチとサポー ト しないスイ ッチが混在
する場合は、 拡張システム  ID をサポー トするスイ ッチがルー ト  スイ ッチになる こ とはほぼあ
り ません。 拡張システム  ID によって、 接続されたスイ ッチのプラ イオ リ テ ィ よ り  VLAN 番号
が大き く なるたびに、 スイ ッチ プラ イオ リ テ ィ値が増大します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree summary スパニング ツ リー インターフェイス  ステー ト のサマ リーを表
示します。

spanning-tree mst root ネッ ト ワークの直径に基づいて、 MST ルー ト  スイ ッチのプラ
イオ リ テ ィおよびタ イマーを設定します。

spanning-tree vlan priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イオ
リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree guard
選択されたインターフェイスに関連付けられたすべての VLAN 上でルー ト  ガード またはルー
プ ガードをイネーブルにするには、 spanning-tree guard インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用します。 ルー ト  ガードは、 スパニング ツ リー ルー ト  ポー ト またはス
イ ッチのルー トへのパスになる こ とが可能なインターフェイスを制限します。 ループ ガード
は、 障害によって単一方向リ ンクが作成された場合に、 代替ポー ト またはルー ト  ポー ト が指定
ポー ト と して使用されないよ うにします。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形
式を使用します。

spanning-tree guard {loop | none | root}

no spanning-tree guard

構文の説明

デフォルト ルー ト  ガードはディセーブルです。

ループ ガードは、 spanning-tree loopguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドに従って設定されます （グローバルにディセーブル化）。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 または 
Multiple Spanning-Tree （MST） モードで稼動している場合は、 ルー ト  ガード またはループ ガー
ド機能をイネーブルにできます。

ルー ト  ガードがイネーブルの場合に、 スパニング  ツ リーを計算する と、 インターフェイスが
ルー ト  ポー ト と して選択され、 root-inconsistent （ブロ ッ ク） ステー ト に移行します。 これによ
り、 カスタマーのスイ ッチがルー ト  スイ ッチになった り、 ルー トへのパスになった りする こ と
はな く な り ます。 ルー ト  ポー トは、 スイ ッチからルー ト  スイ ッチまでの最適パスを提供しま
す。

no spanning-tree guard または no spanning-tree guard none コマン ドを入力する と、ルー ト  ガー
ドは選択されたインターフェイスのすべての VLAN でディセーブルにな り ます。 このインター
フェイスが root-inconsistent （ブロ ッ ク） ステー ト の場合、 インターフェイスは リ スニング ス
テー ト に自動的に移行します。

UplinkFast 機能で使用するインターフェイスでは、 ルー ト  ガードをイネーブルにしないでくだ
さい。 UplinkFast を使用する と、 障害発生時に （ブロ ッ ク  ステー ト の） バッ クアップ インター
フェイスがルー ト  ポー ト にな り ます。 しかし、 同時にルー ト  ガード も イネーブルになってい
た場合は、 UplinkFast 機能で使用されるすべてのバッ クアップ インターフェイスが 

loop ループ ガードをイネーブルにします。

none ルー ト  ガード またはループ ガードをディセーブルにします。

root ルー ト  ガードをイネーブルにします。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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root-inconsistent （ブロ ッ ク） ステー ト にな り、 フォワーディ ング ステー ト に移行できな くな り
ます。 スイ ッチが Rapid-PVST+ モード または MST モードで稼動している場合、 UplinkFast 機
能は使用できません。

ループ ガード機能は、 スイ ッチド  ネッ ト ワーク全体に設定した場合に最も効果があ り ます。
スイ ッチが PVST+ モード または Rapid-PVST+ モードで動作している場合、 ループ ガードに
よって、 代替ポー トおよびルー ト  ポー ト が指定ポー ト と して使用される こ と を防ぎます。 スパ
ニング  ツ リーはルー ト ポー ト または代替ポー ト で Bridge Protocol Data Unit （BPDU; ブ リ ッジ 
プロ ト コル データ  ユニッ ト ） を送信しません。 スイ ッチが MST モードで動作している場合
に、 すべての MST インスタンスでインターフェイスがループ ガードによってブロ ッ ク されて
いる と きは、 BPDU は非境界インターフェイスからは送信されません。 境界インターフェイス
では、 ループ ガードによってすべての MST インスタンスでインターフェイスがブロ ッ ク され
ます。

ルー ト  ガード またはループ ガードをディセーブルにする場合は、 spanning-tree guard none イ
ンターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ルー ト  ガード とループ ガー
ドの両方を同時にイネーブルにする こ とはできません。

spanning-tree loopguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を上書き
するには、 spanning-tree guard loop インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使
用します。

例 次の例では、 指定のポー ト に関連付けられたすべての VLAN で、 ルー ト  ガードをイネーブル
にする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree guard root

次の例では、 指定のポー ト に関連付けられたすべての VLAN で、 ループ ガードをイネーブル
にする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree guard loop

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree cost スパニング ツ リーの計算に使用するパス  コス ト を設定
します。

spanning-tree loopguard default 単一方向リ ンクの原因となる障害によって、 代替ポー ト

またはルー ト  ポー ト が指定ポー ト と して使用されないよ

うにします。

spanning-tree mst cost MST の計算に使用するパス  コス ト を設定します。

spanning-tree mst port-priority インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。

spanning-tree mst root ネッ ト ワークの直径に基づいて、 MST ルー ト  スイ ッチ
のプラ イオ リ テ ィおよびタ イマーを設定します。

spanning-tree port-priority インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。

spanning-tree vlan priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プ
ラ イオ リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree link-type 
インターフェイスのデュプレッ ク ス  モードによって決まるデフォル ト の リ ンク タ イプ設定を上
書きし、 フォワーディ ング ステー トへの Rapid Spanning-Tree 移行をイネーブルにするには、
spanning-tree link-type インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デ
フォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree link-type {point-to-point | shared}

no spanning-tree link-type

構文の説明

デフォルト スイ ッチは、 デュプレ ッ ク ス  モードから インターフェイスの リ ンク  タ イプを取得します。 つ
ま り、 全二重インターフェイスはポイン ト ツーポイン ト  リ ンク、 半二重インターフェイスは共
有リ ンクである と見なされます。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン リ ンク  タ イプのデフォル ト設定を上書きするには、 spanning-tree link-type コマン ドを使用し
ます。 たとえば、 半二重リ ンクは、 マルチ スパニング  ツ リー プロ ト コル （MSTP） または 
Rapid Per-VLAN Spanning-Tree Plus （Rapid-PVST+） プロ ト コルが稼動し高速移行がイネーブル
である リモー ト  スイ ッチの 1 つのインターフェイスに、 ポイン ト ツーポイン ト で物理的に接続
できます。

例 次の例では、 （デュプレ ッ ク スの設定に関係な く） リ ンク  タ イプを共有に指定し、 フォワー
ディ ング  ステー トへの高速移行を禁止する方法を示します。

Switch(config-if)# spanning-tree link-type shared

設定を確認するには、 show spanning-tree mst interface interface-id または show spanning-tree 
interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを入力します。

point-to-point インターフェイスの リ ンク  タ イプがポイン ト ツーポイン ト である こ と を指
定します。

shared インターフェイスの リ ンク  タ イプが共有である こ と を指定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

clear spanning-tree detected-protocols すべてのインターフェイスまたは指定されたイン
ターフェイスでプロ ト コル移行プロセスを再開 （強
制的にネイバー スイ ッチと再びネゴシエー ト させ
る） します。

show spanning-tree interface 
interface-id

指定したインターフェイスのスパニング  ツ リー ス
テー ト情報を表示します。

show spanning-tree mst interface 
interface-id

指定したインターフェイスの MST 情報を表示しま
す。
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spanning-tree loopguard default
代替ポー ト またはルー ト  ポー ト が、 単一方向リ ンクを発生させる障害が原因で指定ポー ト と し
て使用されないよ うにするには、 spanning-tree loopguard default グローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使
用します。

spanning-tree loopguard default

no spanning-tree loopguard default

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト ループ ガードはディセーブルです。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 またはマル
チ スパニング  ツ リー （MST） モードで稼動している場合は、 ループ ガード機能をイネーブル
にできます。

ループ ガード機能は、 スイ ッチド  ネッ ト ワーク全体に設定した場合に最も効果があ り ます。
スイ ッチが PVST+ モード または Rapid-PVST+ モードで動作している場合、 ループ ガードに
よって、 代替ポー トおよびルー ト  ポー ト が指定ポー ト と して使用される こ と を防ぎます。 スパ
ニング  ツ リーはルー ト ポー ト または代替ポー ト でブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト
（BPDU） を送信しません。 スイ ッチが MST モードで動作している場合に、 すべての MST イン
スタンスでインターフェイスがループ ガードによってブロ ッ ク されている と きは、 BPDU は非
境界インターフェイスからは送信されません。 境界インターフェイスでは、 ループ ガードに
よってすべての MST インスタンスでインターフェイスがブロ ッ ク されます。

ループ ガードは、 スパニング ツ リーがポイン ト ツーポイン ト と見なすインターフェイス上で
だけ動作します。

spanning-tree loopguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を上書き
するには、 spanning-tree guard loop インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使
用します。

例 次の例では、 ループ ガードをグローバルにイネーブルする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree loopguard default

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree guard loop 指定したインターフェイスに関連付けられたすべての VLAN 
で、 ループ ガード機能をイネーブルにします。
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spanning-tree mode 
スイ ッチ上で Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+）、Rapid PVST+、 またはマルチ スパニング 
ツ リー （MST） をイネーブルにするには、 spanning-tree mode グローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用し
ます。

spanning-tree mode {mst | pvst | rapid-pvst}

no spanning-tree mode

構文の説明

デフォルト デフォル ト  モードは PVST+ です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチは PVST+、 Rapid PVST+、 および MSTP に対応していますが、 PVST+、 Rapid PVST+、
または MSTP のいずれかをすべての VLAN が実行する とい う よ うに、 アクテ ィブにできるのは
常に 1 つのバージ ョ ンだけです。 すべてのスタ ッ ク  メ ンバは、 同一のスパニング ツ リー バー
ジ ョ ンを実行します。

MST モードをイネーブルにする と、 RSTP が自動的にイネーブルにな り ます。

注意 スパニング  ツ リー モードを変更する と、 すべてのスパニング ツ リー インスタンスは以前の
モードであるため停止し、 新しいモードで再起動するので、 ト ラフ ィ ッ クを中断させる可能性
があ り ます。

例 次の例では、 スイ ッチ上で MST および RSTP をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mode mst

次の例では、 スイ ッチ上で Rapid PVST+ をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mode rapid-pvst

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

mst MST および高速スパニング  ツ リー プロ ト コル （RSTP） をイネーブルにしま
す （IEEE 802.1s および IEEE 802.1w に準拠）。

pvst PVST+ をイネーブルにします （IEEE 802.1D に準拠）。

rapid-pvst Rapid PVST+ をイネーブルにします （IEEE 802.1w に準拠）。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。
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spanning-tree mst configuration 
マルチ スパニング  ツ リー （MST） リージ ョ ンを設定する場合に使用する  MST コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  モードを開始するには、 spanning-tree mst configuration グローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使
用します。

spanning-tree mst configuration

no spanning-tree mst configuration

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デフォル ト では、 すべての VLAN が Common and Internal Spanning-Tree （CIST） インスタンス
（インスタンス  0） にマッピングされます。

デフォル ト名は空の文字列です。

リ ビジ ョ ン番号は 0 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン spanning-tree mst configuration コマン ドを入力する と、 MST コンフ ィギュレーシ ョ ン  モード
が開始します。 使用できるコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドは、 次のとおりです。

• abort ： 設定変更を適用しないで、 MST リージ ョ ン  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終了
します。

• exit ： MST リージ ョ ン  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを終了し、 すべての設定変更を適用
します。

• instance instance-id vlan vlan-range ： VLAN を  MST インスタンスにマッピングします。
instance-id に指定できる範囲は 1 ～ 4094 です。 vlan-range に指定できる範囲は 1 ～ 4094 で
す。 VLAN ID 番号で識別された 1 つの VLAN、 それぞれをハイフンで区切った VLAN 範
囲、 またはカンマで区切った一連の VLAN を指定できます。

• name name ： 設定名を設定します。 name ス ト リ ングには最大 32 文字使用でき、 大文字と小
文字が区別されます。

• no ： instance、 name、 および revision コマン ドを無視するか、 またはデフォル ト設定に戻
します。

• private-vlan ： このコマン ドは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されますが、
サポー ト されていません。

• revision version ： 設定の リ ビジ ョ ン番号を設定します。 指定できる範囲は 0 ～ 65535 です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED instance-id の範囲が 1 ～ 4094 に変更されました。
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• show [current | pending] ： 現在のまたは保留中の MST リージ ョ ンの設定を表示します。 

MST モードでは、 スイ ッチ スタ ッ クは最大 65 個の MST インスタンスをサポー ト します。 特
定の MST インスタンスにマッピング可能な VLAN 数に制限はあ り ません。

VLAN を  MST インスタンスにマッピングする と、 マッピングは増分で実行されます。 コマン
ドで指定された VLAN は、 すでにマッピング済みの VLAN に対して追加または削除されます。
範囲を指定する場合はハイフンを使用します。 たとえば、 instance 1 vlan 1-63 を指定した場合、
VLAN 1 ～ 63 を  MST インスタンス  1 にマッピングします。 列挙して指定する場合はカンマを
使用します。 たとえば、 instance 1 vlan 10, 20, 30 を指定した場合、 VLAN 10、 20、および 30 を  
MST インスタンス  1 にマッピングします。

明示的に MST インスタンスにマッピングされていないすべての VLAN は、 Common and 
Internal Spanning Tree （CIST） インスタンス （インスタンス  0） にマッピングされます。 この
マッピングは、 このコマン ドの no 形式では CIST から解除できません。

2 台以上のスイ ッチが同一 MST リージ ョ ン内に存在する場合、 同じ  VLAN マッピング、 同じ

コンフ ィギュレーシ ョ ン  リ ビジ ョ ン番号、 および同じ名前が設定されている必要があ り ます。

例 次の例では、 MST コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始して VLAN 10 ～ 20 を  MST インスタ
ンス  1 にマッピングし、 リージ ョ ンに region1 と名前を付けて、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  リ ビ
ジ ョ ンを  1 に設定します。 その後、 変更確認前の設定を表示して変更を適用し、 グローバル コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  モードに戻る方法を示します。

Switch# spanning-tree mst configuration
Switch(config-mst)# instance 1 vlan 10-20
Switch(config-mst)# name region1
Switch(config-mst)# revision 1
Switch(config-mst)# show pending
Pending MST configuration
Name      [region1]
Revision  1
Instance  Vlans Mapped
--------  ---------------------
0         1-9,21-4094
1         10-20
-------------------------------

Switch(config-mst)# exit
Switch(config)#

次の例では、 VLAN 1 ～ 100 を、 すでに同じ  VLAN がマッピングされている場合でも、 インス
タンス  2 に追加し、 こ こでインスタンス  2 にマッピングした VLAN 40 ～ 60 を  CIST インスタ
ンスに移動します。 その後、 インスタンス  10 に VLAN 10 を追加し、 インスタンス  2 にマッピ
ングされているすべての VLAN を削除して、 それらを  CIST インスタンスにマッピングする方
法を示します。

Switch(config-mst)# instance 2 vlan 1-100
Switch(config-mst)# no instance 2 vlan 40-60
Switch(config-mst)# instance 10 vlan 10
Switch(config-mst)# no instance 2

設定を確認するには、 show pending MST コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree mst configuration MST リージ ョ ンの設定を表示します。
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spanning-tree mst cost 
Multiple Spanning-Tree （MST） 計算に使用するパス  コス ト を設定するには、 spanning-tree mst 
cost インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン コマン ドを使用します。 ループが発生した場
合、 スパニング  ツ リーはパス  コス ト を使用して、 フォワーディ ング  ステー ト にするインター
フェイスを選択します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst instance-id cost cost

no spanning-tree mst instance-id cost

構文の説明

デフォルト デフォル ト  パス  コス トは、 インターフェイス帯域幅の設定から計算されます。 IEEE のデフォ
ル ト  パス  コス ト値は、 次のとおりです。

• 1000 Mb/s ： 20000

• 100 Mb/s ： 200000

• 10 Mb/s ： 2000000

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン コス ト を設定する場合は、 値が大きいほどコス ト が高く な り ます。

例 次の例では、 インスタンス  2 および 4 に関連付けられたポー ト にパス  コス ト と して 250 を設定
する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree mst 2,4 cost 250

設定を確認するには、 show spanning-tree mst interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを入力
します。

instance-id スパニング ツ リー インスタンス範囲。 1 つのインスタンス、 それぞれをハ
イフンで区切ったインスタンス範囲、 またはカンマで区切った一連のインス
タンスを指定できます。 指定できる範囲は 0 ～ 4094 です。

cost パス  コス ト の範囲は 1 ～ 200000000 です。値が大きいほど、 コス ト が高くな
り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED instance-id の範囲が 1 ～ 4094 に変更されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree mst 
interface interface-id

指定したインターフェイスの MST 情報を表示します。

spanning-tree mst 
port-priority

インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。

spanning-tree mst priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イオ
リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree mst forward-time 
すべてのマルチ スパニング  ツ リー （MST） インスタンスに転送遅延時間を設定するには、
spanning-tree mst forward-time グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
転送遅延時間には、 インターフェイスが転送を開始するまでに、 リ スニング  ステー トおよび
ラーニング ステー ト がそれぞれ継続する時間を指定します。 デフォル ト設定に戻すには、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst forward-time seconds

no spanning-tree mst forward-time 

構文の説明

デフォルト デフォル ト値は 15 秒です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン spanning-tree mst forward-time コマン ドを変更する と、 すべてのスパニング  ツ リー インスタ
ンスに影響します。

例 次の例では、 すべての MST インスタンスについて、 スパニング  ツ リーの転送遅延時間を  18 秒
に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst forward-time 18

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

seconds リ スニング ステー トおよびラーニング ステー ト の継続時間です。 指定
できる範囲は 4 ～ 30 秒です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show spanning-tree mst MST 情報を表示します。

spanning-tree mst hello-time ルート  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  メ ッセージから送信
される  hello ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） の
間隔を設定します。

spanning-tree mst max-age スパニング ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを受信す
る間隔を設定します。

spanning-tree mst max-hops BPDU が廃棄されるまでの リージ ョ ンのホップ カウン ト を設
定します。
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spanning-tree mst hello-time 
ルート  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン メ ッセージから送信される  hello ブ リ ッジ プロ ト コル 
データ  ユニッ ト （BPDU） の間隔を設定するには、 spanning-tree mst hello-time グローバル コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの 
no 形式を使用します。 

spanning-tree mst hello-time seconds

no spanning-tree mst hello-time 

構文の説明

デフォルト デフォル ト値は 2 秒です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン spanning-tree mst max-age seconds グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを設定した後
に、 スイ ッチが指定された間隔の間にルー ト  スイ ッチから  BPDU を受信しなかった場合は、 ス
パニング ツ リー ト ポロジが再計算されます。 max-age の設定値は、 hello-time の設定値よ り も
大き く なければな り ません。

spanning-tree mst hello-time コマン ドを変更する と、 すべてのスパニング  ツ リー インスタンス
に影響します。

例 次の例では、 すべてのマルチ スパニング  ツ リー （MST） インスタンスについて、 スパニング  
ツ リーの hello タ イムを  3 秒に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst hello-time 3

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

seconds ルー ト  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  メ ッセージから送信される  
hello BPDU の間隔です。 指定できる範囲は 1 ～ 10 秒です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show spanning-tree mst MST 情報を表示します。

spanning-tree mst 
forward-time

すべての MST インスタンスについて転送遅延時間を設定しま
す。
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spanning-tree mst max-age スパニング ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを受信す
る間隔を設定します。

spanning-tree mst max-hops BPDU が廃棄されるまでの リージ ョ ンのホップ カウン ト を設
定します。

コマンド 説明
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spanning-tree mst max-age 
スパニング  ツ リーがルー ト  スイ ッチから受信する メ ッセージの間隔を設定するには、
spanning-tree mst max-age グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。スイ ッ
チがこのインターバル内にルー ト  スイ ッチからブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU）
メ ッセージを受信しなかった場合は、 スパニング  ツ リー ト ポロジが再計算されます。 デフォ
ル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst max-age seconds

no spanning-tree mst max-age 

構文の説明

デフォルト デフォル ト値は 20 秒です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン spanning-tree mst max-age seconds グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを設定した後
に、 スイ ッチが指定された間隔の間にルー ト  スイ ッチから  BPDU を受信しなかった場合は、 ス
パニング ツ リー ト ポロジが再計算されます。 max-age の設定値は、 hello-time の設定値よ り も
大き く なければな り ません。

spanning-tree mst max-age コマン ドを変更する と、すべてのスパニング ツ リー インスタンスに
影響します。

例 次の例では、 すべてのマルチ スパニング  ツ リー （MST） インスタンスについて、 スパニング  
ツ リーの有効期限を  30 秒に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst max-age 30

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

seconds スパニング  ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを受信する間隔です。 指定
できる範囲は 6 ～ 40 秒です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show spanning-tree mst MST 情報を表示します。

spanning-tree mst forward-time すべての MST インスタンスについて転送遅延時間を設定
します。
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spanning-tree mst hello-time ルート  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン メ ッセージが送
信する  hello BPDU の間隔を設定します。

spanning-tree mst max-hops BPDU が廃棄されるまでの リージ ョ ンのホップ カウン ト
を設定します。

コマンド 説明
2-710
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  spanning-tree mst max-hops
spanning-tree mst max-hops 
ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） がド ロ ップされて、 インターフェイス用に保持
された情報が期限切れになるまでの リージ ョ ンのホップ数を設定するには、 spanning-tree mst 
max-hops グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻す
には、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst max-hops hop-count

no spanning-tree mst max-hops

構文の説明

デフォルト デフォル ト のホップ カウン トは 20 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン インスタンスのルー ト  スイ ッチは、 常にコス ト を  0、 ホップ カウン ト を最大値に設定して 
BPDU （または M レコード） を送信します。 スイ ッチは、 この BPDU を受信する と、 受信した
残りのホップ カウン ト を  1 つ減ら して、 生成する  M レコードの残りのホップ カウン ト と して
この値を伝播します。 ホップ カウン ト が 0 になる と、 スイ ッチは BPDU を ド ロ ップして、 イン
ターフェイス用に保持された情報を期限切れにします。

spanning-tree mst max-hops コマン ドを変更する と、 すべてのスパニング  ツ リー インスタンス
に影響します。

例 次の例では、 すべてのマルチ スパニング  ツ リー （MST） インスタンスについて、 スパニング  
ツ リーの最大ホップ カウン ト を  10 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst max-hops 10

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

hop-count BPDU が廃棄されるまでの リージ ョ ンのホップ カウン ト です。 指定できるホッ
プ カウン ト の範囲は 1 ～ 255 です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED hop-count の範囲が 1 ～ 255 に変更されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree mst MST 情報を表示します。

spanning-tree mst forward-time すべての MST インスタンスについて転送遅延時間を設定
します。

spanning-tree mst hello-time ルート  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  メ ッセージが送
信する  hello BPDU の間隔を設定します。

spanning-tree mst max-age スパニング ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを受
信する間隔を設定します。
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spanning-tree mst port-priority 
インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定するには、 spanning-tree mst port-priority インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ループが発生した場合、 マルチ ス
パニング ツ リー プロ ト コル （MSTP） はフォワーディ ング ステー ト に設定するインターフェイ
スを判別できます。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst instance-id port-priority priority

no spanning-tree mst instance-id port-priority

構文の説明

デフォルト デフォル トは 128 です。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 最初に選択されるインターフェイスには高いプラ イオ リ テ ィ値 （小さい数値） を割り当て、 最
後に選択されるインターフェイスには低いプラ イオ リ テ ィ値 （高い数値） を割り当てる こ とが
できます。 すべてのインターフェイスに同じプラ イオ リ テ ィ値が付けられている場合、
Multiple Spanning-Tree （MST） はインターフェイス番号が最小のインターフェイスをフォワー
ディ ング  ステー ト にし、 他のインターフェイスをブロ ッ ク します。

スイ ッチがスイ ッチ スタ ッ クのメ ンバの場合、spanning-tree mst [instance vlan-id] port-priority 
priority インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの代わりに、 spanning-tree mst 
[instance-id] cost cost インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 フォ
ワーディ ング ステー ト にするインターフェイスを選択しなければな り ません。 最初に選択させ
るインターフェイスには低いコス ト値を割り当て、 最後に選択させるインターフェイスには高
いコス ト値を割り当てます。

instance-id スパニング ツ リー インスタンス範囲。 1 つのインスタンス、 それぞれをハイ
フンで区切ったインスタンス範囲、 またはカンマで区切った一連のインスタ
ンスを指定できます。 指定できる範囲は 0 ～ 4094 です。

priority 指定できる範囲は 0 ～ 240 で、 16 ずつ増加します。 有効なプラ イオ リ テ ィ値
は 0、 16、 32、 48、 64、 80、 96、 112、 128、 144、 160、 176、 192、 208、
224、 240 です。 それ以外の値はすべて拒否されます。 値が小さいほど、 プ
ラ イオ リ テ ィが高くな り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED instance-id の範囲が 1 ～ 4094 に変更されました。
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例 次の例では、ループが発生した場合に、 スパニング  ツ リー インスタンス  20 および 22 に関連付
けられたインターフェイスがフォワーディ ング  ステー ト になる可能性を高める方法を示しま
す。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree mst 20,22 port-priority 0

設定を確認するには、 show spanning-tree mst interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを入力
します。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree mst interface 
interface-id

指定したインターフェイスの MST 情報を表示します。

spanning-tree mst cost MST の計算に使用するパス  コス ト を設定します。

spanning-tree mst priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プ
ラ イオ リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree mst pre-standard
先行標準ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） だけを送信するよ うにポー ト を設定す
るには、spanning-tree mst pre-standard インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
使用します。

spanning-tree mst pre-standard

no spanning-tree mst pre-standard

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  デフォルト デフォル ト のステー トは、 先行標準ネイバーの自動検出です。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン ポー ト では、 先行標準と標準の両方の BPDU を受け入れる こ とができます。 ネイバー タ イプが
不一致の場合、 Common and Internal Spanning Tree （CIST） だけがこのインターフェイスで実行
されます。

（注） スイ ッチのポー ト が、 先行標準の Cisco IOS ソフ ト ウェアを実行しているスイ ッチに接続され
ている場合には、 ポー ト に対して spanning-tree mst pre-standard インターフェイス  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する必要があ り ます。 先行標準 BPDU だけを送信するよ うに
ポー ト を設定していない場合、 Multiple STP （MSTP） のパフォーマンスが低下する こ とがあ り
ます。

自動的に先行標準ネイバーを検出するよ うにポー ト が設定されている場合、 show 
spanning-tree mst コマン ドに prestandard フラグが常に表示されます。

例 次の例では、 先行標準 BPDU だけを送信するよ うにポー ト を設定する方法を示します。

Switch(config-if)# spanning-tree mst pre-standard

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)SED このコマン ドが追加されました。
2-715
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  spanning-tree mst pre-standard
コマンド 説明

show spanning-tree mst instance-id prestandard フラグなど、 指定されたインターフェイス
のマルチ スパニング ツ リー （MST） 情報を表示しま
す。
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spanning-tree mst priority 
指定されたスパニング  ツ リーのインスタンスにスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ を設定するには、
spanning-tree mst priority グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォ
ル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree mst instance-id priority priority 

no spanning-tree mst instance-id priority

構文の説明

デフォルト デフォル トは 32768 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

例 次の例では、 マルチ スパニング  ツ リー （MST） インスタンス  20 ～ 21 のスパニング  ツ リー プ
ラ イオ リ テ ィ を  8192 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst 20-21 priority 8192

設定を確認するには、 show spanning-tree mst instance-id 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

instance-id スパニング ツ リー インスタンス範囲。 1 つのインスタンス、 それぞれをハイ
フンで区切ったインスタンス範囲、 またはカンマで区切った一連のインスタ
ンスを指定できます。 指定できる範囲は 0 ～ 4094 です。

priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ を設定
します。 この設定は、 スイ ッチがルー ト  スイ ッチと して選択される可能性を
左右します。 小さい値を設定する と、 スイ ッチがルー ト  スイ ッチと して選択
される可能性が高ま り ます。

指定できる範囲は 0 ～ 61440 で、 4096 ずつ増加します。 有効なプラ イオ リ
テ ィ値は 0、 4096、 8192、 12288、 16384、 20480、 24576、 28672、 32768、
36864、 40960、 45056、 49152、 53248、 57344、 61440 です。 それ以外の値は
すべて拒否されます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED instance-id の範囲が 1 ～ 4094 に変更されました。

コマンド 説明

show spanning-tree mst instance-id 指定したインターフェイスの MST 情報を表示します。

spanning-tree mst cost MST の計算に使用するパス  コス ト を設定します。

spanning-tree mst port-priority インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree mst root 
ネッ ト ワークの直径に基づいて、 マルチ スパニング  ツ リー （MST） ルー ト  スイ ッチのプラ イ
オ リ テ ィおよびタ イマーを設定するには、 spanning-tree mst root グローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用し
ます。

spanning-tree mst instance-id root {primary | secondary} [diameter net-diameter
    [hello-time seconds]]

no spanning-tree mst instance-id root 

構文の説明

デフォルト プラ イマ リ  ルー ト  スイ ッチのプラ イオ リ テ ィは 24576 です。

セカンダ リ  ルー ト  スイ ッチのプラ イオ リ テ ィは 28672 です。

hello タ イムは 2 秒です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン spanning-tree mst instance-id root コマン ドは、 バッ クボーン  スイ ッチだけで使用して くださ
い。

spanning-tree mst instance-id root コマン ドを入力する と、 ソフ ト ウェアはこのスイ ッチをスパ
ニング  ツ リー インスタンスのルー ト に設定するのに十分なプラ イオ リ テ ィ を設定しよ う と し
ます。 拡張システム  ID がサポー ト されているため、 スイ ッチはインスタンスのスイ ッチ プラ

instance-id スパニング ツ リー インスタンス範囲。 1 つのインスタンス、 それぞ
れをハイフンで区切ったインスタンス範囲、 またはカンマで区切っ
た一連のインスタンスを指定できます。 指定できる範囲は 0 ～ 4094 
です。

root primary このスイ ッチを強制的にルー ト  スイ ッチに設定します。

root secondary プラ イマ リ  ルー ト  スイ ッチに障害が発生した場合に、 このスイ ッチ
をルー ト  スイ ッチに設定します。

diameter net-diameter （任意） 任意の 2 つのエンド  ステーシ ョ ン間にスイ ッチの最大数を設
定します。 指定できる範囲は 2 ～ 7 です。 このキーワードは、 MST 
インスタンス  0 にだけ使用できます。

hello-time seconds （任意） ルー ト  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  メ ッセージから送
信される  hello ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） の間
隔を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 10 秒です。 このキーワード
は、 MST インスタンス  0 にだけ使用できます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SED instance-id の範囲が 1 ～ 4094 に変更されました。
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イオ リ テ ィ を  24576 に設定します （この値によってこのスイ ッチが指定されたインスタンスの
ルー ト になる場合）。 指定されたインスタンスのルー ト  スイ ッチに、 24576 に満たないスイ ッ
チ プラ イオ リ テ ィが設定されている場合は、 スイ ッチは自身のプラ イオ リ テ ィ を最小のスイ ッ
チ プラ イオ リ テ ィ よ り  4096 だけ小さい値に設定します （4096 は 4 ビッ ト  スイ ッチ プラ イオ
リ テ ィの最下位ビッ ト の値です）。

spanning-tree mst instance-id root secondary コマン ドを入力する と、 拡張システム  ID がサポー
ト されているため、 ソフ ト ウェアはスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ をデフォル ト値 （32768） から  
28672 に変更します。 ルー ト  スイ ッチに障害が発生した場合は、 このスイ ッチが次のルー ト  ス
イ ッチにな り ます （ネッ ト ワーク内の他のスイ ッチがデフォル ト のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィで
ある  32768 を使用しているため、 ルー ト  スイ ッチになる可能性が低い場合）。

例 次の例では、 スイ ッチをインスタンス  10 のルー ト  スイ ッチと して設定し、 ネッ ト ワーク直径
を  4 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst 10 root primary diameter 4

次の例では、 スイ ッチをインスタンス  10 のセカンダ リ  ルー ト  スイ ッチと して設定し、 ネッ ト
ワーク直径を  4 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree mst 10 root secondary diameter 4 

設定を確認するには、 show spanning-tree mst instance-id 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree mst instance-id 指定したインスタンスの MST 情報を表示します。

spanning-tree mst forward-time すべての MST インスタンスについて転送遅延時間を設
定します。

spanning-tree mst hello-time ルート  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン メ ッセージが
送信する  hello BPDU の間隔を設定します。

spanning-tree mst max-age スパニング  ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを
受信する間隔を設定します。

spanning-tree mst max-hops BPDU が廃棄されるまでの リージ ョ ンのホップ カウン
ト を設定します。
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spanning-tree port-priority
インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定するには、 spanning-tree port-priority インターフェイ
ス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ループが発生した場合、 スパニング  ツ
リーはフォワーディ ング ステー ト にするインターフェイスを判別できます。 デフォル ト設定に
戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree [vlan vlan-id] port-priority priority

no spanning-tree [vlan vlan-id] port-priority

構文の説明

デフォルト デフォル トは 128 です。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 変数 vlan-id を省略した場合、 このコマン ドは VLAN 1 に関連付けられたスパニング  ツ リー イ
ンスタンスに適用されます。

インターフェイスが割り当てられていない VLAN にプラ イオ リ テ ィ を設定できます。 このイン
ターフェイスを  VLAN に割り当てる と、 設定が有効にな り ます。

spanning-tree vlan vlan-id port-priority priority コマン ドおよび spanning-tree port-priority 
priority コマン ドの両方を使用してインターフェイスを設定する場合、 spanning-tree vlan 
vlan-id port-priority priority コマン ドが有効にな り ます。

スイ ッチがスイ ッチ スタ ッ クのメ ンバの場合、spanning-tree [vlan vlan-id] port-priority priority 
インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの代わりに、 spanning-tree [vlan vlan-id] 
cost cost インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 フォワーディ ング  
ステー ト にするインターフェイスを選択しなければな り ません。 最初に選択させるインター
フェイスには、 低いコス ト値を割り当て、 最後に選択させるインターフェイスには高いコス ト
値を割り当てます。

vlan vlan-id （任意） スパニング ツ リー インスタンスに関連付けられた VLAN 範囲です。
VLAN ID 番号で識別された 1 つの VLAN、 それぞれをハイフンで区切った 
VLAN 範囲、 またはカンマで区切った一連の VLAN を指定できます。 指定
できる範囲は 1 ～ 4094 です。

priority 指定できる番号は 0 ～ 240 で、 16 ずつ増加します。 有効な値は 0、 16、 32、
48、 64、 80、 96、 112、 128、 144、 160、 176、 192、 208、 224、 240 です。 そ
れ以外の値はすべて拒否されます。 値が小さいほど、 プラ イオ リ テ ィが高く
な り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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例 次の例では、 ループが発生した場合にポー ト がフォワーディ ング  ステー ト になる可能性を高め
る方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree vlan 20 port-priority 0

次の例では、 VLAN 20 ～ 25 のポー ト  プラ イオ リ テ ィ値を設定する方法を示します。

Switch(config-if)# spanning-tree vlan 20-25 port-priority 0

設定を確認するには、 show spanning-tree interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを入力しま
す。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree interface 
interface-id

指定したインターフェイスのスパニング ツ リー情報を表示し
ます。

spanning-tree cost スパニング ツ リーの計算に使用するパス  コス ト を設定します。

spanning-tree vlan priority 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イオ
リ テ ィ を設定します。
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spanning-tree portfast （グローバル コンフ ィギュレーショ
ン）

PortFast 対応のインターフェイス上で Bridge Protocol Data Unit （BPDU; ブ リ ッジ プロ ト コル 
データ  ユニッ ト ） フ ィルタ リ ングおよび BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルにした
り、 すべての非 ト ランク  インターフェイス上で PortFast 機能をグローバルにイネーブルにした
りするには、 spanning-tree portfast グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用しま
す。 BPDU フ ィルタ リ ング機能を使用する と、 スイ ッチ インターフェイスでの BPDU の送受信
を禁止できます。 BPDU ガード機能は、 BPDU を受信する  PortFast 対応インターフェイスを  
errdisable ステー ト にします。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用しま
す。

spanning-tree portfast {bpdufilter default | bpduguard default | default}

no spanning-tree portfast {bpdufilter default | bpduguard default | default}

構文の説明

デフォルト BPDU フ ィルタ リ ング、 BPDU ガード、 および PortFast 機能は、 個別に設定しない限り、 すべ
てのインターフェイスでディセーブルです。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 または 
Multiple Spanning-Tree （MST） モードで稼動している場合は、 これらの機能をイネーブルにで
きます。

PortFast 対応インターフェイス （PortFast 動作ステー ト のインターフェイス） 上で BPDU フ ィル
タ リ ングをグローバルにイネーブルにするには、 spanning-tree portfast bpdufilter default グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ただし、 リ ンクが確立してからス
イ ッチが発信 BPDU のフ ィルタ リ ングを開始するまでの間に、 このインターフェイスから  

bpdufilter default PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ングをグローバ
ルにイネーブルにし、 エン ド  ステーシ ョ ンに接続されたスイ ッチ イン
ターフェイスでの BPDU の送受信を禁止します。

bpduguard default PortFast 対応インターフェイス上で BPDU ガード機能をグローバルに
イネーブルにし、 BPDU を受信する  PortFast 対応インターフェイスを  
errdisable ステー ト にします。

default すべての非 ト ランク  インターフェイス上で PortFast 機能をグローバル
にイネーブルにします。 PortFast 機能がイネーブルの場合、 インター
フェイスはブロ ッキング ステー ト からフォワーディ ング ステー ト に直
接移行します。 その際に、 中間のスパニング  ツ リー ステー トは変わり
ません。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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BPDU がいくつか送信されます。 スイ ッチ インターフェイスに接続されたホス ト が BPDU を受
信しないよ うにするには、 スイ ッチ上で BPDU フ ィルタ リ ングをグローバルにイネーブルにす
る必要があ り ます。 BPDU を受信した PortFast 対応インターフェイスでは、 PortFast 動作ステー
タスが解除され、 BPDU フ ィルタ リ ングがディセーブルにな り ます。

spanning-tree portfast bpdufilter default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を
上書きするには、 spanning-tree bdpufilter インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を使用します。

注意 BPDU フ ィルタ リ ングを特定のインターフェイス上でイネーブルにする こ とは、 そのインター
フェイス上でスパニング  ツ リーをディセーブルにする こ と と同じであ り、 スパニング  ツ リー 
ループが発生する こ とがあ り ます。

PortFast 動作ステー ト のインターフェイス上で BPDU ガードをグローバルにイネーブルにする
には、 spanning-tree portfast bpduguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を使用します。 有効な設定では、 PortFast 対応インターフェイスは BPDU を受信しません。
PortFast 対応インターフェイスが BPDU を受信した場合は、 認可されていないデバイスの接続
などの無効な設定が存在する こ と を示しており、 BPDU ガード機能によってインターフェイス
は errdisable ステー ト にな り ます。 インターフェイスを手動で再び動作させなければならない
場合、 無効な設定を防ぐには、 BPDU ガード機能が役に立ちます。 サービスプロバイダー ネッ
ト ワーク内でアクセス  ポー ト がスパニング  ツ リーに参加しないよ うにするには、 BPDU ガード
機能を使用します。

spanning-tree portfast bpduguard default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定
を上書きするには、 spanning-tree bdpuguard インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドを使用します。

すべての非 ト ランク  インターフェイス上で PortFast 機能をグローバルにイネーブルにするに
は、 spanning-tree portfast default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
PortFast は、 エンド  ステーシ ョ ンに接続するインターフェイスに限って設定します。 そ う しな
いと、 予期しない ト ポロジ ループが原因でデータのパケッ ト  ループが発生し、 スイ ッチおよ
びネッ ト ワークの動作が妨げられる こ とがあ り ます。 リ ンクが確立する と、 PortFast 対応イン
ターフェイスは標準の転送遅延時間の経過を待たずに、 ただちにスパニング ツ リー フォワー
ディ ング  ステー ト に移行します。

spanning-tree portfast default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を上書きす
るには、 spanning-tree portfast インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用しま
す。 no spanning-tree portfast default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する
と、 spanning-tree portfast インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して個別
に設定した場合を除き、 すべてのインターフェイス上で PortFast をディセーブルにできます。

例 次の例では、 BPDU フ ィルタ リ ング機能をグローバルにイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree portfast bpdufilter default

次の例では、 BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree portfast bpduguard default

次の例では、 すべての非 ト ランク  インターフェイス上で PortFast 機能をグローバルにイネーブ
ルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree portfast default

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。
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関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree bpdufilter インターフェイスが BPDU を送受信しないよ うにします。

spanning-tree bpduguard BPDU を受信したインターフェイスを、 errdisable ステー ト
にします。

spanning-tree portfast （イン
ターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

対応するすべての VLAN 内の特定のインターフェイスで、
PortFast 機能をイネーブルにします。
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spanning-tree portfast （インターフェイス コンフ ィギュ
レーショ ン）

対応するすべての VLAN 内の特定のインターフェイス上で PortFast 機能をイネーブルにするに
は、 spanning-tree portfast インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
PortFast 機能がイネーブルの場合、 インターフェイスはブロ ッキング  ステー ト からフォワー
ディ ング  ステー ト に直接移行します。 その際に、 中間のスパニング  ツ リー ステー トは変わり
ません。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree portfast [disable | trunk]

no spanning-tree portfast

構文の説明

デフォルト すべてのインターフェイスで PortFast 機能はディセーブルですが、 ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー
ト では自動的にイネーブルにな り ます。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン この機能は、 エン ド  ステーシ ョ ンに接続するインターフェイスに限って使用します。 そ う しな
いと、 予期しない トポロジ ループが原因でデータのパケッ ト  ループが発生し、 スイ ッチおよび
ネッ ト ワークの動作が妨げられるこ とがあ り ます。 

ト ランク  ポー ト で PortFast をイネーブルにするには、 spanning-tree portfast trunk インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する必要があ り ます。 spanning-tree portfast 
コマン ドは、 ト ランク  ポー ト ではサポー ト されません。

スイ ッチが Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） モード、 Rapid-PVST+ モード、 または 
Multiple Spanning-Tree （MST） モードで稼動している場合は、 その機能をイネーブルにできま
す。

この機能はインターフェイス上のすべての VLAN に影響します。

PortFast 機能がイネーブルに設定されているインターフェイスは、 標準の転送遅延時間の経過
を待たずに、 ただちにスパニング  ツ リー フォワーディ ング ステー ト に移行します。

disable （任意） 指定されたインターフェイスの PortFast 機能をディセーブルにしま
す。

trunk （任意） ト ランキング インターフェイスの PortFast 機能をイネーブルにしま
す。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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spanning-tree portfast default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する と、 す
べての非 ト ランク  インターフェイス上で PortFast 機能をグローバルにイネーブルにできます。
ただし、 spanning-tree portfast インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用し
て、 グローバル設定を上書きできます。

spanning-tree portfast default グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを設定する場合は、
spanning-tree portfast disable インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、
ト ランク  インターフェイス以外のインターフェイス上で PortFast 機能をディセーブルにできま
す。

例 次の例では、 特定のポー ト上で PortFast 機能をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/2
Switch(config-if)# spanning-tree portfast

設定を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

spanning-tree bpdufilter インターフェイスでのブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト
（BPDU） の送受信を禁止します。

spanning-tree bpduguard BPDU を受信したインターフェイスを、 errdisable ステー ト に
します。

spanning-tree portfast （グ
ローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ング機
能または BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルにする
か、 またはすべての非 ト ランク  インターフェイスで PortFast 
機能をイネーブルにします。
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spanning-tree transmit hold-count
毎秒送信する  Bridge Protocol Data Unit （BPDU; ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト ） の数を
設定するには、 spanning-tree transmit hold-count グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree transmit hold-count [value]

no spanning-tree transmit hold-count [value]

構文の説明

デフォルト デフォル ト値は 6 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチが Rapid-Per-VLAN Spanning-Tree Plus （Rapid-PVST+） モードの場合、 伝送ホールド  
カウン ト値が増加する と、 CPU の使用率に大き く影響する可能性があ り ます。 この値を減らす
と、 コンバージェンスの速度が低下します。 デフォル ト設定を使用する こ と を推奨します。

例 次の例では、 伝送ホールド  カウン ト を  8 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree transmit hold-count 8

設定を確認するには、 show spanning-tree mst 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

value （任意） 毎秒送信される  BPDU 数。 指定できる範囲は 1 ～ 20 です。

リ リース 変更内容

12.2(25)SED このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show spanning-tree mst 伝送ホールド  カウン ト を含む、 Multiple Spanning-Tree
（MST） の リージ ョ ン設定およびステータスを表示しま
す。
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spanning-tree uplinkfast 
リ ンクやスイ ッチに障害が発生した場合、 またはスパニング  ツ リーが自動的に再設定された場
合に、 新しいルー ト  ポー ト を短時間で選択できるよ うにするには、 spanning-tree uplinkfast グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

spanning-tree uplinkfast [max-update-rate pkts-per-second]

no spanning-tree uplinkfast [max-update-rate] 

構文の説明

デフォルト UplinkFast はディセーブルです。

更新速度は 150 パケッ ト / 秒です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 アクセス  スイ ッチ上だけで使用します。

UplinkFast 機能は、 Rapid PVST+ モード または Multiple Spanning-Tree （MST） モードで設定で
きますが、 スパニング  ツ リー モードを  PVST+ に変更するまでこの機能はディセーブル （非ア
クテ ィブ） のままです。

UplinkFast をイネーブルにする と、 スイ ッチ全体に対してイネーブルにな り ます。 VLAN 単位
でイネーブルにする こ とはできません。

UplinkFast をイネーブルまたはディセーブルにする と、 すべての非スタ ッ ク  ポー ト のインター
フェイス上で、 Cross-Stack UplinkFast （CSUF） も自動的にイネーブルまたはディセーブルにな
り ます。 CSUF は、 リ ンクやスイ ッチに障害が発生した場合、 またはスパニング  ツ リーが自動
的に再設定された場合に、 新しいルー ト  ポー ト を短時間で選択できるよ うにします。

UplinkFast をイネーブルにする と、すべての VLAN のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィは 49152 に設定
されます。 UplinkFast をイネーブルにする場合、 または UplinkFast がすでにイネーブルに設定
されている場合に、 パス  コス ト を  3000 未満の値に変更する と、 すべてのインターフェイスお
よび VLAN ト ランクのパス  コス ト が 3000 だけ増加します （パス  コス ト を  3000 以上の値に変
更した場合、 パス  コス トは変更されません）。 スイ ッチ プラ イオ リ テ ィおよびパス  コス ト を変
更する と、 スイ ッチがルー ト  スイ ッチになる可能性が低下します。

デフォル ト値を変更していない場合、 UplinkFast をディセーブルにする と、 すべての VLAN の
スイ ッチ プラ イオ リ テ ィ とすべてのインターフェイスのパス  コス ト がデフォル ト値に設定さ
れます。

max-update-rate pkts-per-second （任意） 更新パケッ ト送信時の 1 秒あた りのパケッ ト数
です。 指定できる範囲は 0 ～ 32000 です。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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ルー ト  ポー ト に障害が発生している こ とがスパニング  ツ リーで検出される と、 UplinkFast はス
イ ッチをただちに代替ルー ト  ポー ト に変更して、 新しいルー ト  ポー ト を直接フォワーディ ン
グ ステー ト に移行させます。 この間、 ト ポロジ変更通知が送信されます。

UplinkFast 機能で使用するインターフェイスでは、 ルー ト  ガードをイネーブルにしないでくだ
さい。 UplinkFast を使用する と、 障害発生時に （ブロ ッ ク  ステー ト の） バッ クアップ インター
フェイスがルー ト  ポー ト にな り ます。 しかし、 同時にルー ト  ガード も イネーブルになってい
た場合は、 UplinkFast 機能で使用されるすべてのバッ クアップ インターフェイスが 
root-inconsistent （ブロ ッ ク） ステー ト にな り、 フォワーディ ング ステー ト に移行できな くな り
ます。

max-update-rate を  0 に設定する と、 ステーシ ョ ンを学習するフレームが生成されず、 接続の切
断後、 スパニング  ツ リー ト ポロジのコンバージェンスに要する時間が長く な り ます。

例 次の例では、 UplinkFast をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree uplinkfast 

設定を確認するには、 show spanning-tree summary 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree summary スパニング ツ リー インターフェイス  ステー ト のサマ リー
を表示します。

spanning-tree vlan root primary このスイ ッチを強制的にルー ト  スイ ッチに設定します。
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spanning-tree vlan
VLAN ベースでスパニングツ リーを設定するには、 spanning-tree vlan グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

spanning-tree vlan vlan-id [forward-time seconds | hello-time seconds | max-age seconds | 
    priority priority | root {primary | secondary} [diameter net-diameter
    [hello-time seconds]]]

no spanning-tree vlan vlan-id [forward-time | hello-time | max-age | priority | root] 

構文の説明

デフォルト すべての VLAN でスパニング  ツ リーがイネーブルです。

転送遅延時間は 15 秒です。

hello タ イムは 2 秒です。

有効期限は 20 秒です。

vlan-id スパニング ツ リー インスタンスに関連付けられた VLAN 範囲です。
VLAN ID 番号で識別された 1 つの VLAN、 それぞれをハイフンで区
切った VLAN 範囲、 またはカンマで区切った一連の VLAN を指定で
きます。 指定できる範囲は 1 ～ 4094 です。

forward-time seconds （任意） 指定したスパニング ツ リー インスタンスの転送遅延時間を
設定します。 転送遅延時間には、 インターフェイスが転送を開始す
るまでに、 リ スニング ステー トおよびラーニング ステー ト がそれぞ
れ継続する時間を指定します。 指定できる範囲は 4 ～ 30 秒です。

hello-time seconds （任意） ルー ト  スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  メ ッセージから送
信される  hello ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） の間
隔を設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 10 秒です。

max-age seconds （任意） スパニング ツ リーがルー ト  スイ ッチから メ ッセージを受信
する間隔を設定します。 スイ ッチがこの間隔の間にルー ト  スイ ッチ
から  BPDU メ ッセージを受信しなかった場合は、 スパニング  ツ リー 
ト ポロジが再計算されます。 指定できる範囲は 6 ～ 40 秒です。

priority priority （任意） 指定したスパニング ツ リー インスタンスのスイ ッチ プラ イ
オ リ テ ィ を設定します。 この設定は、 スタン ドアロン  スイ ッチまた
はスタ ッ クのスイ ッチがルー ト  スイ ッチと して選択される可能性を
左右します。 小さい値を設定する と、 スイ ッチがルー ト  スイ ッチと
して選択される可能性が高ま り ます。

指定できる範囲は 0 ～ 61440 で、 4096 ずつ増加します。 有効なプラ
イオ リ テ ィ値は 4096、 8192、 12288、 16384、 20480、 24576、 28672、
32768、 36864、 40960、 45056、 49152、 53248、 57344、 61440 です。
それ以外の値はすべて拒否されます。

root primary （任意） このスイ ッチを強制的にルー ト  スイ ッチに設定します。

root secondary （任意） プラ イマ リ  ルー ト  スイ ッチに障害が発生した場合に、 この
スイ ッチをルー ト  スイ ッチに設定します。

diameter net-diameter （任意） 任意の 2 つのエンド  ステーシ ョ ン間にスイ ッチの最大数を設
定します。 指定できる範囲は 2 ～ 7 です。
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プラ イマ リ  ルー ト  スイ ッチのプラ イオ リ テ ィは 24576 です。

セカンダ リ  ルー ト  スイ ッチのプラ イオ リ テ ィは 28672 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン STP をディセーブルにする と、 VLAN はスパニング ツ リー ト ポロジへの参加を停止します。管
理上のダウン状態のインターフェイスは、 ダウン状態のままです。 受信した BPDU は、 他のマ
ルチキャス ト  フレームと同様に転送されます。 STP がディセーブルの場合、 VLAN はループの
検出や禁止を行いません。

現在アクテ ィブではない VLAN 上で STP をディセーブルにし、 この変更を確認するには、
show running-config または show spanning-tree vlan vlan-id 特権 EXEC コマン ドを使用します。
設定は、 VLAN がアクテ ィブである場合に有効とな り ます。

STP をディセーブルにするか、 再びイネーブルにする と、 ディセーブルまたはイネーブルにす
る  VLAN 範囲を指定できます。

VLAN をディセーブルにしてから イネーブルにした場合、 その VLAN に割り当てられていたす
べての VLAN は引き続き メ ンバとな り ます。 ただし、 すべてのスパニング  ツ リー ブ リ ッジ パ
ラ メータは元の設定 （VLAN がディセーブルになる直前の設定） に戻り ます。

インターフェイスが割り当てられていない VLAN 上で、 スパニング  ツ リー オプシ ョ ンをイ
ネーブルにできます。 インターフェイスを  VLAN に割り当てる と、 設定が有効にな り ます。

max-age seconds を設定する と、 スイ ッチが指定された間隔の間にルー ト  スイ ッチから  BPDU 
を受信しなかった場合は、 スパニング  ツ リー ト ポロジが再計算されます。 max-age の設定値
は、 hello-time の設定値よ り も大き く なければな り ません。

spanning-tree vlan vlan-id root コマン ドは、 バッ クボーン  スイ ッチだけで使用して ください。

spanning-tree vlan vlan-id root コマン ドを入力する と、 ソフ ト ウェアは各 VLAN の現在のルー
ト  スイ ッチのスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ を確認します。 拡張システム  ID がサポー ト されている
ため、 スイ ッチは指定された VLAN のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ を  24576 に設定します （この値
によってこのスイ ッチが指定された VLAN のルー ト になる場合）。 指定された VLAN のルー ト  
スイ ッチに 24576 に満たないスイ ッチ プラ イオ リ テ ィが設定されている場合は、 スイ ッチはそ
の VLAN について、 自身のプラ イオ リ テ ィ を最小のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ よ り  4096 だけ小
さい値に設定します （4096 は 4 ビッ ト  スイ ッチ プラ イオ リ テ ィの最下位ビッ ト の値です）。

spanning-tree vlan vlan-id root secondary コマン ドを入力する と、 拡張システム  ID がサポー ト
されているため、 ソフ ト ウェアはスイ ッチ プラ イオ リ テ ィ をデフォル ト値 （32768） から  
28672 に変更します。 ルー ト  スイ ッチに障害が発生した場合は、 このスイ ッチが次のルー ト  ス
イ ッチにな り ます （ネッ ト ワーク内の他のスイ ッチがデフォル ト のスイ ッチ プラ イオ リ テ ィで
ある  32768 を使用しているため、 ルー ト  スイ ッチになる可能性が低い場合）。

例 次の例では、 VLAN 5 上で STP をディセーブルにする方法を示します。

Switch(config)# no spanning-tree vlan 5

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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設定を確認するには、 show spanning-tree 特権 EXEC コマン ドを入力します。 このインスタン
スの リ ス ト に、 VLAN 5 は表示されません。

次の例では、VLAN 20 と  VLAN 25 のスパニング  ツ リーについて、転送遅延時間を  18 秒に設定
する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree vlan 20,25 forward-time 18

次の例では、 VLAN 20 ～ 24 のスパニング  ツ リーについて、 hello 遅延時間を  3 秒に設定する方
法を示します。

Switch(config)# spanning-tree vlan 20-24 hello-time 3

次の例では、 VLAN 20 のスパニング  ツ リーについて、 有効期限を  30 秒に設定する方法を示し
ます。

Switch(config)# spanning-tree vlan 20 max-age 30

次の例では、 スパニング  ツ リー インスタンス  100 および 105 ～ 108 の max-age パラ メータを
デフォル ト値に戻す方法を示します。

Switch(config)# no spanning-tree vlan 100, 105-108 max-age

次の例では、 VLAN 20 のスパニング  ツ リーについて、 プラ イオ リ テ ィ を  8192 に設定する方法
を示します。

Switch(config)# spanning-tree vlan 20 priority 8192

次の例では、 スイ ッチを  VLAN 10 のルー ト  スイ ッチと して設定し、 ネッ ト ワーク直径を  4 に
設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree vlan 10 root primary diameter 4

次の例では、 スイ ッチを  VLAN 10 のセカンダ リ  ルー ト  スイ ッチと して設定し、 ネッ ト ワーク
直径を  4 に設定する方法を示します。

Switch(config)# spanning-tree vlan 10 root secondary diameter 4 

設定を確認するには、 show spanning-tree vlan vlan-id 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show spanning-tree vlan スパニング ツ リー情報を表示します。

spanning-tree cost スパニング ツ リーの計算に使用するパス  コス ト を設定します。

spanning-tree guard 選択されたインターフェイスに対応するすべての VLAN に対
して、 ルー ト  ガード機能またはループ ガード機能をイネーブ
ルにします。

spanning-tree port-priority インターフェイス  プラ イオ リ テ ィ を設定します。

spanning-tree portfast （グ
ローバル コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

PortFast 対応インターフェイス上で BPDU フ ィルタ リ ング機能
または BPDU ガード機能をグローバルにイネーブルにするか、
またはすべての非 ト ランク  インターフェイスで PortFast 機能
をイネーブルにします。

spanning-tree portfast （イン
ターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン）

対応するすべての VLAN 内の特定のインターフェイスで、
PortFast 機能をイネーブルにします。

spanning-tree uplinkfast UplinkFast 機能をイネーブルにし、 新しいルー ト  ポー ト を短
時間で選択できるよ うにします。
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speed
10/100 Mb/s ポー ト または 10/100/1000 Mb/s ポー ト の速度を指定するには、 speed インターフェ
イス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ポー ト をデフォル ト値に戻すには、 こ
のコマン ドの no 形式または default 形式を使用します。

speed {10 | 100 | 1000 | auto [10 | 100 | 1000] | nonegotiate}

no speed

構文の説明

デフォルト デフォル トは auto です。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 自動ネゴシエーシ ョ ンをサポー ト していないデバイスに SFP モジュール ポー ト が接続されてい
る場合は、 ネゴシエー ト しないよ うに （nonegotiate） 速度を設定できます。

速度が auto に設定されている場合、 スイ ッチはも う一方の リ ンクの終端にあるデバイス と速度
設定についてネゴシエー ト し、 速度をネゴシエー ト された値に強制的に設定します。 デュプ
レ ッ ク ス設定は リ ンクの両端での設定が引き継がれますが、 これによ り、 デュプレ ッ ク ス設定
に矛盾が生じる こ とがあ り ます。

ラ インの両端が自動ネゴシエーシ ョ ンをサポー ト している場合、 デフォル ト の自動ネゴシエー
シ ョ ン設定を使用する こ と を強く推奨します。 一方のインターフェイスは自動ネゴシエーシ ョ
ンをサポー ト し、 も う一方の終端はサポー ト していない場合、 サポー ト している側には auto 設
定を使用し、 サポー ト していない終端にはデュプレッ ク スおよび速度を設定します。

注意 インターフェイス速度とデュプレ ッ ク ス  モードの設定を変更する と、 再設定中にインターフェ
イスがシャ ッ ト ダウンし、 再びイネーブルになる場合があ り ます。

10 ポー トは 10 Mb/s で稼動します。

100 ポー トは 100 Mb/s で稼動します。

1000 ポー トは 1000 Mb/s で稼動します。 このオプシ ョ ンは、 10/100/1000 Mb/s 
ポー ト でだけ有効になって表示されます。

auto ポー ト が自動的に、 も う一方の リ ンクの終端ポー ト を基準にして速度を検出
します。 10、 100、 または 1000 キーワード と  auto キーワードを一緒に使用
する場合、 ポー トは指定した速度で自動ネゴシエーシ ョ ンだけを行います。

nonegotiate 自動ネゴシエーシ ョ ンはディセーブルになっており、 ポー トは 1000 Mb/s で
稼動します （1000BASE-T SFP は nonegotiate キーワードをサポート していま
せん）。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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スイ ッチの速度およびデュプレッ ク スのパラ メータの設定に関する注意事項は、 この リ リース
に対応する ソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「Configuring Interface 
Characteristics」 の章を参照して ください。

例 次の例では、 ポー ト の速度を  100 Mb/s に設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# speed 100

次の例では、 10 Mb/s だけで自動ネゴシエー トするよ うにポー ト を設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# speed auto 10

次の例では、 10 Mb/s または 100 Mb/s だけで自動ネゴシエー トするよ うにポー ト を設定する方
法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# speed auto 10 100 

設定を確認するには、 show interfaces 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

duplex デュプレッ ク ス  モードの動作を指定します。

show interfaces すべてのインターフェイスまたは特定のインターフェイスに対する統
計情報を表示します。
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srr-queue bandwidth limit
ポー ト の最大出力を制限するには、 srr-queue bandwidth limit インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使
用します。

srr-queue bandwidth limit weight1 

no srr-queue bandwidth limit

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト ポー トはレー ト制限されておらず、 100% に設定されます。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドを  80% に設定した場合、 ポー トは 20% の時間はアイ ドル状態にな り ます。 ラ イ
ン  レー トは接続速度の 80% に下がり ます。 ただし、 ハード ウェアはラ イン  レー ト を  6% 単位
で調整しているため、 この値は厳密ではあ り ません。

（注） 出力キューのデフォル ト設定は、 ほとんどの状況に適しています。 出力キューについて十分理
解した う えで、 これらの設定がユーザの Quality of Service （QoS） ソ リ ューシ ョ ンを満たさな
いと判断した場合に限り、 設定を変更する こ とができます。

例 次の例では、 ポー ト を  800 Mb/s に制限する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# srr-queue bandwidth limit 80

設定を確認するには、 show mls qos interface [interface-id] queueing 特権 EXEC コマン ドを入力
します。

weight1 制限されるポー ト速度のパーセンテージ。 指定できる範囲は 10 ～ 90 です。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

mls qos queue-set output buffers バッファをキューセッ ト に割り当てます。

mls qos srr-queue output cos-map サービス  ク ラス （CoS） 値を出力キュー、 またはキュー
と しきい値 ID にマッピングします。

mls qos srr-queue output dscp-map Differentiated Service Code Point （DSCP; DiffServ コード  
ポイン ト ） 値を出力キュー、 またはキューと しきい値 ID 
にマッピングします。

mls qos queue-set output threshold Weighted Tail-Drop （WTD） し きい値を設定し、 バッ
ファのアベイ ラビ リ テ ィ を保証して、 キューセッ ト に対
する最大メモ リ割り当てを設定します。

queue-set ポー ト をキューセッ ト にマッピングします。

show mls qos interface queueing QoS 情報を表示します。

srr-queue bandwidth shape シェーピングされた重みを割り当て、 ポー ト にマッピン
グされた 4 つの出力キュー上で帯域幅シェーピングをイ
ネーブルにします。

srr-queue bandwidth share 共有する重みを割り当て、 ポー ト にマッピングされた 4 
つの出力キュー上で帯域幅の共有をイネーブルにしま
す。
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srr-queue bandwidth shape
シェーピングされた重みを割り当て、 ポー ト にマッピングされた 4 つの出力キュー上で帯域幅
シェーピングをイネーブルにするには、 srr-queue bandwidth shape インターフェイス  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

srr-queue bandwidth shape weight1 weight2 weight3 weight4

no srr-queue bandwidth shape 

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト weight1 は 25 に設定されています。 weight2、 weight3、 および weight4 は 0 に設定されていま
す。 また、 このキューは共有モードです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン シェーピング モードでは、 キューには帯域幅が割合で保証され、 この総量までにレー ト制限さ
れます。 リ ンクがアイ ドルの場合でも、 シェーピングされた ト ラフ ィ ッ クは割り当てられた帯
域幅を超えて使用できません。 バース ト性のある ト ラフ ィ ッ クをスムーズにする、 または長期
にわたって出力をスムーズにする場合に、 シェーピングを使用します。

シェーピング モードは、 共有モードを無効にします。

srr-queue bandwidth shape インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して
シェーピングされたキューの重みを  0 に設定する と、 このキューは共有モードで参加します。
srr-queue bandwidth shape コマン ドで指定された重みは無視され、 srr-queue bandwidth share 
インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドで設定されたキューの重みが有効にな り
ます。

同じポー ト のキューをシェーピングと共有の両方に設定する場合、 最小のキューをシェーピン
グに設定します。

weight1 weight2 
weight3 weight4

シェーピングされるポー ト のパーセンテージを判別する重みを指定しま
す。 インバース比 （1/weight） は、 このキューのシェーピング帯域幅を
指定します。 各値はスペースで区切り ます。 有効な範囲は 0 ～ 65535 で
す 

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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（注） 出力キューのデフォル ト設定は、 ほとんどの状況に適しています。 出力キューについて十分理
解した う えで、 この設定がユーザの QoS ソ リ ューシ ョ ンを満たさないと判断した場合に限り、
設定を変更して ください。

例 次の例では、 同じポー ト のキューをシェーピングと共有の両方に設定する方法を示します。
キュー 2、 3、 4 の重み比が 0 に設定されているので、 これらのキューは共有モードで動作しま
す。 キュー 1 の帯域幅の重みは 1/8 で、 これは 12.5% です。 キュー 1 はこの帯域幅が保証され、
またこの帯域幅までに制限されています。 他のキューに ト ラフ ィ ッ クがな く アイ ドル状態で
あっても、 他のキューにスロ ッ ト を拡張しません。 キュー 2、 3、 4 は共有モードで、 キュー 1 
の設定は無視されます。 共有モードのキューに割り当てられた帯域幅比は、 4/ （4+4+4） で、
これは 33% です。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# srr-queue bandwidth shape 8 0 0 0
Switch(config-if)# srr-queue bandwidth share 4 4 4 4

設定を確認するには、 show mls qos interface [interface-id] queueing 特権 EXEC コマン ドを入力
します。

関連コマンド コマンド 説明

mls qos queue-set output buffers バッファをキューセッ ト に割り当てます。

mls qos srr-queue output cos-map Class of Service （CoS） 値を出力キュー、 またはキューと
しきい値 ID にマッピングします。

mls qos srr-queue output dscp-map Differentiated Service Code Point （DSCP; DiffServ コード  
ポイン ト ） 値を出力キュー、 またはキューと しきい値 ID 
にマッピングします。

mls qos queue-set output threshold Weighted Tail-Drop （WTD） し きい値を設定し、 バッ
ファのアベイ ラビ リ テ ィ を保証し、 キューセッ ト に対す
る最大メモ リ割り当てを設定します。

priority-queue ポー ト上で出力緊急キューをイネーブルにします。

queue-set ポー ト をキューセッ ト にマッピングします。

show mls qos interface queueing Quality of Service （QoS） 情報を表示します。

srr-queue bandwidth share 共有する重みを割り当て、 ポー ト にマッピングされた 4 
つの出力キュー上で帯域幅の共有をイネーブルにしま
す。
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srr-queue bandwidth share
共有する重みを割り当てて、 ポー ト にマッピングされた 4 つの出力キューの帯域幅の共有をイ
ネーブルにするには、srr-queue bandwidth share インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コ
マン ドを使用します。 重み比は、 Shaped Round Robin （SRR; シェイプド  ラ ウン ド  ロビン） ス
ケジューラが各キューからパケッ ト を取り出す頻度の比率です。 デフォル ト設定に戻すには、
このコマン ドの no 形式を使用します。

srr-queue bandwidth share weight1 weight2 weight3 weight4

no srr-queue bandwidth share 

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト weight1、 weight2、 weight3 および weight4 は 25 に設定されています （各キューに帯域幅の 1/4 
を割り当て）。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 各重みの絶対値は意味がないので、 パラ メータ比だけを使用します。

共有モードでは、 設定された重みによ り キュー間で帯域幅が共有されます。 このレベルでは帯
域幅は保証されていますが、 このレベルに限定されていません。 たとえば、 キューが空で リ ン
ク共有を必要と しない場合、 残りのキューは未使用の帯域幅まで拡大し、 キュー間でこの帯域
幅を共有できます。

srr-queue bandwidth shape インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して
シェーピングされたキューの重みを  0 に設定する と、 このキューは SRR 共有モードで参加しま
す。 srr-queue bandwidth shape コマン ドで指定された重みは無視され、 srr-queue bandwidth 
share インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドで指定されたキューの重みが有効に
な り ます。

同じポー ト のキューをシェーピングと共有の両方に設定する場合、 最小のキューをシェーピン
グに設定します。

weight1 weight2 
weight3 weight4

weight1、 weight2、 weight3、 および weight4 は、 SRR スケジューラがパ
ケッ ト を取り出す頻度の比率を指定します。 各値はスペースで区切り ま
す。 指定できる範囲は 1 ～ 255 です。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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（注） 出力キューのデフォル ト設定は、 ほとんどの状況に適しています。 出力キューについて十分理
解した う えで、 この設定がユーザの QoS ソ リ ューシ ョ ンを満たさないと判断した場合に限り、
設定を変更して ください。

例 次の例では、 出力ポー ト で稼動する  SRR スケジューラの重み比を設定する方法を示します。
キュー 4 つを使用します。 共有モードの各キューに割り当てられた帯域幅の比率は、 1/
（1+2+3+4）、 2/ （1+2+3+4）、 3/ （1+2+3+4）、 4/ （1+2+3+4） で、 これは、 キュー 1、 2、 3、 4 そ
れぞれに対して 10%、 20%、 30%、 40% です。 キュー 4 はキュー 1 の帯域幅の 4 倍、 キュー 2 
の帯域幅の 2 倍、 キュー 3 の帯域幅の 1 と  1/3 倍である こ と を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# srr-queue bandwidth share 1 2 3 4

設定を確認するには、 show mls qos interface [interface-id] queueing 特権 EXEC コマン ドを入力
します。

関連コマンド コマンド 説明

mls qos queue-set output buffers バッファをキューセッ ト に割り当てます。

mls qos srr-queue output cos-map Class of Service （CoS） 値を出力キュー、 またはキューと
しきい値 ID にマッピングします。

mls qos srr-queue output dscp-map Differentiated Service Code Point （DSCP; DiffServ コード  
ポイン ト ） 値を出力キュー、 またはキューと しきい値 ID 
にマッピングします。

mls qos queue-set output threshold Weighted Tail-Drop （WTD） し きい値を設定し、 バッ
ファのアベイ ラビ リ テ ィ を保証し、 キューセッ ト に対す
る最大メモ リ割り当てを設定します。

priority-queue ポー ト上で出力緊急キューをイネーブルにします。

queue-set ポー ト をキューセッ ト にマッピングします。

show mls qos interface queueing Quality of Service （QoS） 情報を表示します。

srr-queue bandwidth shape シェーピングされた重みを割り当て、 ポー ト にマッピン
グされた 4 つの出力キュー上で帯域幅シェーピングをイ
ネーブルにします。
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stack-mac persistent timer
固定 MAC アド レス機能をイネーブルにするには、 スイ ッチ スタ ッ ク上で stack-mac persistent 
timer グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 この機能をイネーブルにす
る と、 スタ ッ ク  マスターが変更された場合、 スタ ッ クの MAC アド レスは約 4 分間、 無期限、
または設定された値の間、 変更されません。 この間に以前のスタ ッ ク  マスターがスタ ッ クに再
加入する と、 現在はスタ ッ ク  メ ンバであっても、 スタ ッ クはこのスイ ッチの MAC アド レスを
スタ ッ クの MAC アド レス と して引き続き使用します。固定 MAC アド レス機能をディセーブル
にする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

stack-mac persistent timer [0 | time-value]

no stack-mac persistent timer

（注） このコマン ドは、LAN base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチのみでサポー ト さ
れています。

構文の説明

コマンド  デフォルト 固定 MAC アド レスはディセーブルに設定されています。 スタ ッ クの MAC アド レスは常に、 ス
タ ッ ク  マスターの MAC アド レスです。

このコマン ドに値を入力しない場合、MAC アド レスが変更されるまでのデフォル ト の時間は 4 
分です。 このコマン ドには、 明示的な値を設定する こ と を推奨します。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチ スタ ッ クの MAC アド レスは、スタ ッ ク  マスターの MAC アド レスによ り決定します。
デフォル ト  ステー ト （固定 MAC アド レスがディセーブル） で、 新しいスイ ッチがスタ ッ ク  マ
スターになる と、 スタ ッ クの MAC アド レスは新しいスタ ッ ク  マスターの MAC アド レスに変
更されます。

固定 MAC アド レスがイネーブルの場合、スタ ッ クの MAC アド レスは一定の時間変更されませ
ん。 この間に以前のスタ ッ ク  マスターがスタ ッ ク  メ ンバと してスタ ッ クに再加入した場合、
スタ ッ クではこのスイ ッチがスタ ッ ク内に存在する限り、 以前のスタ ッ ク  マスターの MAC ア

0 （任意） 新しいスタ ッ ク  マスターが引き継いだ後も、 現在のスタ ッ ク  マ
スターの MAC アド レスを引き続き使用する場合に入力します。

time-value （任意） スタ ッ ク  MAC アド レスが新しいスタ ッ ク  マスターの MAC アド
レスに変わるまでの時間を分単位で設定します。 指定できる範囲は 1 ～
60 分です。 値を入力しない場合、 デフォル ト値は 4 分です。 このコマ
ン ドには明示的な値を設定する こ と を推奨します。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。
2-741
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  stack-mac persistent timer
ド レスを保持します。 以前のスタ ッ ク  マスターが指定された時間内にスタ ッ クに再加入しない
場合、 スイ ッチ スタ ッ クは新しいスタ ッ ク  マスターの MAC アド レスをスタ ッ クの MAC アド
レス と します。

この時間を  0 ～ 60 分に設定できます。

• このコマン ドに値を入力しない場合、 デフォル ト の遅延は 4 分です。

• 0 を入力する と、 no stack-mac persistent timer コマン ドを入力するまで、 スタ ッ クは現在
のスタ ッ ク  MAC アド レスを引き続き使用します。

• 遅延時間に 1 ～ 60 分を入力する と、 設定された時間が過ぎるまで、 または no stack-mac 
persistent timer コマン ドを入力するまで、 以前のスタ ッ ク  マスターのスタ ッ ク  MAC アド
レスが使用されます。

（注） キーワードの指定にかかわらず、 stack-mac persistent timer コマン ドを入力した場合、 以前の
マスター MAC アド レスがネッ ト ワーク  ド メ インのいずれかに表示される と ト ラフ ィ ッ クが失
われる可能性がある とい う警告メ ッセージが表示されます。 この機能は慎重に使用して くださ
い。

スイ ッチオーバーの後、時間切れになる前に no stack-mac persistent timer コマン ドを入力した
場合、 スイ ッチ スタ ッ クは現在のスタ ッ ク  マスター MAC アド レスに移行します。

スタ ッ ク全体が リ ロードする場合、 このスタ ッ クが復元する と、 スタ ッ ク  マスターの MAC ア
ド レスがスタ ッ クの MAC アド レス とな り ます。

例 次の例では、 設定ごとに警告メ ッセージを表示する固定 MAC アド レス機能を設定する方法を
示します。 また、 設定を確認する方法も示します。

Switch(config)# stack-mac persistent timer
WARNING: Use of an explicit timer value with the command is recommended
WARNING: Default value of 4 minutes is being used.
WARNING: The stack continues to use the base MAC of the old Master
WARNING: as the stack MAC after a master switchover until the MAC
WARNING: persistency timer expires.During this time the Network
WARNING: Administrators must make sure that the old stack-mac does
WARNING: not appear elsewhere in this network domain.If it does,
WARNING: user traffic may be blackholed.

Switch(config)# stack-mac persistent timer 0
WARNING: Stack MAC persistency timer value of 0 means that, after a
WARNING: master switchover, the current stack-mac will continue
WARNING: to be used indefinitely.
WARNING: The Network Administrators must make sure that the old 
WARNING: stack-mac does not appear elsewhere in this network 
WARNING: domain.If it does, user traffic may be blackholed.

Switch(config)# stack-mac persistent timer 7
WARNING: The stack continues to use the base MAC of the old Master
WARNING: as the stack MAC after a master switchover until the MAC
WARNING: persistency timer expires.During this time the Network
WARNING: Administrators must make sure that the old stack-mac does
WARNING: not appear elsewhere in this network domain.If it does,
WARNING: user traffic may be blackholed.

Switch(config)# end
Switch# show switch
Switch/Stack Mac Address : 0016.4727.a900
Mac persistency wait time: 7 mins
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                                           H/W   Current
Switch#  Role   Mac Address     Priority Version  State 
----------------------------------------------------------
*1       Master 0016.4727.a900     1      0       Ready 

設定を確認するには、 次の 2 つの特権 EXEC コマン ドの う ちいずれかを入力します。

• show running-config ： イネーブルの場合、 出力に stack-mac persistent timer と時間が分
単位で表示されます。

• show switch ： イネーブルの場合、 出力に Mac persistency wait time と時間 （分） が表示さ
れます。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config 固定 MAC アド レスが設定されている場合、 スタ ッ クの MAC 
persistency wait time を含む現在の動作設定を表示します。

show switch 固定 MAC アド レスがイネーブルである場合、 スタ ッ クの MAC 
persistency wait time を含むスイ ッチ スタ ッ クに関連した情報を表示し
ます。
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storm-control
インターフェイス上でブロードキャス ト 、 マルチキャス ト 、 またはユニキャス ト  ス トーム制御
をイネーブルにし、 し きい値のレベルを設定するには、 storm-control インターフェイス  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

storm-control {{broadcast | multicast | unicast} level {level [level-low] | bps bps [bps-low] | pps 
pps [pps-low]}} | {action {shutdown | trap}}

no storm-control {{broadcast | multicast | unicast} level} | {action {shutdown | trap}}

構文の説明 broadcast インターフェイス上でブロードキャス ト  ス トーム制御をイネーブルにしま
す。

multicast インターフェイス上でマルチキャス ト  ス トーム制御をイネーブルにします。

unicast インターフェイス上でユニキャス ト  ス トーム制御をイネーブルにします。

level level 
[level-low]

上限および下限抑制レベルをポー ト の全帯域幅の割合で指定します。

• level ：上限抑制レベル （小数点以下第 2 位まで）。 指定できる範囲は 0.00 
～ 100.00 です。 指定した level の値に達した場合、 ス トーム  パケッ ト の
フラ ッディ ングをブロ ッ ク します。

• level-low ： （任意） 下限抑制レベル （小数点以下第 2 位まで）。 指定でき
る範囲は 0.00 ～ 100.00 です。 この値は上限抑制値よ り小さいか、 または
等し くなければな り ません。 下限抑制レベルを設定しない場合、 上限抑
制レベルの値に設定されます。

level bps bps 
[bps-low]

上限および下限抑制レベルを、 ポー ト で受信する ト ラフ ィ ッ クの速度 （ビ ッ
ト / 秒） で指定します。

• bps ： 上限抑制レベル （小数点以下第 1 位まで）。 指定できる範囲は 0.0 
～ 10000000000.0 です。 指定した bps の値に達した場合、 ス トーム  パ
ケッ ト のフラ ッディ ングをブロ ッ ク します。

• bps-low ： （任意） 下限抑制レベル （小数点以下第 1 位まで）。 指定できる
範囲は 0.0 ～ 10000000000.0 です。 この値は上限抑制値に等しいか、 また
は小さ くなければな り ません。

大きい数値のしきい値には、 k、 m、 g などのメ ト リ ッ ク  サフ ィ ク スを使用で
きます。

level pps pps 
[pps-low]

上限および下限抑制レベルを、 ポー ト で受信する ト ラフ ィ ッ クの速度 （パ
ケッ ト / 秒） で指定します。

• pps ： 上限抑制レベル （小数点以下第 1 位まで）。 指定できる範囲は 0.0 
～ 10000000000.0 です。 指定した pps の値に達した場合、 ス トーム  パ
ケッ ト のフラ ッディ ングをブロ ッ ク します。

• pps-low ： （任意） 下限抑制レベル （小数点以下第 1 位まで）。 指定できる
範囲は 0.0 ～ 10000000000.0 です。 この値は上限抑制値に等しいか、 また
は小さ くなければな り ません。

大きい数値のしきい値には、 k、 m、 g などのメ ト リ ッ ク  サフ ィ ク スを使用で
きます。
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デフォルト ブロードキャス ト 、 マルチキャス ト 、 およびユニキャス ト  ス トーム制御はディセーブルです。

デフォル ト  アクシ ョ ンは、 ト ラフ ィ ッ クをフ ィルタ リ ングし、 SNMP ト ラ ップを送信しませ
ん。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン ス トーム制御抑制レベルは、 ポー ト の全帯域幅の割合、 または ト ラフ ィ ッ クを受信する速度
（1 秒あた りのパケッ ト数、 または 1 秒あた りのビッ ト数） で入力できます。

全帯域幅の割合で指定した場合、 100% の抑制値は、 指定した ト ラフ ィ ッ ク  タ イプに制限が設
定されていないこ と を意味します。 level 0 0 の値は、 ポー ト上のすべてのブロードキャス ト 、
マルチキャス ト 、 ユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ ク します。 ス トーム制御は、 上限抑制レ
ベルが 100% 未満の場合にだけイネーブルにな り ます。 他のス トーム制御設定が指定されてい
ない場合、 デフォル ト  アクシ ョ ンは、 ス トームの原因となっている ト ラフ ィ ッ クをフ ィルタ リ
ングし、 SNMP ト ラ ップを送信しません。

（注） マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クのス トーム制御しきい値に達した場合、 ブ リ ッジ プロ ト コル 
データ  ユニッ ト （BPDU） および Cisco Discovery Protocol （CDP） フレームなどの制御 ト ラ
フ ィ ッ ク以外のマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クはすべてブロ ッ ク されます。

trap および shutdown オプシ ョ ンは、 互いに独立しています。

パケッ ト  ス トームが検出されたと きにシャ ッ ト ダウンを行う （ス トームの間、 ポー ト が 
errdisable になる） よ うにアクシ ョ ンを設定する場合、 インターフェイスをこのステー ト から解
除するには no shutdown インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用する必要が
あ り ます。 shutdown アクシ ョ ンを指定しない場合、 アクシ ョ ンを  trap （ス トーム検出時にス
イ ッチが ト ラ ップを生成する） に指定して ください。

ス トームが発生し、 実行されるアクシ ョ ンが ト ラフ ィ ッ クのフ ィルタ リ ングである場合、 下限
抑制レベルが指定されていないと、 ト ラフ ィ ッ ク  レー ト が上限抑制レベルよ り低く なるまでス
イ ッチはすべての ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ ク します。 下限抑制レベルが指定されている場合、 ト
ラフ ィ ッ ク  レー ト がこのレベルよ り低く なるまでスイ ッチは ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ ク します。

action 
{shutdown | 
trap}

ポー ト でス トームが発生した場合に実行されるアクシ ョ ン。 デフォル ト  アク
シ ョ ンは、 ト ラフ ィ ッ クをフ ィルタ リ ングし、 Simple Network Management 
Protocol （SNMP; 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） ト ラ ップを送信しませ
ん。

キーワードの意味は次のとおりです。

• shutdown ： ス トームの間、 ポー ト をディセーブルにします。

• trap ： ス トーム発生時に、 SNMP ト ラ ップを送信します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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（注） ス トーム制御は、 物理インターフェイスでサポー ト されています。 また、 EtherChannel でもス
トーム制御を設定できます。 ス トーム制御を  EtherChannel で設定する場合、 ス トーム制御設定
は EtherChannel 物理インターフェイスに伝播します。

ブロードキャス ト  ス トームが発生し、 実行されるアクシ ョ ンが ト ラフ ィ ッ クのフ ィルタである
場合、 スイ ッチはブロードキャス ト  ト ラフ ィ ッ クだけをブロ ッ ク します。

詳細については、 この リ リースに対応する ソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参
照して ください。

例 次の例では、 75.5% の上限抑制レベルでブロードキャス ト  ス トーム制御をイネーブルにする方
法を示します。

Switch(config-if)# storm-control broadcast level 75.5

次の例では、 87% の上限抑制レベルと  65% の下限抑制レベルのポー ト でユニキャス ト  ス トー
ム制御をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config-if)# storm-control unicast level 87 65

次の例では、 2000 パケッ ト / 秒の上限抑制レベルと  1000 パケッ ト / 秒の下限抑制レベルのポー
ト でマルチキャス ト  ス トーム制御をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config-if)# storm-control multicast level pps 2k 1k

次の例では、 ポー ト で shutdown アクシ ョ ンをイネーブルにする方法を示します。

Switch(config-if)# storm-control action shutdown

設定を確認するには、 show storm-control 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show storm-control すべてのインターフェイス上、 または指定のインターフェイス上
で、 ブロードキャス ト 、 マルチキャス ト またはユニキャス ト  ス トー
ム制御の設定を表示します。
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switch
メ ンバの指定されたスタ ッ ク  ポー ト をディセーブルにする、 またはイネーブルにするには、 ス
タ ッ ク  メ ンバで switch 特権 EXEC コマン ドを使用します。

switch stack-member-number stack port port-number {disable | enable}

（注） このコマン ドは、LAN base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチのみでサポー ト さ
れています。

構文の説明

デフォルト スタ ッ ク  ポー トはイネーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン

（注） switch stack-member-number stack port port-number disable コマン ドの使用には注意が必要です。
スタ ッ ク  ポー ト をディセーブルにする と、 スタ ッ クは帯域幅の半分または全帯域幅で動作しま
す。

すべてのメ ンバがスタ ッ ク  ポー ト を通じて接続されている場合は、 スタ ッ クは full-ring ステー
ト で、 かつ ready ステー ト です。

スタ ッ クが partial-ring ステー ト になるのは次のよ う な場合です。

• すべてのメ ンバがスタ ッ ク  ポー ト を通じて接続されるが、 一部は ready ステー ト ではない。

• 一部のメ ンバが、 スタ ッ ク  ポー ト を通じて接続されない。

switch stack-member-number stack port port-number disable 特権 EXEC コマン ドを入力した場合、 

• スタ ッ クが full-ring ステー ト のと きは、 1 つだけスタ ッ ク  ポー ト をディセーブルにできま
す。 次のメ ッセージが表示されます。

stack-member-number 現在のスタ ッ ク  メ ンバ番号を指定します。指定できる範囲は 1 ～ 
9 です。

stack port port-number メ ンバ上のスタ ッ ク  ポー ト を指定します。指定できる範囲は 1 ～ 
2 です。

disable 指定されたポー ト をディセーブルにします。

enable 指定されたポー ト をイネーブルにします。

リ リース 変更箇所

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。
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Enabling/disabling a stack port may cause undesired stack changes.Continue?[confirm] 

• スタ ッ クが partial-ring ステー ト のと きは、 ポー ト をディセーブルにできません。 次のメ ッ
セージが表示されます。

Disabling stack port not allowed with current stack configuration.

例 次の例では、 member 4 上の stack port 2 をディセーブルにする方法を示します。

Switch# switch 4 stack port 2 disable

関連コマンド コマンド 説明

show switch スイ ッチ スタ ッ クおよびスタ ッ ク  メ ンバの情報を表示します。
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switch priority
スタ ッ ク  メ ンバのプラ イオ リ テ ィ値を変更するには、 スタ ッ ク  マスター上から  switch priority 
グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。

switch stack-member-number priority new-priority-value 

構文の説明

デフォルト デフォル ト のプラ イオ リ テ ィ値は 1 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 新しいプラ イオ リ テ ィ値はスタ ッ クマスターの再選出にとって重要な要素にな り ます。 そのた
め、 プラ イオ リ テ ィ値の変更がただちにスタ ッ ク  マスターを変更するわけではあ り ません。

例 次の例では、 スタ ッ ク  メ ンバ 2 のプラ イオ リ テ ィ値を  9 に変更する方法を示します。

Switch(config)# switch 2 priority 9
Changing the Switch Priority of Switch Number 6 to 9
Do you want to continue?[confirm]

関連コマンド

stack-member-number 現在のスタ ッ ク  メ ンバ番号を指定します。指定できる範囲は 1 ～ 
4 です。

priority new-priority-value 新しいスタ ッ ク  メ ンバのプラ イオ リ テ ィ値を指定します。 指定
できる範囲は 1 ～ 15 です。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

reload スタ ッ ク  メ ンバを リ ロード し、 設定の変更を有効にします。

session 特定のスタ ッ ク  メ ンバにアクセスします。

switch renumber スタ ッ ク  メ ンバ番号を変更します。

show switch スイ ッチ スタ ッ クおよびスタ ッ ク  メ ンバの情報を表示します。
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switch provision
新しいスイ ッチがスイ ッチ スタ ッ クに加入する前に、 プロビジ ョ ニングして設定を提供するに
は、 スタ ッ ク  マスターから  switch provision グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使
用します。 削除されたスイ ッチ （スタ ッ クを脱退したスタ ッ ク  メ ンバ） に関連付けられたすべ
ての設定情報を削除するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switch stack-member-number provision type

no switch stack-member-number provision

（注） このコマン ドは、LAN base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチのみでサポー ト さ
れています。

構文の説明

デフォルト スイ ッチは、 プロビジ ョ ニングされていません。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン エラー メ ッセージを受信しないよ うにするには、 このコマン ドの no 形式を使用してプロビ
ジ ョ ニングされた設定を削除する前に、 スイ ッチ スタ ッ クから指定のスイ ッチを削除する必要
があ り ます。

スイ ッチ タ イプを変更する場合も、 スイ ッチ スタ ッ クから指定のスイ ッチを削除する必要が
あ り ます。 スイ ッチ タ イプを変更しない場合でも、 スイ ッチ スタ ッ ク内に物理的に存在する
プロビジ ョ ニングされたスイ ッチのスタ ッ ク  メ ンバ番号を変更できます。

プロビジ ョ ニングされたスイ ッチのタイプが、 スタ ッ ク上のプロビジ ョ ニングされた設定のス
イ ッチ タ イプと一致しない場合、 スイ ッチ スタ ッ クはプロビジ ョ ニングされたスイ ッチにデ
フォル ト設定を適用し、 これをスタ ッ クに追加します。 スイ ッチ スタ ッ クでは、 デフォル ト設
定を適用する場合にメ ッセージを表示します。

stack-member-number スタ ッ ク  メ ンバ番号を指定します。 指定できる範囲は 1 ～ 9 で
す。

provision type 新しいスイ ッチがスタ ッ クに加入する前に、 このスイ ッチのタ イ
プを指定します。

type には、 コマン ド ラ イン  ヘルプ ス ト リ ングに示されたサポー
ト対象のスイ ッチのモデル番号を入力します。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。
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プロビジ ョ ニング情報は、 スイ ッチ スタ ッ クの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンで表示されます。
copy running-config startup-config 特権 EXEC コマン ドを入力する と、 プロビジ ョ ニングされ
た設定がスイ ッチ スタ ッ クのスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存されま
す。

注意 このコマン ドを使用する と、 プロビジ ョ ニングされた設定にメモ リが割り当てられます。 新し
いスイ ッチ タ イプが設定されたと きに、 以前割り当てられた メモ リのすべてが解放されるわけ
ではあ り ません。 そのため、 このコマン ドをおおよそ 200 回を超えて使用しないよ うにして く
ださい。 スイ ッチのメモ リが不足し、 予期せぬ動作が発生する可能性があ り ます。

例 次の例では、 スイ ッチ スタ ッ クにスタ ッ ク  メ ンバ番号が 2 の Catalyst 2960S-24TD スイ ッチを
プロビジ ョ ニングする方法を示します。 show running-config コマン ドの出力は、 プロビジ ョ ニ
ングされたスイ ッチに関連付けられたインターフェイスを示します。

Switch(config)# switch 2 provision WS-C2960S-24TD-L
Switch(config)# end
Switch# show running-config | include switch 2
!
interface GigabitEthernet2/0/1
!
interface GigabitEthernet2/0/2
!
interface GigabitEthernet2/0/3
<output truncated>

また、 show switch ユーザ EXEC コマン ドを入力する と、 スイ ッチ スタ ッ クのプロビジ ョ ニン
グされたステータスを表示できます。

次の例では、 スイ ッチがスタ ッ クから削除される場合に、 スタ ッ ク  メ ンバ 5 についてのすべて
の設定情報が削除される方法を示します。

Switch(config)# no switch 5 provision 

プロビジ ョ ニングされたスイ ッチが、 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンで追加または削除されたこ
と を確認するには、 show running-config 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config 現在の動作設定を表示します。

show switch スイ ッチ スタ ッ クおよびスタ ッ ク  メ ンバの情報を表示します。
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switch renumber
スタ ッ ク  メ ンバ番号を変更するには、スタ ッ ク  マスター上から  switch renumber グローバル コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。

switch current-stack-member-number renumber new-stack-member-number 

（注） このコマン ドは、LAN base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S スイ ッチのみでサポー ト さ
れています。

構文の説明

デフォルト デフォル ト のスタ ッ ク  メ ンバ番号は 1 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 他のスタ ッ ク  メ ンバがすでに指定した メ ンバ番号を使用している場合、 スタ ッ ク  マスターは、
スタ ッ ク  メ ンバを リ ロードする際に、 使用可能な一番低い番号を割り当てます。

（注） スタ ッ ク  メ ンバ番号を変更し、 新しいスタ ッ ク  メ ンバ番号がどの設定にも関連付けされてい
ない場合、 そのスタ ッ ク  メ ンバは現在の設定を廃棄して リ セッ ト を行い、 デフォル ト の設定に
戻り ます。 スタ ッ ク  メ ンバ番号および設定に関する詳細については、 ソフ ト ウェア コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

プロビジ ョ ニングされたスイ ッチでは、 switch current-stack-member-number renumber 
new-stack-member-number コマン ドを使用しないでください。 使用する と、 コマン ドは拒否され
ます。

スタ ッ ク  メ ンバを リ ロード し、 設定変更を適用するには、 reload slot current stack member 
number 特権 EXEC コマン ドを使用します。

例 次の例では、 スタ ッ ク  メ ンバ 2 のメ ンバ番号を  7 に変更する方法を示します。

Switch(config)# switch 2 renumber 7
WARNING:Changing the switch number may result in a configuration change for that switch.

current-stack-member-number 現在のスタ ッ ク  メ ンバ番号を指定します。 指定できる範囲は 
1 ～ 4 です。

renumber 
new-stack-member-number

スタ ッ ク  メ ンバに新しいスタ ッ ク  メ ンバ番号を指定します。
指定できる範囲は 1 ～ 9 です。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。
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The interface configuration associated with the old switch number will remain as a 
provisioned configuration.
Do you want to continue?[confirm]

関連コマンド コマンド 説明

reload スタ ッ ク  メ ンバを リ ロード し、 設定の変更を有効にします。

session 特定のスタ ッ ク  メ ンバにアクセスします。

switch スタ ッ ク  メ ンバのプラ イオ リ テ ィ値を変更します。

show switch スイ ッチ スタ ッ クおよびスタ ッ ク  メ ンバの情報を表示します。
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switchport access
ポー ト をスタテ ィ ッ ク  アクセスまたはダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト と して設定するには、
switchport access インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 スイ ッチ
ポー ト のモードが、 access に設定されている場合、 ポー トは指定の VLAN のメ ンバと して動作
します。 dynamic と して設定されている場合、 ポー トは受信した着信パケッ ト に基づいて、
VLAN 割り当ての検出を開始します。 アクセス  モードをスイ ッチのデフォル ト  VLAN に リ
セッ トするには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport access vlan {vlan-id | dynamic}

no switchport access vlan

構文の説明

デフォルト デフォル ト のアクセス  VLAN および ト ランク  インターフェイス  ネイテ ィブ VLAN は、 プラ ッ
ト フォームまたはインターフェイス  ハード ウェアに対応したデフォル ト  VLAN です。

ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー トは、 最初はどの VLAN のメ ンバにも属さず、 受信したパケッ ト
に基づいて割り当てを受信します。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン no switchport access コマン ドは、 アクセス  モード  VLAN をデバイスの適切なデフォル ト  
VLAN に リ セッ ト します。

switchport access vlan コマン ドを有効にするには、 事前にポー ト をアクセス  モードにする必要
があ り ます。

アクセス  ポー ト を割り当てる こ とができるのは、 1 つの VLAN だけです。

ポー ト をダイナ ミ ッ ク と して設定するには、 事前に VMPS サーバ （Catalyst 6000 シ リーズ ス
イ ッチなど） を設定する必要があ り ます。

vlan vlan-id インターフェイスを、 アクセス  モード  VLAN の VLAN ID を持つスタ
テ ィ ッ ク  アクセス  ポー ト と して設定します。 指定できる範囲は 1 ～ 
4094 です。

vlan dynamic VLAN Membership Policy Server （VMPS; VLAN メ ンバーシップ ポ リ
シー サーバ） プロ ト コルによってアクセス  モード  VLAN が決まるよ
うに指定します。 ポー ト に接続されたホス ト （複数可） の送信元 
MAC アド レスに基づいて、 ポー ト が VLAN に割り当てられます。 ス
イ ッチは、 新しい MAC アド レスを受信するたびに VMPS サーバに送
信して、 ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト に割り当てる  VLAN の名前を
取得します。 すでに、 ポー ト には VLAN が割り当てられていて、 送
信元が VMPS によって承認されている場合、 スイ ッチはパケッ ト を該
当する  VLAN に転送します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト には、 次の制限事項が適用されます。

• ソフ ト ウェアは、 Catalyst 6000 シ リーズ スイ ッチなどの VMPS をクエ リーできる  VLAN 
Query Protocol （VQP） ク ラ イアン ト を実装します。 Catalyst 2960 スイ ッチは、 VMPS 
サーバではあ り ません。 ポー ト をダイナ ミ ッ ク と して設定するには、 事前に VMPS サーバ
を設定する必要があ り ます。

• ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー トは、 エン ド  ステーシ ョ ンの接続にだけ使用します。 ブ リ ッ
ジング  プロ ト コルを使用するスイ ッチまたはルータにダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト を接
続する と、 接続が切断される こ とがあ り ます。

• STP がダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト を  STP ブロ ッキング  ステー ト にしないよ うに、 ネッ
ト ワークを設定します。 ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト では、 PortFast 機能が自動的にイ
ネーブルにな り ます。

• ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー トは、 1 つの VLAN にだけ属する こ とができ、 VLAN タギング
は使用しません。

• ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト を次のよ うに設定する こ とはできません。

- EtherChannel ポー ト  グループのメ ンバ （ダイナ ミ ッ ク  アクセス  ポー トは、 他のダイナ
ミ ッ ク  ポー ト など、 他のポー ト とはグループ化できません）

- スタテ ィ ッ ク  アド レス  エン ト リ内の送信元または宛先ポー ト

- モニタ  ポー ト

例 次の例では、 アクセス  モードで動作するスイ ッチド  ポー ト  インターフェイスが、 デフォル ト  
VLAN ではな く  VLAN 2 で動作するよ うに変更します。

Switch(config-if)# switchport access vlan 2

設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力して、
Administrative Mode 行および Operational Mode 行の情報を調べます。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces switchport ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング ポー
ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示します。

switchport mode ポー ト の VLAN メ ンバーシップ モードを設定します。
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switchport backup interface
1 組のインターフェイスで、 相互にバッ クアップを提供する  Flex Link を設定するには、 レイヤ 
2 インターフェイスで、switchport backup interface インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
コマン ドを使用します。 Flex Link 設定を削除するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport backup interface [FastEthernet interface-id | GigabitEthernet interface-id | 
Port-channel interface-id | TenGigabitEthernet interface-id] {mmu primary vlan 
interface-id | multicast fast-convergence | preemption {delay delay-time | mode} | prefer 
vlan vlan-id}

no switchport backup interface [FastEthernet interface-id | GigabitEthernet interface-id | 
Port-channel interface-id | TenGigabitEthernet interface-id] {mmu primary vlan 
interface-id | multicast fast-convergence | preemption {delay delay-time | mode} | prefer 
vlan vlan-id}

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 FastEthernet FastEthernet IEEE 802.3 ポー ト名です。 指定できる範囲は 0 ～ 9 です。

GigabitEthernet GigabitEthernet IEEE 802.3z ポー ト名です。指定できる範囲は 0 ～ 9 で
す。

Port-channel インターフェイスのイーサネッ ト  チャネルです。指定できる範囲は 0 
～ 48 です。

TenGigabitEthernet 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト名です。 指定できる範囲は 0 ～ 9 
です。

interface-id 設定されるインターフェイスへのバッ クアップ リ ンク と してレイヤ 2 
インターフェイスが機能するよ うに指定します。 このインターフェイ
スには物理インターフェイスまたはポー ト  チャネルを指定できます。
ポー ト  チャネル範囲は 1 ～ 486 です。

mmu MAC アド レス移行更新です。バッ クアップ インターフェイス  ペアの 
Mac Move Update （MMU） を設定します。

primary vlan vlan-id プラ イベー ト  VLAN プラ イマ リ  VLAN の VLAN ID。 指定できる範囲
は、 1 ～ 4,094 です。

multicast 
fast-convergence

マルチキャス ト高速コンバージェンス  パラ メータです。

preemption バッ クアップ インターフェイス  ペアのプ リエンプシ ョ ン  スキームを
設定します。

delay delay-time （任意） プ リエンプシ ョ ン遅延を指定します。 指定できる範囲は、 1 
～ 300 秒です。

mode プ リエンプシ ョ ン  モードを  bandwidth、 forced、 または off に設定しま
す。

prefer vlan vlan-id VLAN が Flex Link ペアのバッ クアップ インターフェイスで実行され
るよ うに指定します。 VLAN ID 範囲は 1 ～ 4,094 です。
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デフォルト デフォル トは、 Flex Link が定義されていません。 プ リ エンプシ ョ ン  モードはオフです。 プ リ エ
ンプシ ョ ンを行いません。 プ リ エンプシ ョ ン遅延は 35 秒に設定されています。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン Flex Link を設定する と、 1 つの リ ンクがプラ イマ リ  インターフェイス と して機能して ト ラ
フ ィ ッ クを転送し、 も う一方のインターフェイスがスタンバイ  モードにな り、 プラ イマ リ  リ
ンクがシャ ッ ト ダウンされた場合に転送を開始できるよ うに準備されます。 設定されるイン
ターフェイスはアクテ ィブ リ ンク と呼ばれ、 指定されたインターフェイスはバッ クアップ リ
ンク と して識別されます。 この機能は Spanning Tree Protocol （STP; スパニング ツ リー プロ ト
コル） の代わりに提供され、 ユーザが STP をオフにしても基本的な リ ンク冗長性を維持できま
す。

• このコマン ドは、 レイヤ 2 インターフェイスに対してだけ使用可能です。

• 任意のアクテ ィブ リ ンクに対して設定可能な Flex Link バッ クアップ リ ンクは 1 つだけで、
アクテ ィブ インターフェイス とは異なるインターフェイスでなければな り ません。

• インターフェイスが所属できる  Flex Link ペアは 1 つだけです。 インターフェイスがバッ ク
アップ リ ンクになるのは、 1 つのアクテ ィブ リ ンクに対してだけです。 アクテ ィブ リ ンク
は別の Flex Link ペアに属する こ とはできません。

• バッ クアップ リ ンクはアクテ ィブ リ ンク と同じ タ イプ （たとえばファス ト  イーサネッ ト
やギガビッ ト  イーサネッ ト ） でな く てもかまいません。 ただし、 スタンバイ  リ ンクが ト ラ
フ ィ ッ ク転送を開始した場合にループが発生した り動作が変更した り しないよ うに、 両方
の Flex Link を同様の特性で設定する必要があ り ます。

• いずれの リ ンク も  EtherChannel に属するポー ト にはなれません。 ただし、 2 つのポー ト  
チャネル （EtherChannel 論理インターフェイス） を  Flex Link と して設定できます。 また、
ポー ト  チャネルか物理インターフェイスのいずれか一方をアクテ ィブ リ ンクにして、 ポー
ト  チャネルと物理インターフェイスポー ト を  Flex Link と して設定できます。

• STP がスイ ッチに設定されている場合、Flex Link はすべての有効な VLAN で STP に参加し
ません。 STP が動作していない場合、 設定されている ト ポロジでループが発生していない
こ と を確認して ください。

off （任意） バッ クアップからアクテ ィブへ移行する際、 プ リエンプシ ョ
ンを行わないよ うに指定します。

delay delay-time （任意） プ リエンプシ ョ ン遅延を指定します。 指定できる範囲は、 1 
～ 300 秒です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(25)SEE preemption、 mode、 forced、 bandwidth、 off、 および delay キーワー
ドが追加されました。

12.2(37)SE prefer vlan キーワードが追加されました。

12.2(44)SE multicast、 fast-convergence、 delay、 mode、 prefer、 および vlan キー
ワードが追加されました。
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例 次の例では、 2 つのインターフェイスを  Flex Link と して設定する例を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(conf)# interface fastethernet1/0/1
Switch(conf-if)# switchport backup interface fastethernet1/0/2
Switch(conf-if)# end

次の例では、 常にバッ クアップのプ リ エンプシ ョ ンを行う よ う フ ァ ス ト  イーサネッ ト  イン
ターフェイスを設定する方法を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(conf)# interface fastethernet1/0/1
Switch(conf-if)# switchport backup interface fastethernet1/0/2 preemption forced
Switch(conf-if)# end

次の例では、 ファ ス ト  イーサネッ ト  インターフェイスのプ リ エンプシ ョ ン遅延時間を設定す
る方法を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(conf)# interface fastethernet1/0/1
Switch(conf-if)# switchport backup interface fastethernet1/0/2 preemption delay 150
Switch(conf-if)# end

次の例では、MMU プラ イマ リ  VLAN と してファス ト  イーサネッ ト  インターフェイスを設定す
る方法を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(conf)# interface fastethernet1/0/1
Switch(conf-if)# switchport backup interface fastethernet1/0/2 mmu primary vlan 1021
Switch(conf-if)# end

設定を確認するには、 show interfaces switchport backup 特権 EXEC コマン ドを入力します。

次の例では、 優先 VLAN の設定方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet 1/0/6
Switch(config-if)# switchport backup interface gigabitethernet 1/0/8 prefer vlan 
60,100-120

設定を確認するには、 show interfaces switchport backup 特権 EXEC コマン ドを入力します。

この例では、 VLAN 60 および 100 ～ 120 がスイ ッチに設定されています。

Switch(config)# interface gigabitEthernet 1/0/6
Switch(config-if)# switchport backup interface gigabitEthernet 1/0/8 prefer vlan 
60,100-120

両方のインターフェイスが動作中の場合は、Gi1/0/6 が VLAN 1 ～ 50 の ト ラフ ィ ッ クを転送し、
Gi1/0/8 が VLAN 60 および 100 ～ 120 の ト ラフ ィ ッ クを転送します。

Switch# show interfaces switchport backup
Switch Backup Interface Pairs:

Active Interface        Backup Interface        State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet1/0/6 GigabitEthernet1/0/8 Active Up/Backup Up

Vlans Preferred on Active Interface: 1-50
Vlans Preferred on Backup Interface: 60, 100-120

Flex Link インターフェイスがダウンする と （LINK_DOWN）、 このインターフェイスで優先さ
れる  VLAN は、 Flex Link ペアのピア インターフェイスに移動します。 この例では、 インター
フェイス  Gi1/0/6 がダウンして、 Gi1/0/8 が Flex Link ペアのすべての VLAN を引き継ぎます。
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Switch# show interfaces switchport backup
Switch Backup Interface Pairs:

Active Interface        Backup Interface        State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet1/0/6 GigabitEthernet1/0/8 Active Down/Backup Up

Vlans Preferred on Active Interface: 1-50
Vlans Preferred on Backup Interface: 60, 100-120

Flex Link インターフェイスがアップになる と、 このインターフェイスで優先される  VLAN はピ
ア インターフェイスでブロ ッ ク され、 アップしたインターフェイスでフォワーディ ング  ス
テー ト にな り ます。 この例では、 インターフェイス  Gi1/0/6 がアップになる と、 このインター
フェイスで優先される  VLAN はピア インターフェイス  Gi1/0/8 でブロ ッ ク され、Gi1/0/6 で転送
されます。

Switch# show interfaces switchport backup
Switch Backup Interface Pairs:

Active Interface        Backup Interface        State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet1/0/6 GigabitEthernet1/0/8       Active Up/Backup Up

Vlans Preferred on Active Interface: 1-50
Vlans Preferred on Backup Interface: 60, 100-120

次の例では、 マルチキャス ト高速コンバージェンスをインターフェイス  Gi1/0/11 で設定する方
法を示します。

Switch# configure terminal 
Switch(config)# interface gigabitEthernet 1/0/11
Switch(config-if)# switchport backup interface gigabitEthernet 1/0/12 multicast 
fast-convergence
Switch(config-if)# end
 

設定を確認するには、 show interfaces switchport backup detail 特権 EXEC コマン ドを入力しま
す。

 
Switch# show interfaces switchport backup detail 
 
Switch Backup Interface Pairs:
 
Active Interface        Backup Interface        State
------------------------------------------------------------------------
GigabitEthernet1/0/11 GigabitEthernet1/0/12     Active Up/Backup Standby
        Preemption Mode  : off
        Multicast Fast Convergence  : On
        Bandwidth : 1000000 Kbit (Gi1/0/11), 1000000 Kbit (Gi1/0/12)
        Mac Address Move Update Vlan : auto

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces [interface-id] 
switchport backup

スイ ッチまたは指定したインターフェイスに設定されている  
Flex Link とそのステータスを表示します。
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switchport block
不明なマルチキャス ト またはユニキャス ト のパケッ ト が転送されないよ うにするには、
switchport block インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 未知のマ
ルチキャス ト またはユニキャス ト  パケッ ト の転送を許可するには、 このコマン ドの no 形式を
使用します。

switchport block {multicast | unicast}

no switchport block {multicast | unicast}

構文の説明

デフォルト 不明なマルチキャス トおよびユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クはブロ ッ ク されていません。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン デフォル ト では、 不明な MAC アド レスを持つすべての ト ラフ ィ ッ クがすべてのポー ト に送信
されます。 保護ポー ト または非保護ポー ト上の不明なマルチキャス ト またはユニキャス ト  ト ラ
フ ィ ッ クをブロ ッ クする こ とができます。 不明なマルチキャス ト またはユニキャス ト  ト ラ
フ ィ ッ クが保護ポー ト でブロ ッ ク されない場合、 セキュ リ テ ィに問題のある場合があ り ます。

マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クでは、ポー ト  ブロ ッキング機能は純粋なレイヤ 2 パケッ ト だけを
ブロ ッ ク します。 ヘッダーに IPv4 または IPv6 の情報を含むマルチキャス ト  パケッ トはブロ ッ
ク されません。

不明なマルチキャス ト またはユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クのブロ ッ クは、 保護ポー ト上で自動的
にイネーブルにはな り ません。 明示的に設定する必要があ り ます。

パケッ ト のブロ ッ クに関する情報は、 この リ リースに対応する ソフ ト ウェア コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

例 次の例では、 インターフェイス上で不明なユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ クする方法を示
します。

Switch(config-if)# switchport block unicast

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

multicast 不明なマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ クするよ う指定します。

（注） 純粋なレイヤ 2 マルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ クだけがブロ ッ ク
されます。 ヘッダーに IPv4 または IPv6 の情報を含むマルチ
キャス ト  パケッ トはブロ ッ ク されません。

unicast 不明なユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クをブロ ッ クするよ う指定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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関連コマンド コマンド 説明

show interfaces switchport ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング ポー
ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示します。
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switchport host
ホス ト接続のためにポー ト を最適化するには、 switchport host インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 システム上への影響をな くすには、 このコマン ドの no 形
式を使用します。

switchport host 

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト ポー ト のデフォル トは、 ホス トへの接続が最適化されていません。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン ホス ト接続のためポー ト を最適化するには、 switchport host コマン ドで、 アクセスするスイ ッ
チ ポー ト  モードを設定し、 スパニング  ツ リー PortFast をイネーブルにして、 チャネル グルー
ピングをディセーブルにします。 エン ド  ステーシ ョ ンにだけこの設定を適用する こ とができま
す。

スパニング  ツ リー PortFast はイネーブルであるため、 switchport host コマン ドをシングルホス
ト と接続するポー ト にだけ入力します。 その他のスイ ッチ、 ハブ、 コンセン ト レータ、 または
ブ リ ッジと  fast-start ポー ト を接続する と、 一時的にスパニング ツ リー ループが発生する こ と
があ り ます。

switchport host コマン ドをイネーブルにし、 パケッ ト転送の開始における遅延時間を減少させ
る こ とができます。

例 次の例では、 ポー ト のホス ト接続の設定を最適化する方法を示します。

Switch(config-if)# switchport host 
switchport mode will be set to access 
spanning-tree portfast will be enabled 
channel group will be disabled 
Switch(config-if)# 

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show interfaces switchport スイ ッチポー ト  モードを含む、 スイ ッチング ポー ト の管理ス
テータスおよび動作ステータスを表示します。
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switchport mode
ポー ト の VLAN メ ンバーシップ モードを設定するには、 switchport mode インターフェイス  コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力します。 モードをデバイスの適切なデフォル ト設定に リ
セッ トするには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport mode {access | dynamic {auto | desirable} | trunk}

no switchport mode {access | dynamic | trunk}

構文の説明

デフォルト デフォル ト  モードは dynamic auto です。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン access または trunk キーワードによる設定が有効となるのは、 switchport mode コマン ドを使用
して、 適切なモードでポー ト を設定した場合のみです。 スタテ ィ ッ ク  アクセスおよび ト ランク
の設定は保存されますが、 同時にアクテ ィブにできるのはいずれかの設定だけです。

access モードを開始する と、 インターフェイスは永続的な非 ト ランキング  モードにな り、 ネイ
バー インターフェイスが リ ンクから非 ト ランク  リ ンクへの変換に合意しない場合でも、 この
変換を行う よ うにネゴシエー ト します。

access アクセス  モード （switchport access vlan インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドの設定に応じて、 スタテ ィ ッ ク  アクセスまたはダ
イナ ミ ッ ク  アクセスのいずれか） を設定します。 ポー トは無条件にアク
セスするよ うに設定され、 非カプセル化 （タグなし） フレームを送受信
する単一の非 ト ランク  VLAN インターフェイス と して動作します。 アク
セス  ポー ト を割り当てる こ とができるのは、 1 つの VLAN だけです。

dynamic auto インターフェイス  ト ランキング モード  ダイナ ミ ッ ク  パラ メータを  auto 
に設定して、 インターフェイスが リ ンクを ト ランク  リ ンクに変換するよ
うに指定します。 これがデフォル ト のスイ ッチポー ト  モードにな り ま
す。

dynamic desirable インターフェイス  ト ランキング モード  ダイナ ミ ッ ク  パラ メータを  
desirable に設定して、 インターフェイスが リ ンクを ト ランク  リ ンクにア
クテ ィブに変換するよ うに指定します。

trunk 無条件にポー ト を ト ランクに設定します。 ポー トは VLAN レイヤ 2 イン
ターフェイスを ト ランキングします。 ポー トは、 送信元の VLAN を識別
するカプセル化 （タグ付き） フレームを送受信します。 ト ランクは、 2 
つのスイ ッチ間、 またはスイ ッチとルータ間のポイン ト ツーポイン ト  リ
ンクです。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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trunk モードを入力する と、 インターフェイスは永続的な ト ランキング  モードにな り、 接続先
のインターフェイスが リ ンクから ト ランク  リ ンクへの変換に合意しない場合でも、 この変換を
行う よ うにネゴシエー ト します。

dynamic auto モードを入力した場合に、近接インターフェイスが trunk または desirable モード
に設定される と、 インターフェイスは リ ンクを ト ランク  リ ンクに変換します。

dynamic desirable モードを入力した場合に、 近接インターフェイスが trunk、 desirable、 また
は auto モードに設定される と、 インターフェイスは ト ランク  インターフェイスにな り ます。

ト ランキングを自動ネゴシエーシ ョ ンするには、 インターフェイスが同じ  VLAN Trunking 
Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル） ド メ インに存在する必要があ り ます。 ト ラン
ク  ネゴシエーシ ョ ンは、 ポイン ト ツーポイン ト  プロ ト コルである  Dynamic Trunking Protocol
（DTP; ダイナ ミ ッ ク  ト ランキング プロ ト コル） によって管理されます。 ただし、 一部のイン
ターネッ ト ワーキング デバイスによって DTP フレームが不正に転送されて、 矛盾した設定と
なる場合があ り ます。 この事態を避けるには、 DTP をサポー ト しない装置に接続されたイン
ターフェイスが DTP フレームを転送しないよ うに、 つま り  DTP をオフにするよ うに設定する
必要があ り ます。

• これらの リ ンク上で ト ランキングを行わない場合は、 switchport mode access インターフェ
イス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 ト ランキングをディセーブルにしま
す。

• DTP をサポー ト していない装置で ト ランキングをイネーブルにするには、 switchport mode 
trunk および switchport nonegotiate インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
使用して、 インターフェイスが ト ランクになっても  DTP フレームを生成しないよ うに設定
します。

アクセス  ポー ト と ト ランク  ポー トは、 相互に排他的な関係にあ り ます。

IEEE 802.1x 機能は、 次の方法でスイ ッチポー ト  モードに作用します。

• ト ランク  ポー ト で IEEE 802.1x をイネーブルにしよ う とする と、 エラー メ ッセージが表示
され、 IEEE 802.1x はイネーブルにな り ません。 IEEE 802.1x 対応ポー ト のモードを ト ラン
クに変更しよ う と しても、 ポー ト  モードは変更されません。

• ポー ト設定で IEEE 802.1x を  dynamic auto または dynamic desirable にイネーブルにしよ う
とする と、 エラー メ ッセージが表示され、 IEEE 802.1x はイネーブルにな り ません。 IEEE 
802.1x 対応ポー ト のモードを  dynamic auto または dynamic desirable に変更しよ う と して
も、 ポー ト  モードは変更されません。

• ダイナ ミ ッ ク  アクセス （VLAN Query Protocol （VQP）） ポー ト で IEEE 802.1x をイネーブル
にしよ う とする と、 エラー メ ッセージが表示され、 IEEE 802.1x はイネーブルにな り ませ
ん。 IEEE 802.1x 対応ポー ト を変更してダイナ ミ ッ ク  VLAN を割り当てよ う と しても、 エ
ラー メ ッセージが表示され、 VLAN 設定は変更されません。

例 次の例では、 ポー ト をアクセス  モードに設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# switchport mode access

次の例では、 ポー ト を  dynamic desirable モードに設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# switchport mode dynamic desirable

次の例では、 ポー ト を ト ランク  モードに設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# switchport mode trunk
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設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力して、
Administrative Mode 列および Operational Mode 列を調べます。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces switchport ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング 
ポー ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示します。

switchport access ポー ト をスタテ ィ ッ ク  アクセス  ポー ト またはダイナ ミ ッ ク  ア
クセス  ポー ト と して設定します。

switchport trunk インターフェイスが ト ランキング モードの場合、 ト ランクの
特性を設定します。
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switchport nonegotiate
レイヤ 2 インターフェイス上で Dynamic Trunking Protocol（DTP; ダイナ ミ ッ ク  ト ランキング プ
ロ ト コル） ネゴシエーシ ョ ン  パケッ ト が送信されないよ うに指定するには、 switchport 
nonegotiate インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 スイ ッチは、
このインターフェイス上で DTP ネゴシエーシ ョ ンを行いません。 デフォル ト設定に戻すには、
このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport nonegotiate

no switchport nonegotiate

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デフォル ト では、 ト ランキング ステータスを学習するために、 DTP ネゴシエーシ ョ ンを使用し
ます。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン nonegotiate ステータスを解除するには、 switchport nonegotiate コマン ドの no 形式を使用しま
す。

このコマン ドが有効なのは、 インターフェイス  スイ ッチポー ト  モードがアクセスまたは ト ラ
ンク （switchport mode access または switchport mode trunk インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドで設定） の場合だけです。 dynamic （auto または desirable） モードでこの
コマン ドを実行しよ う とする と、 エラーが返されます。

DTP をサポー ト しないインターネッ ト ワーキング  デバイスでは、 DTP フレームが正し く転送
されず、 設定に矛盾が生じる こ とがあ り ます。 この問題を回避するには、 switchport 
nonegotiate コマン ドを使用して DTP をオフにし、 DTP をサポー ト していないデバイスに接続
されたインターフェイスが DTP フレームを転送しないよ うに設定します。

switchport nonegotiate コマン ドを入力した場合、 このインターフェイスでは DTP ネゴシエー
シ ョ ン  パケッ ト が送信されません。 デバイスが ト ランキングを実行するかど うかは、 mode パ
ラ メータ （access または trunk） によって決ま り ます。

• これらの リ ンク上で ト ランキングを行わない場合は、 switchport mode access インターフェ
イス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 ト ランキングをディセーブルにしま
す。

• DTP をサポー ト していないデバイスでの ト ランキングをイネーブルにするには、
switchport mode trunk および switchport nonegotiate インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドを使用して、 インターフェイスが ト ランクになっても  DTP フレームを生成
しないよ うに設定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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例 次の例では、 ポー ト に対して ト ランキング  モードのネゴシエー ト を制限し、 （モードの設定に
応じて） ト ランク  ポー ト またはアクセス  ポー ト と して動作させる方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# switchport nonegotiate

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces switchport ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング ポー
ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示します。

switchport mode ポー ト の VLAN メ ンバーシップ モードを設定します。
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switchport port-security
インターフェイス上のポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにするには、キーワードを指定せずに 
switchport port-security インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
キーワードを指定する と、 セキュア MAC アド レス、 ステ ィ ッキ MAC アド レス  ラーニング、
セキュア MAC アド レスの最大数、 または違反モードが設定されます。 ポー ト  セキュ リ テ ィ を
ディセーブルにした り、 またはパラ メータをデフォル ト状態に戻すには、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

switchport port-security [mac-address mac-address [vlan {vlan-id | {access | voice}}] | 
mac-address sticky [mac-address | vlan {vlan-id | {access | voice}}]] [maximum value [vlan 
{vlan-list | {access | voice}}]] 

no switchport port-security [mac-address mac-address [vlan {vlan-id | {access | voice}}] | 
mac-address sticky [mac-address | vlan {vlan-id | {access | voice}}]] [maximum value [vlan 
{vlan-list | {access | voice}}]] 

switchport port-security [aging] [violation {protect | restrict | shutdown | shutdown vlan}]

no switchport port-security [aging] [violation {protect | restrict | shutdown | shutdown vlan}]

構文の説明 aging （任意） switchport port-security aging コマン ドを参照して くださ
い。

mac-address mac-address （任意） 48 ビッ ト  MAC アド レスを入力して、 インターフェイス
のセキュア MAC アド レスを指定します。設定された最大数まで、
セキュア MAC アド レスを追加できます。

vlan vlan-id （任意） ト ランク  ポー ト上でだけ、 VLAN ID および MAC アド レ
スを指定します。 VLAN ID を指定しない場合は、 ネイテ ィブ 
VLAN が使用されます。

vlan access （任意） アクセス  ポー ト でだけ、 VLAN をアクセス  VLAN と して
指定します。

vlan voice （任意） アクセス  ポー ト でだけ、 VLAN を音声 VLAN と して指定
します。

（注） voice キーワードは、 音声 VLAN がポー ト に設定されてそ
のポー ト がアクセス  VLAN でない場合に限り利用可能で
す。

mac-address sticky 
[mac-address]

（任意） インターフェイスのステ ィ ッキ ラーニングをイネーブル
にするには、 mac-address sticky キーワードのみを入力します。
ステ ィ ッキ ラーニングをイネーブルにする と、 インターフェイ
スは動的に学習したすべてのセキュア MAC アド レスを実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンに追加して、 これらのアド レスをステ ィ ッキ 
セキュア MAC アド レスに変換します。

（任意） mac-address を入力し、 ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レ
スを指定します。
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maximum value （任意） インターフェイスのセキュア MAC アド レスの最大数を設
定します。 スイ ッチ スタ ッ クで設定できるセキュア MAC アド レ
スの最大数は、 システムで使用が許可されている  MAC アド レス
の最大数によって決ま り ます。 この数字は、 インターフェイスで
設定された他のレイヤ 2 機能やその他のセキュア MAC アド レス
など、 利用可能な MAC アド レスの合計数を示します。

デフォル ト の設定は 1 です。

vlan [vlan-list] （任意） ト ランク  ポー ト に対して、 VLAN のセキュア MAC アド
レスの最大数を設定できます。 vlan キーワードが入力されていな
い場合、 デフォル ト値が使用されます。

• vlan ： VLAN ご とに最大値を設定します。

• vlan vlan-list ： VLAN 範囲、 または一連の VLAN 内の VLAN 
ごとに最大値を設定します。 VLAN 範囲はハイフン、 一連の 
VLAN はカンマで区切り ます。 VLAN を指定しない場合、
VLAN ご との最大値が使用されます。

violation （任意） セキュ リ テ ィ違反モード、 またはポー ト  セキュ リ テ ィに
違反した場合に実行するアクシ ョ ンを設定します。 デフォル トは 
shutdown です。

protect セキュ リ テ ィ違反保護モードを設定します。 このモードでは、
ポー ト のセキュア MAC アド レス数がポー ト で許可されている最
大数に到達した場合、 不明な送信元アド レスのパケッ トはド ロ ッ
プされます。 ド ロ ップする こ とでセキュア MAC アド レス数を上
限よ り も少な くするか、 許容できるアド レスの最大数を増やさな
い限り、 この状態が続きます。 セキュ リ テ ィ違反が起こっても、
ユーザには通知されません。

（注） ト ランク  ポー ト に protect モードを設定する こ とは推奨し
ません。 保護モードでは、 ポー ト が最大数に達していな
く ても  VLAN が保護モードの最大数に達する と、 ラーニ
ングがディセーブルにな り ます。

restrict セキュ リ テ ィ違反制限モードを設定します。 このモードでは、 セ
キュア MAC アド レス数がポー ト で許可されている最大数に到達
した場合、 不明な送信元アド レスのパケッ トはド ロ ップされま
す。 セキュア MAC アド レス数を上限よ り も少な くするか、 許容
できるアド レスの最大数を増やさない限り、 この状態が続きま
す。 SNMP ト ラ ップが送信されます。 syslog メ ッセージがロギン
グされ、 違反カウンタが増加します。

shutdown セキュ リ テ ィ違反シャ ッ ト ダウン  モードを設定します。 この
モードでは、 違反が発生し、 ポー ト の LED がオフになる と、 イ
ンターフェイスが errdisable の状態にな り ます。 SNMP ト ラ ップ
が送信されます。 syslog メ ッセージがロギングされ、 違反カウン
タが増加します。セキュア ポー ト が errdisable ステー ト の場合は、
errdisable recovery cause psecure-violation グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力してこのステー ト を解除した り、
shutdown および no shut down インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを入力した り して、 手動で再びイネーブル
にする こ とができます。

shutdown vlan VLAN ご とのシャ ッ ト ダウンにセキュ リ テ ィ違反モードを設定し
ます。 このモードでは、 違反が発生した VLAN だけが errdisable 
にな り ます。
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デフォルト デフォル ト では、 ポー ト  セキュ リ テ ィはディセーブルです。

ポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにしてキーワードを入力しない場合、デフォル ト のセキュア 
MAC アド レスの最大数は 1 です。

デフォル ト の違反モードは、 shutdown です。

ステ ィ ッキ ラーニングはディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン セキュア ポー ト に関する制限事項は、 次のとおりです。

• セキュア ポー トはアクセス  ポー ト または ト ランク  ポー ト にする こ とはできますが、 ダイ
ナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト には設定できません。

• セキュア ポー トは保護ポー ト にはできません。

• セキュア ポー ト をスイ ッチド  ポー ト  アナラ イザ （SPAN） の宛先ポー ト にする こ とはでき
ません。

• セキュア ポー ト を  Fast EtherChannel または Gigabit EtherChannel ポー ト  グループに含める
こ とはできません。

• 音声 VLAN では、 スタテ ィ ッ ク  セキュアまたはステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスを設定
できません。

• 音声 VLAN が設定されたインターフェイス上でポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにする場
合は、 ポー ト の最大セキュア アド レス許容数を  2 に設定します。 ポー ト を  Cisco IP Phone 
に接続する場合は、 IP Phone に MAC アド レスが 1 つ必要です。 Cisco IP Phone のアド レス
は音声 VLAN 上で学習されますが、 アクセス  VLAN 上では学習されません。 1 台の PC を  
Cisco IP Phone に接続する場合、 MAC アド レスの追加は必要あ り ません。 2 台以上の PC を  
Cisco IP Phone に接続する場合、 各 PC に 1 つ、 さ らに Cisco IP Phone に 1 つ割り当てるよ
う十分なセキュア アド レスを設定する必要があ り ます。

• 音声 VLAN はアクセス  ポー ト上でだけサポー ト されます。 ト ランク  ポー ト上ではサポー
ト されません。

• インターフェイスのセキュア アド レスの最大値を入力する場合、 新しい値が前回の値よ り
大きいと、 新しい値によって前回の設定値が上書き されます。 新しい値が前回の値よ り小
さ く、 インターフェイスで設定されているセキュア アド レス数が新しい値よ り大きい場
合、 コマン ドは拒否されます。

• スイ ッチはステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスのポー ト  セキュ リ テ ィ  エージングをサポー
ト していません。

セキュア MAC アド レスの最大値がアド レス  テーブルに存在し、 アド レス  テーブルに存在しな
い MAC アド レスを持つステーシ ョ ンがインターフェイスにアクセスし よ う と した場合、 また
は別のセキュア ポー ト のセキュア MAC アド レス と して設定された MAC アド レスを持つス
テーシ ョ ンがインターフェイスにアクセスし よ う と した場合に、 セキュ リ テ ィ違反が起こ り ま
す。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(35)SE shutdown vlan キーワードが追加されました。
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セキュア ポー ト が errdisable ステー ト の場合は、 errdisable recovery cause psecure-violation グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力して、 このステー ト から回復させる こ とが
できます。 shutdown および no shut down インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を入力するか、 clear errdisable interface 特権 EXEC コマン ドを使用して、 ポー ト を手動で再び
イネーブルにする こ とができます。

アド レスの最大数を  1 に設定し、 接続されたデバイスの MAC アド レスを設定する と、 確実に
デバイスがポー ト の帯域幅を完全に使用できます。

インターフェイスのセキュア アド レスの最大値を入力する と、 次の事象が発生します。

• 新しい値が前回の値よ り大きい場合、 新しい値によって前回の設定値が上書き されます。

• 新しい値が前回の値よ り小さ く、 インターフェイスで設定されているセキュア アド レス数
が新しい値よ り大きい場合、 コマン ドは拒否されます。

ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスには、 次の特性があ り ます。

• switchport port-security mac-address sticky インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマ
ン ドを使用して、 インターフェイス上でステ ィ ッキ ラーニングをイネーブルにした場合、
インターフェイスはすべてのダイナ ミ ッ ク  セキュア MAC アド レスを （ステ ィ ッキ ラーニ
ングがイネーブルになる前にダイナ ミ ッ クに学習されたアド レスも含め）、 ステ ィ ッキ  セ
キュア MAC アド レスに変換し、 すべてのステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスを実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンに追加します。

• no switchport port-security mac-address sticky インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
コマン ドを使用して、 ステ ィ ッキ ラーニングをディセーブルする場合、 または実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンを削除する場合は、 ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスは実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンの一部に残り ますが、 アド レス  テーブルからは削除されます。 削除さ
れたアド レスはダイナ ミ ッ クに再設定する こ とができ、 ダイナ ミ ッ ク  アド レス と してアド
レス  テーブルに追加されます。

• switchport port-security mac-address sticky mac-address インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用して、 ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスを設定する場合、 ア
ド レスはアド レス  テーブルと実行コンフ ィギュレーシ ョ ンに追加されます。 ポー ト  セキュ
リ テ ィがディセーブルの場合、 ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスは実行コンフ ィギュ
レーシ ョ ンに残り ます。

• ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスがコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存されている
と、 スイ ッチの再起動時、 またはインターフェイスのシャ ッ ト ダウン時に、 インターフェ
イスはこれらのアド レスを再学習しな く てすみます。 ステ ィ ッキ セキュア アド レスを保存
しない場合、 アド レスは失われます。 ステ ィ ッキ ラーニングがディセーブルの場合、 ス
テ ィ ッキ セキュア MAC アド レスはダイナ ミ ッ ク  セキュア アド レスに変換され、 実行コン
フ ィギュレーシ ョ ンから削除されます。

• ステ ィ ッキ ラーニングをディセーブルにして、 switchport port-security mac-address sticky 
mac-address インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力した場合、 エラー 
メ ッセージが表示され、 ステ ィ ッキ セキュア MAC アド レスは実行コンフ ィギュレーシ ョ
ンに追加されません。

例 次の例では、 ポー ト でポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにし、 セキュア アド レスの最大数を  5 
に設定する方法を示します。 違反モードはデフォル ト で、 セキュア MAC アド レスは設定され
ていません。

Switch(config)# interface gigabitethernet 2/0/2
Switch(config-if)# switchport mode access
Switch(config-if)# switchport port-security
Switch(config-if)# switchport port-security maximum 5
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次の例では、 ポー ト でセキュア MAC アド レス と  VLAN ID を設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet 2/0/2
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# switchport port-security
Switch(config-if)# switchport port-security mac-address 1000.2000.3000 vlan 3

次の例では、 ステ ィ ッキ ラーニングをイネーブルにして、 ポー ト上で 2 つのステ ィ ッキ セキュ
ア MAC アド レスを入力する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet 2/0/2
Switch(config-if)# switchport port-security mac-address sticky 
Switch(config-if)# switchport port-security mac-address sticky 0000.0000.4141
Switch(config-if)# switchport port-security mac-address sticky 0000.0000.000f

次の例では、 違反が発生した場合に VLAN だけをシャ ッ ト ダウンするよ うにポー ト を設定する
方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet 2/0/2
Switch(config)# switchport port-security violation shutdown vlan

設定を確認するには、 show port-security 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

clear port-security MAC アド レス  テーブルからスイ ッチ上またはインターフェイ
ス上の特定のタイプのセキュア アド レスまたはすべてのセ
キュア アド レスを削除します。

show port-security address スイ ッチで設定されているすべてのセキュア アド レスを表示

します。

show port-security 
interface interface-id

スイ ッチまたは指定されたインターフェイスのポー ト  セキュ

リ テ ィ設定を表示します。
2-772
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  switchport port-security aging
switchport port-security aging
セキュア アド レス  エン ト リ のエージング タ イムおよびタイプを設定した り、 特定のポー ト の
セキュア アド レスのエージング動作を変更するには、 switchport port-security aging インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ポー ト  セキュ リ テ ィのエージング
をディセーブルにした り、 またはパラ メータをデフォル ト状態に戻すには、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

switchport port-security aging {static | time time | type {absolute | inactivity}}

no switchport port-security aging {static | time | type}

構文の説明

デフォルト ポー ト  セキュ リ テ ィ  エージング機能はディセーブルです。 デフォル ト の時間は 0 分です。

デフォル ト のエージング  タ イプは absolute です。

デフォル ト のスタテ ィ ッ ク  エージング動作はディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 特定のポー ト のセキュア アド レス  エージングをイネーブルにするには、 ポー ト  エージング  タ
イムを  0 以外の値に設定します。

特定のセキュア アド レスに時間を限定してアクセスできるよ うにするには、 エージング  タ イ
プを  absolute に設定します。 エージング  タ イムの期限が切れる と、 セキュア アド レスが削除
されます。

継続的にアクセスできるセキュア アド レス数を制限するには、 エージング  タ イプを  inactivity 
に設定します。 このよ うにする と、 非アクテ ィブになったセキュア アド レスが削除され、 他の
アド レスがセキュアになる こ とができます。

static このポー ト に静的に設定されたセキュア アド レスのエージングをイ
ネーブルにします。

time time このポー ト のエージング  タ イムを指定します。 指定できる範囲は 0 ～ 
1440 分です。 time が 0 の場合、 このポー ト のエージングはディセーブ
ルです。

type エージング  タ イプを設定します。

absolute absolute エージング  タ イプを設定します。 このポー ト のすべてのセキュ
ア アド レスは、 指定された時間 （分） が経過した後に期限切れとな り、
セキュア アド レス  リ ス ト から削除されます。

inactivity inactivity エージング タ イプを設定します。 指定された時間内にセキュ
ア送信元アド レスからのデータ  ト ラフ ィ ッ クがない場合だけ、 この
ポー ト のセキュア アド レスが期限切れにな り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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セキュア アド レスへのアクセス制限を解除するには、 セキュア アド レス と して設定し、 no 
switchport port-security aging static インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用
して、 静的に設定されたセキュア アド レスのエージングをディセーブルにします。

例 次の例では、 ポー ト のすべてのセキュア アド レスに対して、 エージング  タ イプを  absolute、
エージング タ イムを  2 時間に設定します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/1
Switch(config-if)# switchport port-security aging time 120

次の例では、 ポー ト に設定されたセキュア アド レスに対して、 エージング  タ イプを  inactivity、
エージング タ イムを  2 分に設定します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport port-security aging time 2 
Switch(config-if)# switchport port-security aging type inactivity 
Switch(config-if)# switchport port-security aging static

次の例では、 設定されたセキュア アド レスのエージングをディセーブルにする方法を示しま
す。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# no switchport port-security aging static

関連コマンド コマンド 説明

show port-security ポー ト に定義されたポー ト  セキュ リ テ ィ設定を表示します。

switchport port-security ポー ト上でポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにし、 ポー ト の使用
対象をユーザ定義のステーシ ョ ン  グループに制限し、 セキュア 
MAC アド レスを設定します。
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switchport priority extend
着信タグなしフレームのポー ト  プラ イオ リ テ ィ を設定した り、 指定のポー ト に接続された IP 
Phone が受信するフレームのプラ イオ リ テ ィ を設定した りするには、 switchport priority extend 
インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すに
は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport priority extend {cos value | trust}

no switchport priority extend

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト ポー ト で受信したタグなしフレームには、デフォル ト  ポー ト  プラ イオ リ テ ィは、 CoS 値 0 で設
定されています。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  

コマンド履歴

使用上のガイドライン 音声 VLAN をイネーブルにした場合、 スイ ッチを設定して、 Cisco Discovery Protocol （CDP）
パケッ ト を送信し、 Cisco IP Phone のアクセス  ポー ト に接続される装置からデータ  パケッ ト を
送信する方法を  IP Phone に指示できます。 Cisco IP Phone に設定を送信するには、 Cisco IP 
Phone に接続しているスイ ッチ ポー ト の CDP をイネーブルにする必要があ り ます （デフォル
ト では、 CDP はすべてのスイ ッチ インターフェイスでグローバルにイネーブルです）。

スイ ッチ アクセス  ポー ト上で音声 VLAN を設定する必要があ り ます。

音声 VLAN をイネーブルにする前に、 mls qos グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
入力してスイ ッチの Quality of Service （QoS） をイネーブルにし、 mls qos trust cos インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力して、 信頼するよ うにポー ト信頼状態を設
定する こ と を推奨します。

cos value PC から受信したか、 または指定した Class of Service （CoS） 値を持つ接続装
置から受信した IEEE 802.1p プラ イオ リ テ ィ を上書きするよ う  IP Phone ポー
ト を設定します。指定できる範囲は 0 ～ 7 です。 7 が最も高いプラ イオ リ テ ィ
です。 デフォル トは 0 です。

trust PC または接続装置から受信した IEEE 802.1p プラ イオ リ テ ィ を信頼するよ う
に IP Phone のポー ト を設定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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例 次の例では、 受信した IEEE 802.1p プラ イオ リ テ ィ を信頼するよ うに、 指定されたポー ト に接
続された IP Phone を設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport priority extend trust

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces スイ ッチング ポー ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示
します。

switchport voice vlan ポー ト に音声 VLAN を設定します。
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switchport protected
同じスイ ッチの他の保護ポー ト から送信されるレイヤ 2 のユニキャス ト 、 マルチキャス ト 、 お
よびブロードキャス ト  ト ラフ ィ ッ クを分離するには、 switchport protected インターフェイス  
コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ポー ト で保護をディセーブルにするには、 こ
のコマン ドの no 形式を使用します。

switchport protected

no switchport protected 

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト 保護ポー トは定義されていません。 すべてのポー ト が保護されていません。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチポー ト保護機能はスイ ッチ内に限定され、 同一スイ ッチ上の保護ポー ト間では、 レイ
ヤ 3 デバイスを介してだけ通信できます。 異なるスイ ッチ上の保護ポート間の通信を禁止する
には、 各スイ ッチの保護ポー ト を一意の VLAN に設定し、 そのスイ ッチ間に ト ランク  リ ンク
を設定する必要があ り ます。 保護ポー トはセキュア ポー ト とは異な り ます。

保護ポー トは、 同様に保護ポー ト になっている他のポー ト に対して、 ユニキャス ト 、 マルチ
キャス ト 、 またはブロードキャス ト  ト ラフ ィ ッ クを転送しません。 データ  ト ラフ ィ ッ クはレ
イヤ 2 の保護ポー ト間で転送されません。PIM パケッ ト などは CPU で処理されてソフ ト ウェア
で転送されるため、 このよ う な制御 ト ラフ ィ ッ クだけが転送されます。 保護ポー ト間を通過す
るすべてのデータ  ト ラフ ィ ッ クは、 レイヤ 3 デバイスを介して転送されなければな り ません。

スイ ッチ スタ ッ クは論理的には 1 つのスイ ッチを表しているため、 レイヤ 2 ト ラフ ィ ッ クは、
スタ ッ ク内の同一スイ ッチか異なるスイ ッチかにかかわらず、 スイ ッチ スタ ッ クの保護ポー ト
間では転送されません。

モニタ リ ングするポー トおよびモニタ リ ングされるポー ト の両方が保護ポー ト の場合、 ポー ト  
モニタ リ ングは機能しません。

例 次の例では、 インターフェイス上で保護ポー ト をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport protected

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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構文の説明 コマンド 説明

show interfaces 
switchport

ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング ポー ト の管
理ステータスおよび動作ステータスを表示します。

switchport block インターフェイス上で不明なマルチキャス ト またはユニキャス ト  ト ラ
フ ィ ッ クを防ぎます。
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switchport trunk
インターフェイスが ト ランキング  モードの場合に、 ト ランクの特性を設定するには、
switchport trunk インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 ト ランキ
ング特性をデフォル ト に リ セッ トするには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

switchport trunk {allowed vlan vlan-list | native vlan vlan-id | pruning vlan vlan-list}

no switchport trunk {allowed vlan | native vlan | {pruning vlan}

構文の説明

vlan-list の形式は、 all | none | [add | remove | except] vlan-atom [,vlan-atom...] です。 各キーワー
ドの意味は、 次のとおりです。

• all は、 1 ～ 4094 のすべての VLAN を指定します。 このキーワードは、 リ ス ト のすべての 
VLAN を同時に設定する こ とを許可しないコマン ド上では使用できません。

• none は空の リ ス ト を意味します。 特定の VLAN を設定するか、 または少な く と も  1 つの 
VLAN を設定する必要があるコマン ドでは、 このキーワードを使用できません。

• add は現在設定されている  VLAN リ ス ト を置き換えないで、 定義済み VLAN リ ス ト を追加
します。有効な ID は 1 ～ 1005 です。場合によっては、拡張範囲 VLAN （VLAN ID が 1005 
よ り上） を使用できます。

（注） 許可 VLAN リ ス ト に拡張範囲 VLAN を追加できますが、 プルーニング適格 VLAN 
リ ス ト には追加できません。

カンマを使い、 連続しない VLAN ID を区切り ます。 ID の範囲を指定するには、 ハイフン
を使用します。

• remove は現在設定されている  VLAN リ ス ト を置き換えないで、 リ ス ト から定義済み 
VLAN リ ス ト を削除します。 有効な ID は 1 ～ 1005 です。 場合によっては、 拡張範囲 
VLAN ID を使用できます。

（注） 許可 VLAN リ ス ト から拡張範囲 VLAN を削除できますが、プルーニング適格リ ス ト
からは削除できません。

カンマを使い、 連続しない VLAN ID を区切り ます。 ID の範囲を指定するには、 ハイフン
を使用します。

allowed vlan vlan-list ト ランキング モードの場合に、 このインターフェイス上でタグ付き形
式の ト ラフ ィ ッ クを送受信できる許可 VLAN の リ ス ト を設定します。
次の vlan-list 形式を参照して ください。 none キーワードは無効です。
デフォル トは all です。

native vlan vlan-id インターフェイスが IEEE 802.1Q ト ランキング モードの場合に、 タグ
なし ト ラフ ィ ッ クを送受信するよ うにネイテ ィブ VLAN を設定しま
す。 指定できる範囲は 1 ～ 4094 です。

pruning vlan vlan-list ト ランキング モードの場合に、 VTP プルーニングに適格な VLAN の
リ ス ト を設定します。 all キーワードは無効です。
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• except は定義済み VLAN リ ス ト以外の、計算する必要がある  VLAN を示します （指定した 
VLAN を除く  VLAN が追加されます）。 有効な ID は 1 ～ 1005 です。 カンマを使い、 連続
しない VLAN ID を区切り ます。 ID の範囲を指定するには、 ハイフンを使用します。

• vlan-atom は、 1 ～ 4094 内の単一の VLAN 番号、 または 2 つの VLAN 番号で指定された連
続した範囲の VLAN で、 小さい方の値を先頭にハイフンで区切り ます。

デフォルト VLAN 1 は、 ポー ト のデフォル ト のネイテ ィブ VLAN ID です。

すべての VLAN リ ス ト のデフォル ト には、 すべての VLAN が含まれます。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン ネイテ ィブ VLAN ：

• IEEE 802.1Q ト ランク  ポー ト で受信されたすべてのタグなし ト ラフ ィ ッ クは、 ポー ト に設
定されたネイテ ィブ VLAN によって転送されます。

• パケッ ト の VLAN ID が送信側ポー ト のネイテ ィブ VLAN ID と同じであれば、 そのパケッ
トはタグなしで送信されます。 ネイテ ィブ VLAN ID と異なる場合は、 スイ ッチはそのパ
ケッ ト をタグ付きで送信します。

• native vlan コマン ドの no 形式は、 ネイテ ィブ モード  VLAN を、 デバイスに適したデフォ
ル ト  VLAN に リ セッ ト します。

許可 VLAN ：

• スパニング  ツ リー ループまたはス トームの リ ス クを減らすには、 許可 リ ス ト から  VLAN 1 
を削除して個々の VLAN ト ランク  ポー ト の VLAN 1 をディセーブルにできます。ト ランク  
ポー ト から  VLAN 1 を削除した場合、 インターフェイスは管理 ト ラフ ィ ッ ク （Cisco 
Discovery Protocol （CDP）、 ポー ト集約プロ ト コル （PAgP）、 Link Aggregation Control 
Protocol （LACP）、 ダイナ ミ ッ ク  ト ランキング プロ ト コル （DTP）、 および VLAN 1 の 
VLAN ト ランキング プロ ト コル （VTP）） を送受信し続けます。

• allowed vlan コマン ドの no 形式は、 リ ス ト をデフォル ト  リ ス ト （すべての VLAN を許可）
に リ セッ ト します。

ト ランク  プルーニング ：

• プルーニング適格リ ス トは、 ト ランク  ポー ト だけに適用されます。

• ト ランク  ポー ト ご とに独自の適格リ ス ト があ り ます。

• VLAN をプルーニングしない場合は、 プルーニング適格リ ス ト から  VLAN を削除します。
プルーニング不適格の VLAN は、 フラ ッディ ング ト ラフ ィ ッ クを受信します。

• VLAN 1、 VLAN 1002 ～ 1005、 および拡張範囲 VLAN （VLAN 1006 ～ 4094） は、 プルーニ
ングできません。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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例 次の例では、 すべてのタグなし ト ラフ ィ ッ クを送信するポー ト のデフォル ト と して、 VLAN 3 
を設定する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport trunk native vlan 3

次の例では、 許可リ ス ト に VLAN 1、 2、 5、 および 6 を追加する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan add 1,2,5,6

次の例では、プルーニング適格リ ス ト から  VLAN 3 および 10 ～ 15 を削除する方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport trunk pruning vlan remove 3,10-15

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces switchport ポー ト  ブロ ッキング、 ポー ト保護設定など、 スイ ッチング ポー
ト の管理ステータスおよび動作ステータスを表示します。

switchport mode ポー ト の VLAN メ ンバーシップ モードを設定します。
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switchport voice vlan
ポー ト に音声 VLAN を設定するには、 switchport voice vlan インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使
用します。

switchport voice vlan {vlan-id | dot1p | none | untagged}

no switchport voice vlan

構文の説明

デフォルト デフォル ト では、 スイ ッチは IP Phone を自動設定しません （none）。

デフォル ト では、 IP Phone はフレームにタグを付けません。 スイ ッチは、 VLAN ID 0 のタグが
付けられたすべての ト ラフ ィ ッ クを ド ロ ップします。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン レイヤ 2 アクセス  ポー ト上で音声 VLAN を設定する必要があ り ます。

スイ ッチの Cisco IP Phone に接続しているスイ ッチ ポー ト上の Cisco Discovery Protocol （CDP）
をイネーブルにし、 Cisco IP Phone に設定情報を送信する必要があ り ます。 デフォル ト では、
CDP はインターフェイス上でグローバルにイネーブルです。

音声 VLAN をイネーブルにする前に、 mls qos グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを
入力してスイ ッチの Quality of Service （QoS） をイネーブルにし、 mls qos trust cos インター
フェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力して、 信頼するよ うにポー ト信頼状態を設
定する こ と を推奨します。

VLAN ID を入力する と、 IP Phone は IEEE 802.1Q フレームの音声 ト ラフ ィ ッ クを指定された 
VLAN ID タグ付きで転送します。スイ ッチは IEEE 802.1Q 音声 ト ラフ ィ ッ クを音声 VLAN に入
れます。

vlan-id 音声 ト ラフ ィ ッ クに使用する  VLAN を設定します。指定できる範囲は 1 ～ 4094 
です。 デフォル ト では、 Cisco IP Phone は IEEE 802.1Q プラ イオ リ テ ィ  5 を使用
して音声 ト ラフ ィ ッ クを転送します。

dot1p IEEE 802.1p プラ イオ リ テ ィ  タギングおよび VLAN 0 （ネイテ ィブ VLAN） を使
用するよ うにスイ ッチを設定します。 デフォル ト では、 Cisco IP Phone は IEEE 
802.1p プラ イオ リ テ ィ  5 を使用して音声 ト ラフ ィ ッ クを転送し、 VLAN 0 のタ
グが付けられたすべての音声およびデータ  ト ラフ ィ ッ クを ド ロ ップします。

none 音声 VLAN に関して IP Phone に指示しません。IP Phone のキー パッ ドから入力
された設定を使用します。

untagged IP Phone をタグなしの音声 ト ラフ ィ ッ クを送信するよ う設定します。 これが IP 
Phone のデフォル ト設定にな り ます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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dot1q、 none、 または untagged を選択した場合、 スイ ッチは指定の音声ト ラフ ィ ッ クをアクセ
ス  VLAN に入れます。

switchport voice vlan dot1q コマン ドを入力する と、 スイ ッチは VLAN 0 でタグ付けされた 
802.1Q プラ イオ リ テ ィ音声およびデータ  ト ラフ ィ ッ クを受信できます。

すべての設定で、 音声 ト ラフ ィ ッ クはレイヤ 2 の IP precedence 値を運びます。 音声 ト ラフ ィ ッ
クのデフォル トは 5 です。

音声 VLAN が設定されたインターフェイス上でポー ト  セキュ リ テ ィ をイネーブルにする場合
は、 ポー ト の最大セキュア アド レス許容数を  2 に設定します。 ポー ト を  Cisco IP Phone に接続
する場合は、 IP Phone に MAC アド レスが 1 つ必要です。 Cisco IP Phone のアド レスは音声 
VLAN 上で学習されますが、 アクセス  VLAN 上では学習されません。 1 台の PC を  Cisco IP 
Phone に接続する場合、 MAC アド レスの追加は必要あ り ません。 2 台以上の PC を  Cisco IP 
Phone に接続する場合、 各 PC に 1 つ、 さ らに Cisco IP Phone に 1 つ割り当てるよ う十分なセ
キュア アド レスを設定する必要があ り ます。

アクセス  VLAN で任意のポー ト  セキュ リ テ ィ  タ イプがイネーブルにされた場合、 音声 VLAN 
でダイナ ミ ッ ク  ポー ト  セキュ リ テ ィは自動的にイネーブルにな り ます。

音声 VLAN には、 スタテ ィ ッ ク  セキュア MAC アド レスを設定できません。

音声 VLAN を設定する と、 PortFast 機能が自動的にイネーブルにな り ます。 音声 VLAN をディ
セーブルにしても、 PortFast 機能は自動的にディセーブルにな り ません。

例 次の例では、 VLAN 2 をポー ト用音声 VLAN と して設定します。

Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport voice vlan 2

設定を確認するには、show interfaces interface-id switchport 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show interfaces interface-id switchport スイ ッチング ポー ト の管理ステータスおよび動作ス
テータスを表示します。

switchport priority extend 指定されたポー ト に接続されたデバイスが、 着信
ポー ト で受信したプラ イオ リ テ ィ  ト ラフ ィ ッ クを処
理する方法を指定します。
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system mtu
ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト またはファス ト  イーサネッ ト （10/100） ポー ト の最大パケッ
ト  サイズまたは Maximum Transmission Unit （MTU; 最大伝送ユニッ ト ） を設定するには、
system mtu グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 グローバル MTU 値を
デフォル ト値に戻すには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

system mtu {bytes | jumbo bytes}

no system mtu

構文の説明

デフォルト すべてのポー ト のデフォル ト の MTU サイズは 1500 バイ ト です。 

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドでシステム  MTU またはジャンボ MTU のサイズを変更した場合、新しい設定内容
を反映させるには、 スイ ッチを リ セッ トする必要があ り ます。 システム  MTU 設定は、
NVRAM のスイ ッチ環境変数に保存され、 スイ ッチが リ ロード した時点で有効にな り ます。
system mtu コマン ドおよび system mtu jumbo コマン ドで入力した MTU 設定は、 copy 
running-config startup-config 特権 EXEC コマン ドを入力しても、 スイ ッチ IOS コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ファ イルに保存されません。 したがって、 TFTP を使用し、 バッ クアップ コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ファ イルで新しいスイ ッチを設定して、 システム  MTU をデフォル ト以外の値
にしたい場合、 新しいスイ ッチ上で system mtu および system mtu jumbo を明示的に設定し、
スイ ッチを リ ロードする必要があ り ます。

1000 Mbps で稼動しているギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー トは system mtu コマン ドによる影響
を受けません。 10/100 Mbps ポー トは system mtu jumbo コマン ドによる影響を受けません。

特定のスイ ッチ タ イプに許容範囲外の値を入力する と、 値が拒否されます。

（注） スイ ッチは、 インターフェイスご との MTU の設定をサポー ト しません。

bytes 10 または 100 Mbps に設定されているポー ト のシステム  MTU を設定
します。 指定できる範囲は 1500 ～ 1998 バイ ト です。 これは、 10/100 
Mbps イーサネッ ト  スイ ッチ ポー ト で受信する最大 MTU です。

jumbo bytes 1000 Mbps 以上で稼動しているギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト のシス
テム  ジャンボ MTU を設定します。 指定できる範囲は 1500 ～ 9000 バ
イ ト です。 これは、 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト の物理ポー ト で
受信する最大 MTU です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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スイ ッチの CPU で受信できるフレーム  サイズは、 system mtu コマン ドで入力した値に関係な
く、 1998 バイ ト に制限されます。 転送されたフレームまたはルーテッ ド  フレームは、 通常 
CPU では受信しませんが、 一部のパケッ ト （制御 ト ラフ ィ ッ ク、 SNMP、 Telnet、 およびルー
ティ ング  プロ ト コルなど） は CPU に送信されます。

たとえば、 system mtu 値が 1998 バイ ト で、 system mtu jumbo 値が 5000 バイ ト の場合、 1000 
Mbps で稼動するインターフェイスでは、 最大 5000 バイ ト のパケッ ト を受信できます。 ただ
し、 1998 バイ ト を超えるパケッ トは 1000 Mbps で稼動するインターフェイスで受信できます
が、 宛先インターフェイスが 10 または 100 Mbps で稼動している場合、 パケッ トはド ロ ップさ
れます。

例 次の例では、1000 Mbps 以上で稼動しているギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト の最大ジャンボ パ
ケッ ト  サイズを  1800 バイ ト に設定する方法を示します。

Switch(config)# system mtu jumbo 1800
Switch(config)# exit
Switch# reload

設定を確認するには、 show system mtu 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show system mtu ファス ト  イーサネッ ト  ポー トおよびギガビッ ト  イー
サネッ ト  ポー ト に設定されたパケッ ト  サイズを表示
します。
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test cable-diagnostics tdr
インターフェイス上で Time Domain Reflector （TDR） 機能を実行するには、 test 
cable-diagnostics tdr 特権 EXEC コマン ドを使用します。

test cable-diagnostics tdr interface interface-id 

構文の説明

デフォルト デフォル ト設定はあ り ません。

コマンド  モード 特権 EXEC 

コマンド履歴

使用上のガイドライン TDR は、 銅線のイーサネッ ト  10/100 および 10/100/1000 ポー ト でサポー ト されます。 SFP モ
ジュール ポー ト ではサポー ト されません。 TDR の詳細については、 この リ リースに対応する
ソフ ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

test cable-diagnostics tdr interface interface-id コマン ドを使用して TDR を実行した後、 結果を
表示するには show cable-diagnostics tdr interface interface-id 特権 EXEC コマン ドを使用しま
す。

例 次の例では、 インターフェイス上で TDR を実行する方法を示します。

Switch# test cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/2
TDR test started on interface Gi1/0/2
A TDR test can take a few seconds to run on an interface
Use 'show cable-diagnostics tdr' to read the TDR results.

インターフェイスの リ ンク  ステータスがアップ状態で速度が 10 Mb/s または 100 Mb/s である場
合、 test cable-diagnostics tdr interface interface-id コマン ドを入力する と、 次のメ ッセージが表
示されます。

Switch# test cable-diagnostics tdr interface gigabitethernet1/0/3
TDR test on Gi1/0/3 will affect link state and traffic
TDR test started on interface Gi1/0/3
A TDR test can take a few seconds to run on an interface
Use 'show cable-diagnostics tdr' to read the TDR results.

関連コマンド

interface-id TDR を実行するインターフェイスを指定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド  説明

show cable-diagnostics tdr TDR 結果が表示されます。
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traceroute mac
指定の送信元 MAC アド レスから指定の宛先 MAC アド レスまでを通過するパケッ ト のレイヤ 2 
パスを表示するには、 traceroute mac 特権 EXEC コマン ドを使用します。

traceroute mac [interface interface-id] {source-mac-address} [interface interface-id] 
{destination-mac-address} [vlan vlan-id] [detail]

構文の説明

デフォルト デフォル ト設定はあ り ません。

コマンド  モード 特権 EXEC 

コマンド履歴

使用上のガイドライン レイヤ 2 の traceroute を適切に機能させるには、 Cisco Discovery Protocol （CDP） がネッ ト ワー
クのすべてのスイ ッチでイネーブルになっている必要があ り ます。 CDP をディセーブルにする
こ とは避けて ください。

スイ ッチがレイヤ 2 パス内でレイヤ 2 traceroute をサポー ト していないデバイスを検知した場
合、 スイ ッチはレイヤ 2 trace クエ リーを送信し続け、 タ イムアウ ト にします。

パス内で識別可能なホップ カウン トは 10 です。

レイヤ 2 traceroute はユニキャス ト  ト ラフ ィ ッ クだけをサポー ト します。 マルチキャス ト の送
信元または宛先 MAC アド レスを指定しても、 物理的なパスは識別されず、 エラー メ ッセージ
が表示されます。

指定された送信元および宛先アド レスが同じ  VLAN にある場合、 traceroute mac コマン ド出力
はレイヤ 2 パスを表示します。 異なる  VLAN にある送信元および宛先アド レスを指定した場
合、 レイヤ 2 パスは識別されず、 エラー メ ッセージが表示されます。

送信元または宛先 MAC アド レスが複数の VLAN にある場合、 送信元および宛先 MAC アド レ
ス両方の属する  VLAN を指定する必要があ り ます。 VLAN が指定されないと、 パスは識別され
ず、 エラー メ ッセージが表示されます。

interface interface-id （任意） 送信元または宛先スイ ッチ上のインターフェイスを指定し
ます。

source-mac-address 送信元スイ ッチの MAC アド レスを指定します （16 進数）。

destination-mac-address 宛先スイ ッチの MAC アド レスを指定します （16 進数）。

vlan vlan-id （任意） 送信元スイ ッチから宛先スイ ッチを通過するパケッ ト のレ
イヤ 2 のパスを ト レースする  VLAN を指定します。 指定できる  
VLAN ID の範囲は 1 ～ 4094 です。

detail （任意） 詳細情報を表示するよ う指定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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複数の装置がハブを介して 1 つのポー ト に接続されている場合 （たとえば、 複数の CDP ネイ
バーがポー ト で検出されるなど）、 レイヤ 2 traceroute 機能はサポー ト されません。 複数の CDP 
ネイバーが 1 つのポー ト で検出された場合、 レイヤ 2 パスは特定されず、 エラー メ ッセージが
表示されます。

この機能は、 トークン リ ング  VLAN ではサポー ト されません。

例 次の例では、 送信元および宛先 MAC アド レスを指定する こ とで、 レイヤ 2 のパスを表示する
方法を示します。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201
Source 0000.0201.0601 found on con6[switch_mmodel] (2.2.6.6)
con6 (2.2.6.6) :Gi0/1 => Gi0/3
con5                 (2.2.5.5        )  : Gi0/3 => Gi0/1
con1                 (2.2.1.1        )  : Gi0/1 => Gi0/2
con2                 (2.2.2.2        )  : Gi0/2 => Gi0/1
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed

次の例では、 detail キーワードを使用する こ とで、 レイヤ 2 のパスを表示する方法を示します。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201 detail
Source 0000.0201.0601 found on con6[switch_mmodel] (2.2.6.6)
con6 /switch_mmodel/ 2.2.6.6 :
        Gi0/2 [auto, auto] => Gi0/3 [auto, auto]
con5 / switch_mmodel / 2.2.5.5 :
        Fa0/3 [auto, auto] => Gi0/1 [auto, auto]
con1 / switch_mmodel / 2.2.1.1 :
        Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 /switch_mmodel / 2.2.2.2 :
        Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.

次の例では、 送信元および宛先スイ ッチのインターフェイスを指定する こ とで、 レイヤ 2 のパ
スを表示する方法を示します。

Switch# traceroute mac interface fastethernet0/1 0000.0201.0601 interface fastethernet0/3 
0000.0201.0201
Source 0000.0201.0601 found on con6[switch_mmodel] (2.2.6.6)
con6 (2.2.6.6) :Gi0/1 => Gi0/3
con5                 (2.2.5.5        )  : Gi0/3 => Gi0/1
con1                 (2.2.1.1        )  : Gi0/1 => G0/2
con2                 (2.2.2.2        )  : Gi0/2 => Gi0/1
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed

次の例では、 スイ ッチが送信元スイ ッチに接続されていない場合のレイヤ 2 のパスを示しま
す。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0501 0000.0201.0201 detail
Source not directly connected, tracing source .....
Source 0000.0201.0501 found on con5[switch_mmodel] (2.2.5.5)
con5 / switch_mmodel / 2.2.5.5 :
        Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/3 [auto, auto]
con1 / switch_mmodel / 2.2.1.1 :
        Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 / switch_mmodel / 2.2.2.2 :
        Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.
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次の例では、 送信元 MAC アド レスの宛先ポー ト が見つからない場合のレイヤ 2 のパスを示し
ます。

Switch# traceroute mac 0000.0011.1111 0000.0201.0201
Error:Source Mac address not found. 
Layer2 trace aborted.

次の例では、 送信元および宛先デバイスが異なる  VLAN にある場合のレイヤ 2 のパスを示しま
す。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0301.0201
Error:Source and destination macs are on different vlans. 
Layer2 trace aborted.

次の例では、 宛先 MAC アド レスがマルチキャス ト  アド レスの場合のレイヤ 2 のパスを示しま
す。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0601 0100.0201.0201
Invalid destination mac address

次の例では、 送信元および宛先スイ ッチが複数の VLAN にある場合のレイヤ 2 のパスを示して
います。

Switch# traceroute mac 0000.0201.0601 0000.0201.0201
Error:Mac found on multiple vlans.
Layer2 trace aborted.

関連コマンド コマンド 説明

traceroute mac ip 指定の送信元 IP アド レスまたはホス ト名から、 指定の宛先 IP アド レス
またはホス ト名を通過するパケッ ト のレイヤ 2 パスを表示します。
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traceroute mac ip
指定の送信元 IP アド レスまたはホス ト名から、 指定の宛先 IP アド レスまたはホス ト名までを
通過するパケッ ト のレイヤ 2 パスを表示するには、 traceroute mac ip 特権 EXEC コマン ドを使
用します。

traceroute mac ip {source-ip-address | source-hostname} {destination-ip-address | 
destination-hostname} [detail]

構文の説明

デフォルト デフォル ト設定はあ り ません。

コマンド  モード 特権 EXEC 

コマンド履歴

使用上のガイドライン レイヤ 2 の traceroute を適切に機能させるには、 Cisco Discovery Protocol （CDP） がネッ ト ワー
クのすべてのスイ ッチでイネーブルになっている必要があ り ます。 CDP をディセーブルにする
こ とは避けて ください。

スイ ッチがレイヤ 2 パス内でレイヤ 2 traceroute をサポー ト していないデバイスを検知した場
合、 スイ ッチはレイヤ 2 trace クエ リーを送信し続け、 タ イムアウ ト にします。

パス内で識別可能なホップ カウン トは 10 です。

指定された送信元および宛先の IP アド レスが同一のサブネッ ト内にある場合、 traceroute mac 
ip コマン ド出力はレイヤ 2 パスを表示します。 IP アド レスを指定した場合、 スイ ッチはアド レ
ス解決プロ ト コル （ARP） を使用し、 IP アド レス とそれに対応する  MAC アド レスおよび 
VLAN ID を関連付けます。

• 指定の IP アド レスの ARP のエン ト リが存在している場合、 スイ ッチは関連付けられた 
MAC アド レスを使用し、 物理パスを識別します。

• ARP のエン ト リ が存在しない場合、 スイ ッチは ARP クエ リーを送信し、 IP アド レスを解
決しよ う と試みます。 IP アド レスは同一のサブネッ ト にある必要があ り ます。 IP アド レス
が解決されないと、 パスは識別されず、 エラー メ ッセージが表示されます。

source-ip-address 送信元スイ ッチの IP アド レスを、 32 ビッ ト の値で指定します
（ド ッ ト付き  10 進数）。

destination-ip-address 宛先スイ ッチの IP アド レスを、 32 ビッ ト の値で指定します （ド ッ
ト付き  10 進数）。

source-hostname 送信元スイ ッチの IP ホス ト名を指定します。

destination-hostname 宛先スイ ッチの IP ホス ト名を指定します。

detail （任意） 詳細情報を表示するよ う指定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
2-790
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド
  traceroute mac ip
複数の装置がハブを介して 1 つのポー ト に接続されている場合 （たとえば、 複数の CDP ネイ
バーがポー ト で検出されるなど）、 レイヤ 2 traceroute 機能はサポー ト されません。 複数の CDP 
ネイバーが 1 つのポー ト で検出された場合、 レイヤ 2 パスは特定されず、 エラー メ ッセージが
表示されます。

この機能は、 トークン リ ング  VLAN ではサポー ト されません。

例 次の例では、 detail キーワードを使用して、 送信元および宛先 IP アド レスを指定する こ とで、
レイヤ 2 のパスを表示する方法を示します。

Switch# traceroute mac ip 2.2.66.66 2.2.22.22 detail
Translating IP to mac ..... 
2.2.66.66 => 0000.0201.0601
2.2.22.22 => 0000.0201.0201

Source 0000.0201.0601 found on con6[WS-C2950G-24-EI] (2.2.6.6)
con6 / switch_mmodel / 2.2.6.6 :
        Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/3 [auto, auto]
con5 / switch_mmodel / 2.2.5.5 :
        Fa0/3 [auto, auto] => Gi0/1 [auto, auto]
con1 / switch_mmodel / 2.2.1.1 :
        Gi0/1 [auto, auto] => Gi0/2 [auto, auto]
con2 / switch_mmodel / 2.2.2.2 :
        Gi0/2 [auto, auto] => Fa0/1 [auto, auto]
Destination 0000.0201.0201 found on con2[WS-C3550-24] (2.2.2.2)
Layer 2 trace completed.

次の例では、 送信元および宛先ホス ト名を指定する こ とで、 レイヤ 2 のパスを表示する方法を
示します。

Switch# traceroute mac ip con6 con2
Translating IP to mac ..... 
2.2.66.66 => 0000.0201.0601
2.2.22.22 => 0000.0201.0201

Source 0000.0201.0601 found on con6
con6 (2.2.6.6) :Gi0/1 => Gi0/3
con5                 (2.2.5.5        )  : Gi0/3 => Gi0/1
con1                 (2.2.1.1        )  : Gi0/1 => Gi0/2
con2                 (2.2.2.2        )  : Gi0/2 => Fa0/1
Destination 0000.0201.0201 found on con2
Layer 2 trace completed

次の例では、 ARP が送信元 IP アド レス と対応する  MAC アド レスを関連付けられない場合の、
レイヤ 2 のパスを示します。

Switch# traceroute mac ip 2.2.66.66 2.2.77.77
Arp failed for destination 2.2.77.77.
Layer2 trace aborted.

関連コマンド コマンド 説明

traceroute mac 指定の送信元 MAC アド レスから、 指定の宛先 MAC アド レスまでをパ
ケッ ト が通過するレイヤ 2 パスを表示します。
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trust
class ポ リ シー マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド または class-map グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドで分類された ト ラフ ィ ッ クの信頼状態を定義するには、 trust ポ リ
シー マップ ク ラス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すに
は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

trust [cos | dscp | ip-precedence]

no trust [cos | dscp | ip-precedence]

構文の説明

デフォルト アクシ ョ ンは信頼されていません。 キーワードを指定せずにコマン ドを入力した場合、 デフォ
ル トは dscp です。

コマンド  モード ポ リ シー マップ ク ラス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 特定の ト ラフ ィ ッ クの Quality of Service （QoS） の信頼動作を他の ト ラフ ィ ッ ク と区別するた
めに、 このコマン ドを使用します。 たとえば、 特定の DSCP 値を持つ着信 ト ラフ ィ ッ クが信頼
されます。 着信 ト ラフ ィ ッ クの DSCP 値と一致し、 信頼する ク ラス  マップを設定できます。

このコマン ドで設定された信頼性の値は、 mls qos trust インターフェイス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  コマン ドで設定された信頼性の値を上書きします。

trust コマン ドは、 同一ポ リ シー マップ内の set ポ リ シー マップ ク ラス  コンフ ィギュレーシ ョ
ン  コマン ド と相互に排他的な関係にあ り ます。

trust cos を指定した場合、 QoS は受信した CoS 値、 またはデフォル ト  ポー ト の CoS 値および 
CoS/DSCP マップを使用して、 パケッ ト の DSCP 値を生成します。

cos （任意） パケッ ト の Class of Service （CoS） 値を使用して、 入力パケッ ト を
分類します。 タグのない IP パケッ ト の場合、 ポー ト のデフォル ト の CoS 
値が使用されます。

dscp （任意） パケッ ト の Differentiated Service Code Point （DSCP; DiffServ コード  
ポイン ト ） 値 （8 ビッ ト  サービス  タ イプ フ ィールドの上位 6 ビッ ト ） を使
用する こ とによ り、 入力パケッ ト を分類します。 パケッ ト がタグ付きの場
合、 非 IP パケッ ト にはパケッ ト の CoS 値が使用されます。 パケッ ト がタ
グなしの場合、 CoS の DSCP マッピングにデフォル ト  ポー ト の CoS 値が使
用されます。

ip-precedence （任意） パケッ ト の IP precedence 値 （8 ビッ ト  サービスタイプ フ ィールド
の上位 3 ビッ ト ） を使用して、 入力パケッ ト を分類します。 パケッ ト がタ
グ付きの場合、 非 IP パケッ ト にはパケッ ト の CoS 値が使用されます。 パ
ケッ ト がタグなしの場合、 CoS の DSCP マッピングにポー ト のデフォル ト  
CoS 値が使用されます。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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trust dscp を指定した場合、 QoS は入力パケッ ト から  DSCP 値を使用します。 タグ付きの非 IP 
パケッ ト に対しては、 QoS は受信した CoS 値を、 タグなしの非 IP パケッ ト に対しては、 デ
フォル ト  ポー ト の CoS 値を使用します。 どちらの場合も、 パケッ ト の DSCP 値は CoS/DSCP 
マップから抽出されます。

trust ip-precedence を指定した場合、 QoS は入力パケッ トおよび IP precedence/DSCP マップか
ら  IP precedence 値を使用します。 タグ付きの非 IP パケッ ト に対しては、 QoS は受信した CoS 
値を、 タグなしの非 IP パケッ ト に対しては、 デフォル ト  ポー ト の CoS 値を使用します。 どち
らの場合も、 パケッ ト の DSCP 値は CoS/DSCP マップから抽出されます。

ポ リ シー マップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードに戻るには、 exit コマン ドを使用します。 特
権 EXEC モードに戻るには、 end コマン ドを使用します。

例 次の例では、 class1 で分類された ト ラフ ィ ッ クの着信 DSCP 値を信頼するよ うにポー ト信頼状
態を定義する方法を示します。

Switch(config)# policy-map policy1
Switch(config-pmap)# class class1
Switch(config-pmap-c)# trust dscp
Switch(config-pmap-c)# police 1000000 20000 exceed-action policed-dscp-transmit
Switch(config-pmap-c)# exit

設定を確認するには、 show policy-map 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

class 指定されたク ラスマップ名の ト ラフ ィ ッ ク分類一致条件
（police、 set、 および trust ポ リ シー マップ ク ラス  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドによる） を定義します。

police 分類した ト ラフ ィ ッ クにポ リサーを定義します。

policy-map 複数のポー ト に接続可能なポ リ シー マップを作成または変更
して、 サービス  ポ リ シーを指定します。

set パケッ ト に DSCP 値または IP precedence 値を設定する こ とに
よって、 IP ト ラフ ィ ッ クを分類します。

show policy-map QoS ポ リ シー マップを表示します。
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udld 
UniDirectional Link Detection （UDLD; 単方向リ ンク検出） でアグレ ッシブ モード またはノーマ
ル モードをイネーブルにし、 設定可能なメ ッセージ タ イマー時間を設定するには、 udld グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 すべての光ファ イバ ポー ト でアグ
レ ッシブ モード またはノーマル モードの UDLD をディセーブルにするには、 このコマン ドの 
no 形式を使用します。

udld {aggressive | enable | message time message-timer-interval}

no udld {aggressive | enable | message}

構文の説明

デフォルト すべてのインターフェイスで UDLD はディセーブルです。

メ ッセージ タ イマーは 15 秒に設定されます。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  

コマンド履歴

使用上のガイドライン UDLD は、 ノーマル （デフォル ト ） とアグレ ッシブの 2 つの動作モードをサポー ト していま
す。 ノーマル モードでは、 UDLD は、 光ファ イバ接続において誤って接続されたインターフェ
イスによる単一方向リ ンクを検出します。 アグレ ッシブ モードでは、 UDLD はまた、 光ファ イ
バおよびツイス トペア リ ンクの単一方向 ト ラフ ィ ッ クによる単一方向リ ンク、 および光ファ イ
バ リ ンクにおいて誤って接続されたインターフェイスによる単一方向リ ンクを検出します。
ノーマル モードおよびアグレ ッシブ モードの詳細については、 この リ リースに対応する ソフ
ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「Understanding UDLD」 の項を参照して ください。

プローブ パケッ ト間のメ ッセージ時間を変更する場合、 検出速度と  CPU 負荷の ト レードオフ
を行っている こ とにな り ます。 時間を減少させる と、 検出応答を高速にする こ とができます
が、 CPU の負荷も高く な り ます。

このコマン ドが作用するのは、 光ファ イバ インターフェイスだけです。 他のインターフェイス  
タ イプで UDLD をイネーブルにする場合は、 udld インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  
コマン ドを使用します。

aggressive すべての光ファ イバ インターフェイスにおいて、 アグレ ッシブ モー
ドで UDLD をイネーブルにします。

enable すべての光ファ イバ インターフェイスにおいて、 ノーマル モードで 
UDLD をイネーブルにします。

message time 
message-timer-interval

アドバタ イズ フェーズにあ り、 双方向と判別されたポー ト における  
UDLD プローブ メ ッセージ間の時間間隔を設定します。 指定できる
範囲は 7 ～ 90 秒です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたインターフェイスを リ セッ トするのに、 次のコマン ドを
使用します。

• udld reset 特権 EXEC コマン ド ： UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたすべてのインター
フェイスを リ セッ ト します。

• shutdown および no shutdown インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド

• no udld enable グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの後に udld {aggressive | 
enable} グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力 ： グローバルに UDLD を再び
イネーブルにします。

• no udld port インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの後に udld port または 
udld port aggressive インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力 ：指定され
たインターフェイスの UDLD を再びイネーブルにします。

• errdisable recovery cause udld および errdisable recovery interval interval グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド ： 自動的に UDLD errdisable ステー ト から回復します。

例 次の例では、 すべての光ファ イバ インターフェイスで UDLD をイネーブルにする方法を示し
ます。

Switch(config)# udld enable

設定を確認するには、 show udld 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show udld すべてのポー ト または指定されたポー ト の UDLD の管理ス
テータスおよび動作ステータスを表示します。

udld port 個々のインターフェイスで UDLD をイネーブルにするか、 ま
たは光ファ イバ インターフェイスが udld グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドによってイネーブルになるのを
防ぎます。

udld reset UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたすべてのインターフェ
イスを リ セッ ト し、 ト ラフ ィ ッ クを再び通過させるよ うにし
ます。
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udld port
個々のインターフェイスで UniDirectional Link Detection （UDLD; 単方向リ ンク検出） をイネー
ブルにするか、 または光ファ イバ インターフェイスが udld グローバル コンフ ィギュレーシ ョ
ン  コマン ドによってイネーブルにされるのを防ぐには、 udld port インターフェイス  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 udld グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド設
定に戻した り、 非光ファ イバ ポー ト で入力された場合に UDLD をディセーブルにした りする
には、 このコマン ドの no 形式を使用します。

udld port [aggressive]

no udld port [aggressive]

構文の説明

デフォルト 光ファ イバ インターフェイスでは、 UDLD はイネーブル、 アグレ ッシブ モード、 ディセーブ
ルのいずれでもあ り ません。 このため、 光ファ イバ インターフェイスは、 udld enable または 
udld aggressive グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドのステー ト に従い UDLD をイ
ネーブルにします。

非光ファ イバ インターフェイスでは、 UDLD はディセーブルです。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン UDLD 対応ポー ト が別のスイ ッチの UDLD 非対応ポー ト に接続されている場合、 このポー トは
単一方向リ ンクを検出できません。

UDLD は、 ノーマル （デフォル ト ） とアグレ ッシブの 2 つの動作モードをサポー ト していま
す。 ノーマル モードでは、 UDLD は、 光ファ イバ接続において誤って接続されたインターフェ
イスによる単一方向リ ンクを検出します。 アグレ ッシブ モードでは、 UDLD はまた、 光ファ イ
バおよびツイス トペア リ ンクの単一方向 ト ラフ ィ ッ クによる単一方向リ ンク、 および光ファ イ
バ リ ンクにおいて誤って接続されたインターフェイスによる単一方向リ ンクを検出します。
ノーマル モードおよびアグレ ッシブ モードの詳細については、 この リ リースに対応する ソフ
ト ウェア コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「Configuring UDLD」 の章を参照して ください。

UDLD を ノーマル モードでイネーブルにするには、 udld port インターフェイス  コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 UDLD をアグレ ッシブ モードでイネーブルにするには、
udld port aggressive インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。

UDLD の制御を  udld enable グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドに戻した り、 UDLD 
を非光ファ イバ ポー ト でディセーブルにした りする場合は、光ファ イバ ポー ト で no udld port 
コマン ドを使用します。

aggressive 指定されたインターフェイスにおいて、 アグレ ッシブ モードで 
UDLD をイネーブルにします。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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udld enable または udld aggressive グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定を無効
にする場合は、光ファ イバ ポー ト で udld port aggressive コマン ドを使用します。 この設定を削
除して UDLD イネーブル化の制御を  udld グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドに戻し
た り、 UDLD を非光ファ イバ ポー ト でディセーブルにした りする場合は、 光ファ イバ ポー ト
で no 形式を使用します。

UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたインターフェイスを リ セッ トするのに、 次のコマン ドを
使用します。

• udld reset 特権 EXEC コマン ド ： UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたすべてのインター
フェイスを リ セッ ト します。

• shutdown および no shutdown インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド

• no udld enable グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの後に udld {aggressive | 
enable} グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力 ： グローバルに UDLD を再び
イネーブルにします。

• no udld port インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの後に udld port または 
udld port aggressive インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを入力 ：指定され
たインターフェイスの UDLD を再びイネーブルにします。

• errdisable recovery cause udld および errdisable recovery interval interval グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド ： 自動的に UDLD errdisable ステー ト から回復します。

例 次の例では、 ポー ト上で UDLD をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet6/0/1
Switch(config-if)# udld port 

次の例では、 udld グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの設定に関係な く、 光ファ イ
バ インターフェイス上で UDLD をディセーブルにする方法を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet6/0/1
Switch(config-if)# no udld port

設定を確認するには、 show running-config または show udld interface 特権 EXEC コマン ドを入
力します。

関連コマンド コマンド 説明

show running-config スイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを表示します。

show udld すべてのポー ト または指定されたポー ト の UDLD の管理ステー
タスおよび動作ステータスを表示します。

udld UDLD のアグレ ッシブ モード またはノーマル モードをイネーブ
ルにするか、 または設定可能なメ ッセージ タ イマーの時間を設
定します。

udld reset UDLD によってシャ ッ ト ダウンされたすべてのインターフェイ
スを リ セッ ト し、 ト ラフ ィ ッ クを再び通過させるよ うにします。
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udld reset
UniDirectional Link Detection （UDLD; 単方向リ ンク検出） によ りディセーブルにされたイン
ターフェイスをすべて リ セッ ト し、 インターフェイスの ト ラフ ィ ッ クを再開させるには、 udld 
reset 特権 EXEC コマン ドを使用します （イネーブルの場合には、 スパニング  ツ リー、 Port 
Aggregation Protocol （PAgP; ポー ト集約プロ ト コル）、 Dynamic Trunking Protocol （DTP; ダイナ
ミ ッ ク  ト ランキング プロ ト コル） などの他の機能を介する こ とで有効にな り ます）。

udld reset

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン インターフェイスの設定で、 UDLD がまだイネーブルである場合、 これらのポー トは再び 
UDLD の稼動を開始し、 問題が修正されていない場合には同じ理由でディセーブルにな り ま
す。

例 次の例では、 UDLD によってディセーブルにされたすべてのインターフェイスを リ セッ トする
方法を示します。

Switch# udld reset
1 ports shutdown by UDLD were reset.

設定を確認するには、 show udld 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show running-config スイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを表示します。

show udld すべてのポー ト または指定されたポー ト の UDLD の管理ステー
タスおよび動作ステータスを表示します。

udld UDLD のアグレ ッシブ モード またはノーマル モードをイネーブ
ルにするか、 または設定可能なメ ッセージ タ イマーの時間を設
定します。

udld port 個々のインターフェイスで UDLD をイネーブルにするか、 また
は光ファ イバ インターフェイスが udld グローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドによってイネーブルになるのを防ぎます。
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usb-inactivity-timeout
USB コンソールの非アクテ ィ ビテ ィ  タ イムアウ ト を設定するには、 コンソール ラ イン  コン
フ ィギュレーシ ョ ン  モードで、 usb-inactivity-timeout コマン ドを使用します。 非アクテ ィ ビ
テ ィ  タ イムアウ ト を削除するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

usb-inactivity-timeout minutes

no usb-inactivity-timeout minutes

（注） このコマン ドは、Catalyst 2960-S および Catalyst 2960-C スイ ッチでのみサポー ト されています。

çï¹ÇÃê‡ñæ

デフォルト 非アクテ ィ ビテ ィ  タ イムアウ トは設定されていません。

コマンド  モード ラ イン  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン スイ ッチに非アクテ ィ ビテ ィ  タ イムアウ ト を設定できます。 これを設定する と、 USB コン
ソールがアクテ ィブなと きに、 指定された期間、 USB コンソールに対していかなる入力アク
テ ィ ビテ ィ も発生しなかった場合、 RJ-45 コンソールがアクテ ィブにな り ます。 非アクテ ィ ビ
テ ィ  タ イムアウ ト のために USB コンソールが非アクテ ィブになった場合、 USB ケーブルを取
り外して再度接続する と、 動作を元に戻すこ とができます。

例 次の例では、 非アクテ ィ ビテ ィ  タ イムアウ ト を設定する方法を示します。

Switch# configure terminal
Switch(config)# line console 0
Switch(config-line)# usb-inactivity-timeout 60

USB コンソールで 60 分間入力がない場合、 コンソールは RJ-45 に変わり、 非アクテ ィ ビテ ィ  
タ イムアウ ト を示すシステム  メ ッセージ ログが表示されます。

関連コマンド

minutes USB コンソールでアクテ ィ ビテ ィがないこ とが原因で、 コンソール ポー ト
を  RJ-45 ポー ト に変更するまでの時間 （分） 指定できる範囲は 1 ～ 240 です。
デフォル トは、 タ イムアウ ト なしです。

リ リース 変更箇所

12.2(53)SE1 このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

no media-type rj45 コンソールポー ト が手動で RJ-45 ポー ト に設定されていた場合は、
USB ポー ト と して リ セッ ト します。
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vlan 
VLAN を追加して config-vlan モードを開始するには、 vlan グローバル コンフ ィギュレーシ ョ
ン  コマン ドを使用します。 VLAN を削除する場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。
標準範囲 VLAN （VLAN ID 1 ～ 1005） のコンフ ィギュレーシ ョ ン情報は、 常に VLAN データ
ベースに保存されます。 VLAN Trunking Protocol （VTP） モードが ト ランスペアレン ト の場合
は、 拡張範囲 VLAN （VLAN ID が 1006 以上） を作成する こ とができ、 VTP モード、 ド メ イン
名、 および VLAN 設定は、 スイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存されます。
copy running-config startup-config 特権 EXEC コマン ドを使用すれば、 スイ ッチ スター ト アッ
プ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに設定を保存できます。

vlan vlan-id

no vlan vlan-id

構文の説明

デフォルト このコマン ドにはデフォル ト設定があ り ません。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン 拡張範囲 VLAN （VLAN ID 1006 ～ 4094） を追加するには、 vlan vlan-id グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して ください。 拡張範囲で VLAN を設定する前に、 vtp 
transparent グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド または VLAN コンフ ィギュレーシ ョ
ン  コマン ドを使用してスイ ッチを  VTP ト ランスペアレン ト  モードにする必要があ り ます。 拡
張範囲 VLAN は、 VTP によって学習されず、 VLAN データベースにも追加されませんが、 VTP 
モードが ト ランスペアレン ト である場合には、 VTP モード、 ド メ イン名、 およびすべての 
VLAN 設定は、 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンに保存され、 これをスイ ッチ スター ト アップ コ
ンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存する こ と もできます。

vlan-id 追加および設定する  VLAN の ID。 vlan-id に指定できる範囲は 1 ～ 4094 で
す。 1 つの VLAN ID、 それぞれをカンマで区切った一連の VLAN ID、 また
はハイフンを間に挿入した VLAN ID の範囲を入力できます。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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VLAN および VTP 設定をスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存して、 ス
イ ッチを リブー トする と、 設定は次のよ うに選択されます。

• VLAN データベース と コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの両方の VTP モードが ト ランス
ペアレン ト であ り、 VTP ド メ イン名が一致する場合、 VLAN データベースは無視されま
す。 スター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の VTP および VLAN 設定が使用
されます。 VLAN データベース内の VLAN データベース  リ ビジ ョ ン番号は変更されませ
ん。

• VTP モードがサーバの場合、またはスター ト アップ VTP モード またはド メ イン名が VLAN 
データベース と一致しない場合、 最初の 1005 個の VLAN の VTP モードおよび VLAN 設定
には VLAN データベース情報が使用されます。

スイ ッチが VTP ト ランスペアレン ト  モードではない場合に拡張範囲 VLAN を作成しよ う とす
る と、 VLAN は拒否され、 エラー メ ッセージが表示されます。

無効な VLAN ID を入力する と、 エラー メ ッセージが表示され、 config-vlan モードを開始でき
ません。

vlan コマン ドを  VLAN ID を指定して入力する と、 config-vlan モードがイネーブルにな り ます。
既存の VLAN の VLAN ID を入力する と、 新しい VLAN は作成されませんが、 その VLAN の 
VLAN パラ メータを変更できます。 指定された VLAN は、 config-vlan モードを終了したと きに
追加または変更されます。 （VLAN 1 ～ 1005 の） shutdown コマン ドだけがただちに有効にな り
ます。

次のコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドが config-vlan モードで利用できます。 各コマン ドの no 
形式を使用する と、 特性がそのデフォル ト  ステー ト に戻り ます。

（注） すべてのコマン ドが表示されますが、 拡張範囲 VLAN でサポー ト される  VLAN コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドは、 mtu mtu-size と  remote-span だけです。 拡張範囲 VLAN の場合、 他の
すべての特性はデフォル ト  ステー ト のままにしておく必要があ り ます。

• are are-number ： この VLAN の All-Route Explorer （ARE） ホップの最大数を定義します。
このキーワードは、 TrCRF VLAN だけに適用されます。 指定できる範囲は 0 ～ 13 です。
デフォル トは 7 です。 値が入力されない場合、 最大数は 0 である と見なされます。

• backupcrf ： バッ クアップ CRF モードを指定します。 このキーワードは、 TrCRF VLAN だ
けに適用されます。

- この VLAN のバッ クアップ CRF モードを  enable （イネーブル） にします。

- この VLAN のバッ クアップ CRF モードを  disable （ディセーブル） にします （デフォル
ト ）。

• bridge {bridge-number| type} ： 論理分散ソース  ルーティ ング  ブ リ ッジ、 つま り、
FDDI-NET、 トークン リ ング  NET、 および TrBRF VLAN 内で親 VLAN と してこの VLAN 
を持つすべての論理リ ングと相互接続するブ リ ッジを指定します。 指定できる範囲は 0 ～ 
15 です。 FDDI-NET、 TrBRF、 および トークン リ ング  NET VLAN については、 デフォル
ト のブ リ ッジ番号は 0 （ソース  ルーテ ィ ング  ブ リ ッジなし） です。 type キーワードは、
TrCRF VLAN だけに適用され、 次の う ちのいずれかです。

- srb （Source-Route Bridge （SRB; ソースルー ト  ブ リ ッジ）） 

- srt （Source-Route Transparent （SRT; ソースルー ト  ト ランスペアレン ト ）） ブ リ ッジング 
VLAN

• exit ： 変更を適用し、 VLAN データベース  リ ビジ ョ ン番号 （VLAN 1 ～ 1005 だけ） を増加
させ、 config-vlan モードを終了します。
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• media ： VLAN メディア タ イプを定義します。 さまざまな メディア タ イプで有効なコマン
ドおよび構文については、 表 2-51 を参照して ください。

（注） スイ ッチがサポー トするのは、 イーサネッ ト  ポー ト だけです。 FDDI および トーク
ン リ ング  メディ ア固有の特性は、 別のスイ ッチに対する  VLAN Trunking Protocol
（VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル） グローバル アドバタイズにかぎって設定し
ます。 これらの VLAN はローカルに停止されます。

- ethernet は、 イーサネッ ト  メディ ア タ イプです （デフォル ト ）。

- fddi は、 FDDI メディア タ イプです。

- fd-net は、 FDDI Network Entity Title （FDDI-NET） メディア タ イプです。

- tokenring は、 VTP v2 モードがディセーブルの場合には トークン リ ング メディア タ イ
プであ り、 VTP v 2 モードがイネーブルの場合は TrCRF です。

- tr-net は、 VTP v2 モードがディセーブルの場合には トークン リ ング  Network Entity Title
（NET） メディ ア タ イプであ り、 VTP v2 モードがイネーブルの場合は TrBRF メディア 
タ イプです。

• mtu mtu-size ： Maximum Transmission Unit （MTU; 最大伝送ユニッ ト ） （バイ ト単位のパケッ
ト  サイズ） を指定します。 指定できる範囲は 1500 ～ 18190 です。 デフォル トは 1500 バイ
ト です。

• name vlan-name：管理ド メ イン内で一意である  1 ～ 32 文字の ASCII 文字列で VLAN を命名
します。 デフォル トは VLANxxxx です。 こ こで、 xxxx は VLAN ID 番号と同じ  4 桁の数字
（先行ゼロを含む） です。

• no ： コマン ドを無効にし、 デフォル ト設定に戻します。  

• parent parent-vlan-id ： 既存の FDDI、 トークン リ ング、 または TrCRF VLAN の親 VLAN を
指定します。 このパラ メータは、 TrCRF が所属する  TrBRF を識別する もので、 TrCRF を定
義する と きに必要です。 指定できる範囲は 0 ～ 1005 です。 デフォル ト の親 VLAN ID は、
FDDI および トークン リ ング  VLAN では 0 （親 VLAN なし） です。 トークン リ ングおよび 
TrCRF VLAN の両方で、親 VLAN ID はデータベースにすでに存在していて、 トークン リ ン
グ NET または TrBRF VLAN と関連付けられている必要があ り ます。

• remote-span ： VLAN を リモー ト  スイ ッチド  ポー ト  アナラ イザ （RSPAN） VLAN と して設
定します。 RSPAN 機能が既存の VLAN に追加される場合、 まず VLAN は削除され、 次に 
RSPAN 機能と と もに再生されます。 RSPAN 機能が削除されるまで、 どのアクセス  ポー ト
も非アクテ ィブにな り ます。 VTP がイネーブルの場合、 新しい RSPAN VLAN は、 1024 よ
り小さい数字の VLAN ID の VTP によ り伝播されます。 ラーニングは VLAN 上でディセー
ブルにな り ます。 詳細については、 remote-span コマン ドを参照して ください。

• ring ring-number ： FDDI、 トークン リ ング、 または TrCRF VLAN の論理リ ングを定義しま
す。 指定できる範囲は 1 ～ 4095 です。 トークン リ ング  VLAN のデフォル ト値は 0 です。
FDDI VLAN には、 デフォル ト設定はあ り ません。

• said said-value ： IEEE 802.10 に記載されている  Security Association Identifier （SAID） を指
定します。 指定できる  ID は、 1 ～ 4294967294 です。 この数字は、 管理ド メ イン内で一意
である必要があ り ます。 デフォル ト値は、 100000 に VLAN ID 番号を加算した値です。

• shutdown ： VLAN 上で VLAN スイ ッチングをシャ ッ ト ダウンします。 このコマン ドはただ
ちに有効にな り ます。 他のコマン ドは、 config-vlan モードを終了したと きに有効にな り ま
す。

• state ： VLAN ステー ト を指定します。

- active は、 VLAN が稼動中である こ と を意味します （デフォル ト ）。
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- suspend は、 VLAN が停止している こ と を意味します。 停止している  VLAN はパケッ
ト を通過させません。

• ste ste-number ： Spanning-Tree Explorer （STE; スパニングツ リー エクスプローラ） ホップの
最大数を定義します。 このキーワードは、 TrCRF VLAN だけに適用されます。 指定できる
範囲は 0 ～ 13 です。 デフォル トは 7 です。

• stp type ： FDDI-NET、 トークン リ ング NET、 または TrBRF VLAN のスパニング ツ リー タ
イプを定義します。 FDDI-NET VLAN の場合、 デフォル ト の STP タ イプは ieee です。 トー
クン リ ング  NET VLAN の場合、デフォル ト の STP タ イプは ibm です。FDDI および トーク
ン リ ング  VLAN の場合、 デフォル ト のタイプは指定されていません。

- ソースルー ト  ト ランスペアレン ト （SRT） ブ リ ッジングを実行している  IEEE イーサ
ネッ ト  STP の場合は、 ieee

- Source-Route Bridge （SRB） を実行している  IBM STP の場合は、 ibm

- ソースルー ト  ト ランスペアレン ト （SRT） ブ リ ッジング （IEEE） および Source-Route 
Bridge （SRB） （IBM） の組み合わせを実行している  STP の場合は、 auto

• tb-vlan1 tb-vlan1-id および tb-vlan2 tb-vlan2-id ： この VLAN に ト ランスレーシ ョナル ブ
リ ッジングが行われている  1 番めおよび 2 番めの VLAN を指定します。 ト ランスレーシ ョ
ナル VLAN は、 たとえば FDDI または トークン リ ングをイーサネッ ト に変換します。 指定
できる範囲は 0 ～ 1005 です。 値が指定されないと、 0 （ ト ランスレーシ ョナル ブ リ ッジン
グなし） と見なされます。

表 2-51 さまざまなメディア タイプで指定できるコマンド と構文

メディア タイプ 指定できる構文

イーサネッ ト name vlan-name、 media ethernet、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 remote-span、 tb-vlan1 tb-vlan1-id、 tb-vlan2 tb-vlan2-id

FDDI name vlan-name、 media fddi、 state {suspend | active}、 said said-value、 mtu 
mtu-size、 ring ring-number、 parent parent-vlan-id、 tb-vlan1 tb-vlan1-id、
tb-vlan2 tb-vlan2-id

FDDI-NET name vlan-name、 media fd-net、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 bridge bridge-number、 stp type {ieee | ibm | auto}、 tb-vlan1 
tb-vlan1-id、 tb-vlan2 tb-vlan2-id

VTP v2 モードがディセーブルの場合、 stp type を  auto に設定しないでくだ
さい。

トークン リ ング VTP v1 モードはイネーブルです。

name vlan-name、 media tokenring、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 ring ring-number、 parent parent-vlan-id、 tb-vlan1 tb-vlan1-id、
tb-vlan2 tb-vlan2-id

Token Ring 
Concentrator 
Relay Function
（TrCRF; トーク
ン リ ング コンセ
ン ト レータ  リ
レー機能）

VTP v2 モードはイネーブルです。

name vlan-name、 media tokenring、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 ring ring-number、 parent parent-vlan-id、 bridge type {srb | 
srt}、 are are-number、 ste ste-number、 backupcrf {enable | disable}、
tb-vlan1 tb-vlan1-id、 tb-vlan2 tb-vlan2-id
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ï\ 2-52 に、 VLAN の設定ルールを示します。

トークン リ ング 
NET

VTP v1 モードはイネーブルです。

name vlan-name、 media tr-net、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 bridge bridge-number、 stp type {ieee | ibm}、 tb-vlan1 
tb-vlan1-id、 tb-vlan2 tb-vlan2-id

Token Ring 
Bridge Relay 
Function
（TrBRF; トーク
ン リ ング ブ リ ッ
ジ リ レー機能）

VTP v2 モードはイネーブルです。

name vlan-name、 media tr-net、 state {suspend | active}、 said said-value、
mtu mtu-size、 bridge bridge-number、 stp type {ieee | ibm | auto}、 tb-vlan1 
tb-vlan1-id、 tb-vlan2 tb-vlan2-id

表 2-51 さまざまなメディア タイプで指定できるコマンド と構文 £®æA§¦£©

メディア タイプ 指定できる構文

表 2-52 VLAN 設定ルール

設定 ルール

VTP v2 モードがイネーブルで、
TrCRF VLAN メディ ア タ イプ
を設定している場合

すでにデータベースに存在している  TrBRF の親 VLAN ID を
指定します。

リ ング番号を指定します。 このフ ィールドを空白のままにし
ないでください。

TrCRF VLAN に同じ親 VLAN ID がある場合には一意の リ ン
グ番号を指定します。 1 つのバッ クアップ Concentrator Relay 
Function （CRF; コンセン ト レータ  リ レー機能） だけをイ
ネーブルにする こ とができます。

VTP v2 モードがイネーブルで、
TrCRF メディ ア タ イプ以外の 
VLAN を設定している場合

バッ クアップ CRF を指定しないでください。

VTP v2 モードがイネーブルで、
TrBRF VLAN メディ ア タ イプ
を設定している場合

ブ リ ッジ番号を指定します。 このフ ィールドを空白のままに
しないでください。
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例 次の例では、 デフォル ト のメディア特性を持つイーサネッ ト  VLAN を追加する方法を示しま
す。 デフォル ト には VLANxxx の vlan-name が含まれています。 こ こで、 xxxx は VLAN ID 番号
と同じ  4 桁の数字 （先行ゼロを含む） です。 デフォル ト の media オプシ ョ ンは ethernet です。
state オプシ ョ ンは active です。 デフォル ト の said-value 変数は、 100000 に VLAN ID を加算し
た値です。 mtu-size 変数は 1500、 stp-type オプシ ョ ンは ieee です。 exit config-vlan コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを入力した場合、 VLAN がまだ存在していなかった場合にはこれが追加さ
れます。 そ う でない場合、 このコマン ドは何も作用しません。

次の例では、 すべての特性をデフォル ト で新しい VLAN を作成し、 config-vlan モードを開始す
る方法を示します。

Switch(config)# vlan 200
Switch(config-vlan)# exit
Switch(config)#

次の例では、 すべての特性をデフォル ト で拡張範囲 VLAN を新規作成し、 config-vlan モードを
開始して、 新しい VLAN をスイ ッチのスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保
存する方法を示します。

Switch(config)# vtp mode transparent
Switch(config)# vlan 2000
Switch(config-vlan)# end
Switch# copy running-config startup config

設定を確認するには、 show vlan 特権 EXEC コマン ドを入力します。

VTP v1 モードはイネーブルで
す。

VLAN の STP タ イプを  auto に設定しないでください。

このルールは、 イーサネッ ト 、 FDDI、 FDDI-NET、 トークン
リ ング、 および トークン リ ング NET VLAN に適用されます。

ト ランスレーシ ョナル ブ リ ッ
ジングが必要な VLAN を追加
する場合 （値は 0 に設定されな
い）

使用される ト ランスレーシ ョナル ブ リ ッジング VLAN ID 
は、 すでにデータベースに存在している必要があ り ます。

（たとえば、 イーサネッ トは FDDI をポイン ト し、 FDDI は
イーサネッ ト をポイン トする とい う よ うに） コンフ ィギュ
レーシ ョ ンがポイン ト している ト ランスレーシ ョナル ブ
リ ッジング VLAN ID にも、 ト ランスレーシ ョナル ブ リ ッジ
ング パラ メータの 1 つに元の VLAN へのポインタが含まれ
ている必要があ り ます。

コンフ ィギュレーシ ョ ンがポイン トする ト ランスレーシ ョナ
ル ブ リ ッジング VLAN ID は、 （たとえば、 イーサネッ トは
トークン リ ングをポイン トする こ とができる とい う よ うに）
元の VLAN とは異なる メディア タ イプである必要があ り ま
す。

両方の ト ランスレーシ ョナル ブ リ ッジング VLAN ID が設定
されている場合、 （たとえば、 イーサネッ トは FDDI および
トークン リ ングをポイン トする こ とができる とい う よ うに）
これらの VLAN は異なる メディア タ イプである必要があ り
ます。

表 2-52 VLAN 設定ルール £®æA§¦£©

設定 ルール
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関連コマンド コマンド 説明

show vlan すべての設定された VLAN または 1 つの VLAN （VLAN ID または
名前が指定されている場合） のパラ メータを管理ド メ インに表示
します。
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vmps reconfirm （特権 EXEC）
ただちに VLAN Query Protocol （VQP） クエ リーを送信して、 VLAN Membership Policy Server
（VMPS） でのすべてのダイナ ミ ッ ク  VLAN 割り当てを再確認するには、 vmps reconfirm 特権 
EXEC コマン ドを使用します。

vmps reconfirm 

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デフォル トは定義されていません。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

例 次の例では、 VQP クエ リーを  VMPS にただちに送信する方法を示します。

Switch# vmps reconfirm

設定を確認するには、 show vmps 特権 EXEC コマン ドを入力して、 Reconfirmation Status セク
シ ョ ンの VMPS Action 列を調べます。 show vmps コマン ドは、 再確認タイマーの期限切れ、 ま
たは vmps reconfirm コマン ドの入力のいずれかによ り最後に割り当てが再確認されたと きの結
果を表示します。

関連コマンド

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show vmps VQP および VMPS 情報を表示します。

vmps reconfirm （グ
ローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン）

VQP ク ラ イアン ト の再確認間隔を変更します。
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vmps reconfirm （グローバル コンフ ィギュレーショ ン）
VLAN Query Protocol （VQP） ク ラ イアン ト の再確認間隔を変更するには、 vmps reconfirm グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デフォル ト設定に戻すには、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

vmps reconfirm interval

no vmps reconfirm

構文の説明

デフォルト デフォル ト の再確認間隔は 60 分です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

例 次の例では、 VQP ク ラ イアン ト が 20 分ごとにダイナ ミ ッ ク  VLAN エン ト リ を再確認するよ う
に設定する方法を示します。

Switch(config)# vmps reconfirm 20

設定を確認するには、 show vmps 特権 EXEC コマン ドを入力して、 Reconfirm Interval 列を調べ
ます。

関連コマンド

interval ダイナ ミ ッ ク  VLAN 割り当てを再確認するための VLAN メ ンバーシップ ポ
リ シー サーバ （VMPS） への VQP ク ラ イアン ト  クエ リーの再確認間隔。 指
定できる範囲は 1 ～ 120 分です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show vmps VQP および VMPS 情報を表示します。

vmps reconfirm （特権 EXEC） VQP クエ リーを送信して、 VMPS でのすべてのダイナ
ミ ッ ク  VLAN 割り当てを再確認します。
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vmps retry
VLAN Query Protocol （VQP） ク ラ イアン ト のサーバあた りの再試行回数を設定するには、
vmps retry グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。デフォル ト設定に戻す
には、 このコマン ドの no 形式を使用します。

vmps retry count

no vmps retry

構文の説明

デフォルト デフォル ト の再試行回数は 3 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

例 次の例では、 再試行回数を  7 に設定する方法を示します。

Switch(config)# vmps retry 7

設定を確認するには、 show vmps 特権 EXEC コマン ドを入力して、 Server Retry Count 列を調べ
ます。

関連コマンド

count リ ス ト の次のサーバに照会する前にク ラ イアン ト が VLAN メ ンバーシップ ポ
リ シー サーバ （VMPS） との通信を試行する回数。 指定できる範囲は 1 ～ 10 
です。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

show vmps VQP および VMPS 情報を表示します。
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vmps server
プラ イマ リ  VLAN Membership Policy Server （VMPS） および最大 3 つまでのセカンダ リ  サーバ
を設定するには、 vmps server グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
VMPS サーバを削除するには、 このコマン ドの no 形式を使用します。

vmps server ipaddress [primary]

no vmps server [ipaddress]

構文の説明

デフォルト プラ イマ リ またはセカンダ リ  VMPS サーバは定義されていません。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン primary が入力されているかど うかにかかわらず、 最初に入力されたサーバは自動的にプラ イ
マ リ  サーバと して選択されます、 最初のサーバ アド レスは、 次のコマン ドで primary を使用す
る こ とによ り無効にする こ とができます。

ク ラスタ  コンフ ィギュレーシ ョ ンのメ ンバ スイ ッチに IP アド レスがない場合、 ク ラスタはそ
のメ ンバ スイ ッチに設定された VMPS サーバを使用しません。 その代わり、 ク ラスタはコマン
ド  スイ ッチの VMPS サーバを使用し、 コマン ド  スイ ッチは VMPS 要求のプロキシとな り ます。
VMPS サーバは、 ク ラスタを単一スイ ッチと して扱い、 コマン ド  スイ ッチの IP アド レスを使
用して要求に応答します。

ipaddress を指定せずに no 形式を使用する と、 設定されたすべてのサーバが削除されます。 ダ
イナ ミ ッ ク  アクセス  ポー ト が存在する と きにすべてのサーバを削除する と、 スイ ッチは、
VMPS に照会できないため、 これらのポー ト の新しい送信元からのパケッ ト を転送できませ
ん。

例 次の例では、 IP アド レス  191.10.49.20 のサーバをプラ イマ リ  VMPS サーバと して設定する方法
を示します。 IP アド レス  191.10.49.21 および 191.10.49.22 のサーバは、 セカンダ リ  サーバと し
て設定されます。

Switch(config)# vmps server 191.10.49.20 primary
Switch(config)# vmps server 191.10.49.21
Switch(config)# vmps server 191.10.49.22

ipaddress プラ イマ リ またはセカンダ リ  VMPS サーバの IP アド レスまたはホス ト名。
ホス ト名を指定する場合には、 Domain Name System （DNS; ド メ イン  ネーム  
システム） サーバが設定されている必要があ り ます。

primary （任意） プラ イマ リ とセカンダ リのどちらの VMPS サーバを設定するのかを
決定します。

リ リース 変更箇所

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。
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次の例では、 IP アド レス  191.10.49.21 のサーバを削除する方法を示します。

Switch(config)# no vmps server 191.10.49.21

設定を確認するには、 show vmps 特権 EXEC コマン ドを入力して、 VMPS Domain Server 列を調
べます。

関連コマンド コマンド 説明

show vmps VQP および VMPS 情報を表示します。
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vtp （グローバル コンフ ィギュレーション）
VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル） コンフ ィギュレーシ ョ ン特性
を設定または修正するには、 vtp グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。
設定を削除した り、 デフォル ト設定に戻した りする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用し
ます。

vtp {domain domain-name | file filename | interface name [only] | mode {client | off | server | 
transparent} [mst | unknown | vlan] | password password [hidden | secret] | pruning | 
version number}

no vtp {file | interface | mode [client | off | server | transparent] [mst | unknown | vlan] | 
password | pruning | version}

構文の説明 domain domain-name VTP ド メ イン名をスイ ッチの VTP 管理ド メ インを識別する  1 ～ 32 文
字の ASCII 文字列で指定します。 ド メ イン名では大文字と小文字が区
別されます。

file filename VTP VLAN 設定が保存されている  Cisco IOS ファ イル システム  ファ イ
ルを指定します。

interface name このデバイスで更新された VTP ID を提供するインターフェイスの名
前を指定します。

only （任意） VTP IP アップデータ と してこのインターフェイスの IP アド レ
スだけで使用します。

mode VTP 装置モードをク ラ イアン ト 、 サーバ、 または ト ランスペアレン ト
に指定します。

client スイ ッチを  VTP ク ラ イアン ト  モードにします。 VTP ク ラ イアン ト  
モードのスイ ッチは VTP に対してイネーブルであ り、 アドバタイズ
を送信できますが、 VLAN 設定を格納するために必要な不揮発性メモ
リがあ り ません。 スイ ッチで VLAN を設定する こ とはできません。
VTP ク ラ イアン ト が起動する と、 VTP ク ラ イアン トはその VLAN 
データベースを初期化するアドバタ イズを受信するまで、 VTP アドバ
タ イズを送信しません。

off スイ ッチを  VTP オフ  モードにします。 VTP オフ  モードのスイ ッチ
は、 ト ランク  ポー ト上で VTP アドバタイズ メ ン ト を転送しないこ と
を除いて、 VTP ト ランスペアレン ト  デバイス と同様に機能します。

server スイ ッチを  VTP サーバ モードにします。 VTP サーバ モードのスイ ッ
チは VTP に対してイネーブルであ り、 アドバタイズを送信します。
スイ ッチでは VLAN を設定できます。 スイ ッチは、 再起動後に、 不
揮発性メモ リから現在の VTP データベース内のすべての VLAN 情報
を回復できます。
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デフォルト デフォル ト のファ イル名は flash:vlan.dat  です。

デフォル ト  モードはサーバ モードで、 デフォル ト のデータベースは VLAN です。

VTP バージ ョ ン  3 では、 MST データベースのデフォル ト  モードは ト ランスペアレン ト です。

ド メ イン名またはパスワードは定義されていません。

パスワードは設定されていません。

プルーニングはディセーブルです。

デフォル ト のバージ ョ ンはバージ ョ ン  1 です。

コマンド  モード グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン

transparent スイ ッチを  VTP ト ランスペアレン ト  モードにします。 VTP ト ランス
ペアレン ト  モードのスイ ッチは、 VTP に対してディセーブルであ り、
アドバタ イズの送信や、 他のデバイスから送信されたアドバタ イズか
らの学習を行いません。 また、 ネッ ト ワーク内の他のデバイスの 
VLAN 設定に影響を与える こ とはあ り ません。 スイ ッチは VTP アド
バタ イズを受信し、 アドバタ イズを受信した ト ランク  ポー ト を除く
すべての ト ランク  ポー ト にこれを転送します。

VTP モードが ト ランスペアレン ト である場合、 モードおよびド メ イン
名はスイ ッチの実行コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存されま
す。 この情報をスイ ッチのスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  
ファ イルに保存するには、 copy running-config startup-config 特権 
EXEC コマン ドを入力します。

mst （任意） Multiple Spanning Tree （MST） VTP データベース （VTP バー
ジ ョ ン  3 に限る） にモードを設定します。

unknown （任意） 未知の VTP データベース （VTP バージ ョ ン  3 に限る） にモー
ドを設定します。

vlan （任意） VLAN VTP データベースにモードを設定します。 これがデ
フォル ト です （VTP バージ ョ ン  3 に限る）。

password password VTP アドバタイズで送信され、 受信 VTP アドバタ イズを確認するた
めの MD5 ダイジェス ト計算で使用される  16 バイ ト の秘密値を生成す
るための管理ド メ イン  パスワードを設定します。 パスワードは、 1 ～ 
32 文字の ASCII 文字列です。 パスワードでは大文字と小文字が区別
されます。

hidden （任意） パスワード  ス ト リ ングから生成されたキーが VLAN データ
ベース  ファ イルに保存される こ と を指定します。 hidden キーワード
を指定しない場合、 パスワード  ス ト リ ングはク リ ア テキス ト に保存
されます。 hidden パスワードを入力した場合、 そのパスワードを再
入力し、 ド メ イン内でコマン ドを発行する必要があ り ます。 このキー
ワードは、 VTP バージ ョ ン  3 だけでサポー ト されています。

secret （任意） ユーザがパスワードの秘密キーを直接設定できるよ うにしま
す （VTP バージ ョ ン  3 に限る）。

pruning スイ ッチ上で VTP プルーニングをイネーブルに設定します。

version number VTP バージ ョ ンをバージ ョ ン  1、 バージ ョ ン  2、 またはバージ ョ ン  3 
に設定します。
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コマンド履歴

使用上のガイドライン VTP バージ ョ ン  3 がサポー ト されるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが実行されている場
合のみです。

VTP モード、 ド メ イン名、 および VLAN 設定をスイ ッチのスター ト アップ コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ファ イルに保存して、 スイ ッチを再起動する と、 VTP および VLAN 設定は次の条件に
よって選択されます。

• VLAN データベース と コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの両方の VTP モードが ト ランス
ペアレン ト であ り、 VTP ド メ イン名が一致する場合、 VLAN データベースは無視されま
す。 スター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イル内の VTP および VLAN 設定が使用
されます。 VLAN データベース内の VLAN データベース  リ ビジ ョ ン番号は変更されませ
ん。

• スター ト アップ VTP モードがサーバ モードの場合、 またはスター ト アップ VTP モード ま
たはド メ イン名が VLAN データベース と一致しない場合、 最初の 1005 の VLAN の VTP 
モードおよび VLAN 設定は、 VLAN データベース情報によって選択され、 1005 を超える  
VLAN は、 スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルから設定されます。

新規データベースをロードするのに vtp file filename を使用する こ とはできません。 これは、 既
存のデータベースが保存されているファ イルの名前を変更するだけです。

VTP ド メ イン名を設定する と きには、 次の注意事項に従って ください。

• ド メ イン名を設定するまで、 スイ ッチは非管理ド メ イン  ステー ト の状態です。 非管理ド メ
イン  ステー ト の間は、 ローカル VLAN 設定に変更が生じても、 スイ ッチは VTP アドバタ
イズを送信しません。 スイ ッチは、 ト ランキングを行っているポー ト で最初の VTP サマ
リー パケッ ト を受信した後、 または vtp domain コマン ドでド メ イン名を設定した後で、 非
管理ド メ イン  ステー ト から抜け出します。 スイ ッチは、 サマ リー パケッ ト から ド メ インを
受信した場合、 そのコンフ ィギュレーシ ョ ン  リ ビジ ョ ン番号を  0 に リ セッ ト します。 ス
イ ッチが非管理ド メ イン  ステー ト から抜け出した後、 NVRAM をク リ アしてソフ ト ウェア
を リ ロードするまで、 スイ ッチがこのステー ト に再び入るよ う設定する こ とはできません。

• ド メ イン名では、 大文字と小文字が区別されます。

• 設定したド メ イン名は、 削除できません。 別のド メ インに再度割り当てるしかあ り ません。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。

12.2(52)SE mode off キーワードが追加され、 VTP バージ ョ ン  3 に対するサポー ト
が追加され、 password hidden および secret キーワード、 およびモー
ド  データベース  キーワード （vlan、 mst、 および unknown） が VTP 
バージ ョ ン  3 と と もに追加されました。
2-814
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

第 2 章      Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの Cisco IOS コマンド

  vtp （グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン）
VTP モードを設定する と きには、 次の注意事項に従って ください。

• no vtp mode コマン ドを使用する と、スイ ッチを  VTP サーバ モードに戻すこ とができます。

• vtp mode server コマン ドは、 スイ ッチがク ラ イアン ト  モード または ト ランスペアレン ト  
モードでない場合にエラーを返さないこ と を除けば、 no vtp mode と同じです。

• 受信スイ ッチがク ラ イアン ト  モードである場合、 ク ラ イアン ト  スイ ッチはその設定を変更
して、 サーバのコンフ ィギュレーシ ョ ンをコピーします。 ク ラ イアン ト  モードのスイ ッチ
がある場合には、 必ずサーバ モードのスイ ッチですべての VTP または VLAN 設定変更を
行って ください。 受信スイ ッチがサーバ モード または ト ランスペアレン ト  モードである場
合、 スイ ッチの設定は変更されません。

• ト ランスペアレン ト  モードのスイ ッチは、 VTP に参加しません。 ト ランスペアレン ト  モー
ドのスイ ッチで VTP または VLAN 設定の変更を行った場合、変更はネッ ト ワーク内の他の
スイ ッチには伝播されません。

• サーバ モードのスイ ッチで VTP または VLAN 設定を変更した場合、 その変更は同じ  VTP 
ド メ インのすべてのスイ ッチに伝播されます。

• vtp mode transparent コマン ドは、 ド メ インの VTP をディセーブルにしますが、 スイ ッチ
から ド メ インを削除しません。

• VTP バージ ョ ン  1 および 2 では、拡張範囲 VLAN を追加した り、VTP および VLAN 情報を
実行コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルに保存した りする場合には、 VTP モードは ト ランス
ペアレン ト に設定して ください。VTP は拡張範囲 VLAN をク ラ イアン トおよびサーバ モー
ドでサポー ト し、 VLAN データベースに保存します。

• VTP バージ ョ ン  1 および 2 では、 拡張範囲 VLAN がスイ ッチで設定され、 VTP モードを
サーバまたはク ラ イアン ト に設定しよ う と した場合、 エラー メ ッセージが表示され、 その
設定は許可されません。 VTP モードは、 VTP バージ ョ ン  3 で拡張 VLAN を使用する こ とに
よ り変更できます。

• ダイナ ミ ッ ク  VLAN 作成がディセーブルの場合、 VTP に設定できるモードは、 サーバ 
モード またはク ラ イアン ト  モードのいずれかに限り ます。

• vtp mode off コマン ドを使用する と、デバイスをオフに設定します。 no vtp mode off コマン
ドを使用する と、 デバイスを  VTP サーバ モードに リ セッ ト します。

VTP パスワードを設定する と きには、 次の注意事項に従って ください。

• パスワードでは、 大文字と小文字が区別されます。 パスワードは、 同じ ド メ イン内のすべ
てのスイ ッチで一致している必要があ り ます。

• スイ ッチをパスワードが設定されていない状態に戻す場合は、 このコマン ドの no vtp 
password 形式を使用します。

• hidden および secret キーワードは、 VTP バージ ョ ン  3 だけでサポー ト されています。 VTP 
バージ ョ ン  2 から  VTP バージ ョ ン  3 に変換する場合、 変換前に hidden または secret キー
ワードを削除する必要があ り ます。

VTP プルーニングを設定する と きには、 次の注意事項に従って ください。

• VTP プルーニングは、プルーニング適格 VLAN に所属するステーシ ョ ンがない場合、その 
VLAN の情報を  VTP 更新から削除します。

• VTP サーバでプルーニングをイネーブルにする と、 プルーニングは VLAN ID 1 ～ 1005 の
管理ド メ イン全体でイネーブルにな り ます。

• プルーニング適格リ ス ト に指定された VLAN だけが、 プルーニングの対象にな り ます。

• プルーニングは、 VTP バージ ョ ン  1 およびバージ ョ ン  2 でサポー ト されています。
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VTP バージ ョ ンを設定する と きには、 次の注意事項に従って ください。

• バージ ョ ン  2 （v2） モード  ステー ト を切り替える と、 ある一定のデフォル ト  VLAN のパラ
メータが変更されます。

• 各 VTP スイ ッチは他のすべての VTP デバイスの機能を自動的に検出します。 VTP バー
ジ ョ ン  2 を使用するには、 ネッ ト ワーク内のすべての VTP スイ ッチでバージ ョ ン  2 がサ
ポー ト されている必要があ り ます。 そ うでない場合、 VTP バージ ョ ン  1 モードで稼動する
よ う設定する必要があ り ます。

• ド メ イン内のすべてのスイ ッチが VTP バージ ョ ン  2 対応である場合、 1 つのスイ ッチで
バージ ョ ン  2 を設定すれば、 バージ ョ ン番号は、 VTP ド メ イン内の他のバージ ョ ン  2 対応
スイ ッチに伝播されます。

• トークン リ ング環境で VTP を使用している場合、 VTP バージ ョ ン  2 も イネーブルである必
要があ り ます。

• Token Ring Bridge Relay Function （TrBRF） または Token Ring Concentrator Relay Function
（TrCRF） VLAN メディア タ イプを設定している場合には、 バージ ョ ン  2 を使用して くださ
い。

• トークン リ ングまたは トークン リ ング  NET VLAN メディア タ イプを設定している場合に
は、 バージ ョ ン  1 を使用して ください。

• VTP バージ ョ ン  3 では、 VLAN データベース情報だけでな く、 すべてのデータベース  VTP 
情報が VTP ド メ インに伝播します。

• ト ランスペアレン ト  モードでは、2 個の VTP バージ ョ ン  3 リージ ョ ンしか VTP バージ ョ ン  
1 または VTP バージ ョ ン  2 を超えて通信できません。

スイ ッチ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルにパスワード、 プルーニング、 およびバージ ョ ン  
コンフ ィギュレーシ ョ ンを保存する こ とはできません。

例 次の例では、 VTP コンフ ィギュレーシ ョ ン  メモ リのファ イル名を  vtpfilename に変更する方法
を示します。

Switch(config)# vtp file vtpfilename

次の例では、 デバイス  ス ト レージのファ イル名をク リ アする方法を示します。

Switch(config)# no vtp file vtpconfig
Clearing device storage filename.

次の例では、 このデバイスの VTP アップデータ  ID を提供するインターフェイスの名前を指定
する方法を示します。

Switch(config)# vtp interface gigabitethernet

次の例では、 スイ ッチの管理ド メ インを設定する方法を示します。

Switch(config)# vtp domain OurDomainName

次の例では、 スイ ッチを  VTP ト ランスペアレン ト  モードにする方法を示します。

Switch(config)# vtp mode transparent

次の例では、 VTP ド メ イン  パスワードを設定する方法を示します。

Switch(config)# vtp password ThisIsOurDomainÅfsPassword

次の例では、 VLAN データベースでのプルーニングをイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# vtp pruning
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Pruning switched ON

次の例では、 VLAN データベースのバージ ョ ン  2 モードをイネーブルにする方法を示します。

Switch(config)# vtp version 2

設定を確認するには、 show vtp status 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show vtp status スイ ッチの VTP 統計情報および VTP 管理ド メ イン  ステータスの一般
情報を表示します。

vtp （インターフェイ
ス  コンフ ィギュレー
シ ョ ン）

インターフェイスで VTP をイネーブルまたはディセーブルにします。
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vtp （インターフェイス コンフ ィギュレーショ ン）
ポー ト単位で VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル） をイネーブルに
するには、 vtp インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 インター
フェイスで VTP をディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

vtp 

no vtp 

（注） このコマン ドがをサポー ト されるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが実行され、 VTP バー
ジ ョ ン  3 である場合だけです。

構文の説明 このコマン ドには、 キーワード と引数はあ り ません。

コマンド  デフォルト このコマン ドにはデフォル ト設定があ り ません。

コマンド  モード インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 スイ ッチポー ト が ト ランク  モードであるインターフェイスだけに入力しま
す。

このコマン ドは、 VTP バージ ョ ン  3 に設定されているスイ ッチ上だけでサポー ト されていま
す。

例 次の例では、 インターフェイス上で VTP をイネーブルにする方法を示します。

Switch(config-if)# vtp

次の例では、 インターフェイス上で VTP をディセーブルにする方法を示します。

Switch(config-if)# no vtp

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(52)SE このコマン ドが追加されました。

コマンド 説明

vtp （グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン） 

VTP のド メ イン名、 パスワード、 プルーニング、 バージ ョ ン、 および
モードをグローバルに設定します。
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vtp primary
スイ ッチを  VLAN Trunking Protocol （VTP; VLAN ト ランキング プロ ト コル） プラ イマ リ  サー
バと して設定するには、 vtp primary 特権 EXEC コマン ドを使用します。

vtp primary [mst | vlan] [force] 

このコマン ドには、 no 形式はあ り ません。

（注） このコマン ドがをサポー ト されるのは、 スイ ッチで LAN Base イ メージが実行され、 VTP バー
ジ ョ ン  3 である場合だけです。

（注） vtp {password password | pruning | version number} コマン ドはコマン ド ラ イン  ヘルプに表示さ
れますが、 サポー ト されていません。

構文の説明

デフォルト スイ ッチは VTP セカンダ リ  サーバです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 VTP バージ ョ ン  3 に設定されているスイ ッチ上だけでサポー ト されていま
す。

VTP プラ イマ リ  サーバはデータベース情報をアップデー ト し、 システム内のすべてのデバイス
によって行われるアップデー ト を送信します。 VTP セカンダ リ  サーバは、 プラ イマ リ  サーバ
から受信したアップデー ト された VTP のコンフ ィギュレーシ ョ ンを  NVRAM にバッ クアップ
する こ とだけができます。

デフォル ト では、 すべてのデバイスはセカンダ リ  サーバと して起動します。 プラ イマ リ  サー
バのステータスは、 管理者がド メ イン内のテイ クオーバー メ ッセージを発行する場合のデータ
ベース  アップデー ト のためだけに必要です。 プラ イマ リ  サーバなしで実用 VTP ド メ インを持
つこ とができます。

mst （任意） スイ ッチを  Multiple Spanning Tree （MST） 機能のプラ イマ リ  
VTP サーバと して設定します。

vlan （任意） スイ ッチを  VLAN のプラ イマ リ  VTP サーバと して設定しま
す。

force （任意） プラ イマ リ  サーバを設定する場合、 スイ ッチが競合するデバ
イスをチェ ッ ク しないよ うに設定します。

リ リース 変更内容

12.2(52)SE このコマン ドが追加されました。
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デバイスが リ ロードするかド メ イン  パラ メータが変更された場合、 プラ イマ リ  サーバのス
テータスは失われます。
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例 次の例では、 スイ ッチを  VLAN のプラ イマ リ  VTP サーバと して設定する方法を示します。

Switch# vtp primary vlan
Setting device to VTP TRANSPARENT mode.

設定を確認するには、 show vtp status 特権 EXEC コマン ドを入力します。

関連コマンド コマンド 説明

show vtp status スイ ッチの VTP 統計情報および VTP 管理ド メ イン  ステータスの一般
情報を表示します。

vtp （グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン）

VTP ファ イル名、 インターフェイス、 ド メ イン名、 モード、 および
バージ ョ ンを設定します。
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